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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　三嶋くろね







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







序章　講師なボクが魔術競技祭に取り組むようになったワケ

第一章　エセ熱血講師、爆誕

第二章　魔術競技祭、開催

第三章　女王と王女の邂逅

第四章　いと懐かしき戦友達

第五章　白熱する表、激動する裏

第六章　真相、暗躍する悪意

終章　三年前のあの人へ




　あとがき

















序章　講師なボクが魔ま術じゆつ競技祭に取り組むようになったワケ









　アルザーノ帝てい国こく魔術学院、放課後の学院長室にて。

「──と、いうわけで。給料の前借り、もしくはお小こ遣づかいをプリーズ」

「《ふざけんな・この・馬ば鹿か野や郎ろう》──ッ！」

　突とつ如じよ、紅ぐ蓮れんの炎ほのおと衝しよう撃げきが渦うず巻まき、爆ばく音おんが響ひびき渡わたった。

　セリカが唱えた爆ばく裂れつ呪じゆ文もんが、戯たわ言ごとをほざいたグレンに容よう赦しやなく炸さく裂れつしたのだ。

　その爆発の余波によって部屋の窓ガラスは吹ふき飛び、レースカーテンは灰化、壁かべは焼け焦こげ、絨じゆう毯たんは炭化。煌きらびやかな絵画や古めかしい本ほん棚だな、磨みがき抜ぬかれた飾かざり鎧よろい、ソファーにシェードランプなどといった品の良い調度品の数々は無残に半はん壊かい──学院長室の内装は、もはや見る影かげもなかった。

「ごほっ!?　がはごほげほっ!?　な、何すんだ、殺す気かテメェ!?」

　真っ黒焦げになったグレンが床ゆかに這はいつくばりながら、非難がましい声を上げる。

「やっかましい！　生物の種の保存に関かかわる重大な相談があるとか言って、何かと思って身構えてたら、そんなことか!?」

「そんなこととはなんだ!?　もし、俺が餓が死ししたら、俺が絶ぜつ滅めつしちゃうだろ!?　俺は世界に一いつ匹ぴきしかいないんだぞ!?　絶滅危き惧ぐ種しゆなんだぞ!?　大事にしろよ!?」

「うっさい、絶滅しろ！　むしろ、そんな劣れつ等とう種、手ずから根絶してやるわ！」

　不毛な取っ組み合いを始めるグレンとセリカの間に、この騒さわぎにも動じず執しつ務む机に腰こしかけ、二人の動向を見守っていたこの部屋の主──リック学院長が割って入った。

「まぁまぁ、二人とも落ち着きなさい。何か物もの凄すごく回りくどい言い回しじゃったが……つまり、グレン君は生活費……主に食費としてのお金が必要なのかな？」

「その通り。さっすが学院長、話がわかる！　いやー、セリカの奴やつがさぁ？　最近になって突とつ然ぜん、自分の食費くらい自分で出せとか言いだすからさー？」

「当然だろう！　無職の時ならいざ知らず、今は学院の魔術講師として立派な収入があるんだからな！」

　セリカがイライラとしかめっ面つらで腕うで組ぐみして、グレンを睨にらみつける。

「とにかく、俺、今月ヤバイんっすよ、学院長！　このままじゃ明日あしたから半強制的な減量ダイエツトに突とつ入にゆうする羽目に……」

「しかし、先週、給料日だったばかりじゃぞ？　君は一体、何にそんなにお金を使ったのかね？」

　その問いに、グレンは憂うれいを湛たたえた表情で窓まど際ぎわに歩み寄り、外の風景に目を向けた。

　窓の外には、植樹と色とりどりの花が踊おどる花か壇だんで飾られた学院敷しき地ち内の庭園光景と、鉄てつ柵さくを挟はさんでその外側に広がるフェジテの古風な町並み──そして、その遥はるかなる上空に浮うかぶ雄ゆう大だいな幻まぼろしの城──フェジテの象しよう徴ちよう、メルガリウスの天空城の偉い容ようがあった。

「何に使ったかとおっしゃいましたか……それはもちろん、未来へと投資したんですよ」

「未来に投資？」

「ええ、明日という無限の可能性のため、そして、より多くの希望を摑つかむために──」

　遠い目で語るグレンに、セリカがボソリと口を挟む。

「要するにギャンブルでスッたのか。本当に救えないな。もう死ねよ、お前」

「やめてよね、せっかく人が格好良く決めてるのに水を差すの」

　身もフタもないセリカの言い草に、グレンは口を尖とがらせて抗こう議ぎした。

「大体、俺が悪いんじゃないぞ!?　あそこでハートの３が来るのが悪いんだッ！　４以上のカードだったら、俺はぁーッ!?」

　なんかもう、ダメ人間の見本だった。

「──というわけで、助けてください、お二方」

「しかしなぁ……規則は規則なわけで、給料の先さき払ばらいはできんのだよ」

「ぐっ、そうなんすか……困った。高利貸しの連中も、定職について間もないお前には貸せないとかケチ臭くさいこと言うし、セリカも屋や敷しきの食料庫に魔術の鍵かぎかけてやがるし……」

　望みを絶たれたグレンは掌てのひらで顔を覆おおって、ため息をついた。

「なぁ、セリカ君。次の給料日まで食費だけでも融ゆう通ずうしてやったらどうかね？　グレン君は君の屋敷に部屋を間借りして、一いつ緒しよに暮らしているのだろう？」

　そんなグレンを少し気の毒に思ったのか、リックがセリカにそんな提案をする。

「お断りだ、学院長。こいつを甘やかしたらロクなことにならんからな。そもそもが全部自じ業ごう自得、たまには良い薬だ。ま、頑がん張ばって次の給料日まで生き延びな」

　だが、対するセリカの反応はけんもほろろだ。

「食費さえ入れれば、昔からのよしみで食事の世話くらいはしてやるさ。食費さえ入れればな。それが最低条件だ。ただでさえ、家賃は見み逃のがしてやってるんだからな」

「ほら、聞きました？　学院長。まったく、セリカの奴、これなんですもの……昔から本当にワガママな奴でして……やれやれ、困ったもんです」

　グレンは呆あきれ顔で嘆たん息そくし、口の端はしを吊つり上げ、肩かたをすくめて鼻で笑い──

「な　ん　で、私が悪いような話になってるんだよ!?　悪いのはお前だろうが!?」

「ちょ、ギブ!?　こめかみ痛い!?　頭つぶれる!?　助けてママぁああ──ッ!?」

　セリカは掌でグレンの頭ず蓋がいを、ぎりぎりと万力のように締しめ上げた。

　上がるグレンの情けない悲鳴に、リックは苦笑いをしながら一つの提案をする。

「給料の先払いはできんが、特別賞しよう与よは出せる可能性があるぞ、グレン君」

「特別賞与ですと!?」

　その言葉に、グレンはセリカの手を振ふり払はらい、リックの下もとへ素す早ばやく馳はせ参じた。

「それは一体、なんなんですか!?」

「来週、学院で開かい催さいされる『魔術競技祭』じゃよ」

「な!?　ま、魔術競技祭……？　それは一体……？」

「うむ、我らがアルザーノ帝国魔術学院で年に三度に分けて開催される、学院生徒同士による魔術の技わざの競きそい合いじゃ。それぞれの学年次ごとに、各クラスの選手達が様々な魔術競技で技比べを行い、総合的に最も優ゆう秀しゆうな成績を収めたクラスの担当講師には、恒こう例れいとして特別賞与が出ることになっておる」

「なんと、マジっすか!?　そんな素晴らしいイベントがあったんですか!?」

「来週に開催される魔術競技祭は、ちょうどグレン君の担当するクラスが参加する二年次生の部じゃ。ここは一つ、特別賞与狙ねらいで頑張ってみてはどうかね？」

「はい、頑張らせていただきます！　それにしても、魔術競技祭……そんなものがあったとは!?　くっ！　もっと早く教えていただけていればッ!?」

　グレンの現金な発言に、セリカはこめかみを押さえ、冷ややかな呆れ顔で呟つぶやいた。

「いや、お前、この学院の卒業生だろ、なんで知らないんだよ？　大体、二年次生の連中はどのクラスも盛り上がってただろ。なにしろ今回は特別に女王陛下が──」

「ええい、こうしちゃいられん！　俺にはやらねばならないことがある！　ちっ、あいつら、まだ残っていればいいが──さらば！」

　だが、セリカの突つっ込こみなどグレンは露つゆほどにも聞いていなかった。何を思ったか、握にぎり拳こぶしを固めて踵きびすを返し、慌あわただしく学院長室を飛び出していく。

　そんなグレンの後ろ姿を、セリカはため息交じりに見送った。

「……で？　学院長。現実的な話、グレンのクラスは優勝できるのか？」

「……正直、厳しいじゃろうな」

　リックは微び妙みような表情で、セリカの問いに応じた。

「確かにグレン君のクラスには、学年トップクラスの成績優秀者であるシスティーナ君がいるが……総合力でハーレイ君の一組の優勝が固いと、もっぱらの評判だ」

「ああ、ハーレイ担当のクラスか。あそこはやたら粒つぶが揃そろってるからな……」

「うむ、彼のクラスはとにかく成績優秀者が多く、層が厚い。いくらシスティーナ君がいるとはいえ、彼女を全競技種目で使い回してもおよばんじゃろうて」

「全種目で使い回す……ね」

　その時、セリカはなぜか辟へき易えきしたように息をつく。

「いいのかね？　セリカ君。このままだと君の愛まな弟で子し殿どのは本当に餓死してしまうかもしれんぞ？　助けてやらんのかね？」

「ま、それは心配ないさ、学院長」

　セリカはあっけらかんと応じた。

「あいつなら草を食うなり、枝をかじるなりなんなりで生き延びるさ。昔、そういうことも教えたしな。それよりも、あのまま捨て置いた方がどうやら面おも白しろくなりそうだ」

「……ほう？」

　そんなセリカの物言いに、学院長も興味を引かれたように口の端を吊り上げる。

「動機はアレだがグレンの奴、ようやく『その気』になったようだ。ここ最近、競技祭に蔓まん延えんする例の風潮にはうんざりしていたとこだが……さて、あいつはどうするかな？」

　どこか楽しそうにセリカは笑った。








第一章　エセ熱血講師、爆ばく誕たん









　放課後のアルザーノ帝国魔術学院、東館二階。

　その時、魔術学士二年次生二組の教室は、びっくりするほど盛り下がっていた。

「はーい、『飛行競争』の種目に出たい人、いませんかー？」

　壇だん上じように立ったシスティーナがクラス中に呼びかけるが、誰だれも応じない。

　クラスメイト達は皆みな、一様にうつむいたまま、教室は葬そう式しきのように静まり返っている。

「……じゃあ、『変身』の種目に出たい人ー？」

　やはり、無反応。教室は静まり返ったままだった。

「はぁ、困ったなぁ……来週には競技祭だっていうのに全然、決まらないなぁ……」

　システィーナは頭を搔かきながら、黒板の前で書記を務めるルミアに目配せする。

　ルミアは一つ頷うなずき、穏おだやかながら意外によく通る声でクラスの生徒達に呼びかけた。

「ねぇ、皆。せっかくグレン先生が今回の競技祭は『お前達の好きにしろ』って言ってくれたんだし、思い切って皆で頑張ってみない？　ほら、去年、競技祭に参加できなかった人には絶好の機会だよ？」

　それでも、誰も何も言わない。皆、気まずそうに視線を合わせようとしない。

「……無む駄だだよ、二人とも」

　その時、この膠こう着ちやく状態にうんざりした眼鏡めがねの少年が席を立った。

　少年の名はギイブル。このクラスではシスティーナに次ぐ優等生だ。

「皆、気き後おくれしてるんだよ。そりゃそうさ。他のクラスは例年通り、クラスの成績上位陣じんが出場してくるに決まってるんだ。最初から負けるとわかっている戦いは誰だってしたくない……そうだろ？」

「……でも、せっかくの機会なんだし」

　むっとしながら反論しようとするシスティーナを無視し、ギイブルが続ける。

「おまけに今回、僕達二年次生の魔ま術じゆつ競技祭には、あの女王陛下が賓ひん客かくとして御ご尊そん来らいになるんだ。皆、陛下の前で無様をさらしたくないのさ」

　嫌いや味みな物言いだが、ギイブルの言はクラスに蔓延する心情を的確に突いていた。

「それより、システィーナ。そろそろ、真ま面じ目めに決めないかい？」

「……私は今でも真面目に決めようとしてるんだけど？」

「ははっ、冗じよう談だん上手うまいね。足手まとい達にお情けで出番を与あたえようとしてるのに？」

　ギイブルは皮肉げな薄うす笑わらいを口の端はしに浮かべ、クラスの生徒達を一いち瞥べつする。

「見なよ。君の突とつ拍ぴよう子しもない提案のおかげで、元々、競技祭に出場する資格があった優秀な連中も気まずくなっちゃって萎い縮しゆくしている……もういいだろう？」

「わ、私はそんなつもりじゃ!?　それに皆のことを足手まといだなんて……ッ！」

　眉まゆを吊り上げ、声を荒あらげるシスティーナ。

　ギイブルはそれをさらりと受け流し、さらに歯に衣きぬ着せぬ言葉でたたみかける。

「綺き麗れい事はいいよ。そんなことより、さっさと全競技を僕や君のようなクラスの成績上位陣で固めるべきだ。そうしなければ他のクラスに……特にハーレイ先生が率いる一組に勝てるわけがない」

「勝つことだけが競技祭の目的じゃないでしょう？　それに、それ去年もやったけど……なんか凄すごくつまらなかったし……」

「勝つことだけが目的じゃない？　つまらない？　何を言ってるんだ、君は。魔術競技祭はつまるつまらないの問題じゃないだろう？」

　ギイブルはシスティーナの言い分を鼻で笑った。

「めったなことじゃ魔術の技比べができないこの学院において、誰が本当に一番優すぐれた魔術の技を持っているのか──それを明白にできる数少ない機会が魔術競技祭じゃないか」

「それはそうかもしれないけど……ッ！」

「しかも、この競技祭には学院の卒業者……魔ま導どう省に勤める官かん僚りようや、帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団の団員の方々も数多く来らい賓ひんとしていらっしゃるんだ。魔術競技祭は将来それらを目指す生徒達にとって、絶好のアピールの場でもある。僕ら成績優秀者にその機会がより多く与えられるのは当然と思わないかい？」

「ねぇ、貴方あなた、それ本気で言ってる……？」

　怒いかりも露あらわにシスティーナがギイブルを睨にらみつける。

　だが、ギイブルはどこ吹ふく風で、さらに持論を展開していく。

「それにさ、今回の優勝クラスには、女王陛下から直じき々じきに勲くん章しようを賜たまわる栄えい誉よが与えられるんだ。これにどれほどの価値があるのか、君にもわかるだろう？　システィーナ。だから、だだこねてないで大人しく出場メンバーを成績上位陣で固めるんだ。これはこのクラスのためでもあるのさ」

「ギイブル……貴方、いい加減に──」

　恐おそらく場の雰ふん囲い気きは最悪になるだろう──それを理解していながらも、とうとう我が慢まんできなくなったシスティーナが怒ど声せいを上げようとした、その時だった。

　ドタタタタ──と、外の廊ろう下かから駆かけ足の音が迫せまってきたかと思えば……次の瞬しゆん間かん、ばぁんっ！　と、派手に音を立てて教室前方の扉とびらが開かれた。

「話は聞いたッ！　ここは俺に任せろ、このグレン＝レーダス大先生様にな──ッ！」

　両りよう袖そでに腕うでを通さず羽織ったローブが、無意味にバサリと翻ひるがえる。

　開け放たれた扉の向こうには、人差し指を前に突き出し、不自然なほど胸を反らして、全身をねじり、流し目で見み得えを切る、という謎なぞのポーズを決めたグレンがいた。

「……ややこしいのが来た」

　システィーナが頭を抱かかえてため息をついた。

　あまりにも意味不明な登場の仕方に思わず呆ぼう然ぜんとするクラス一同を前に、グレンはシスティーナを押しのけるように教きよう壇だんに立った。

「喧けん嘩かはやめるんだ、お前達。争いは何も生まない……何よりも──」

　グレンはきらきらと輝かがやくような、爽さわやかな笑えみを満面に浮うかべて──

「俺達は、優勝という一つの目標を目指して共に戦う仲間じゃないか」

（──キモい）

　その瞬間、クラス一同の心情は見事に一いつ致ちした。なんとも悲しい統とう率そつ力だった。

「まぁ、なんだ。なかなか種目決めに難航しているようだな、お前達」

　そんなクラスに流れる微妙な空気を微み塵じんも読まず、グレンはどこまでもマイペースに話を続ける。実にいつも通りである。

「ったく何やってんだ、やる気あんのか？　他のクラスの連中はとっくに種目を決めて、来週の競技祭に向けて特訓してんだぞ？　やれやれ、意識の差が知れるぜ」

「やる気なかったのは先生でしょ!?」

　あまりにもあんまりな言い草に、流石さすがにシスティーナが突っ込みを入れる。

「大体、先生ったら先日、私が競技祭について聞いた時、『お前らの好きにしろ』って言ってたじゃないですか！　なんで今いま頃ごろになってそんなこと言うんですか!?」

「……え？」

　いかにも心外だとばかりに、きょとんとするグレン。

「……俺、そんなこと言ったっけ？　いや、マジで覚えがないんですけど」

「あぁ……やっぱり面めん倒どう臭くさがって、人の話、全っ然、聞いてなかったんですね……」

　グレンの相変わらずの平常運転ぶりに、システィーナは激しく脱だつ力りよくして突つっ伏ぷした。

「まぁ、んなことはどうでもいいとして、だ。お前らに任せて決まらない以上、ここはこのクラスを率いる総そう監かん督とくたるこの俺が、超ちようカリスマ魔術講師的英断力を駆く使しし、お前らが出場する競技種目を決めてやろう。言っておくが──」

　野心と熱情に煌こう々こうと燃えた瞳ひとみで、グレンが偉えらそうに宣言する。

「俺が総指揮を執とるからには勝ちに行くぞ？　全力でな。俺がお前らを優勝させてやる。だから、そういう編成をさせてもらう。遊びはナシだ。心しろ」

　ざわざわ。普ふ段だんの低温動物ぶりからは想像もつかないこの熱血ぶりに、クラス中の生徒達がどよめきながら顔を見合わせる。

「おい、白しろ猫ねこ。競技種目のリストをよこせ。ルミア、悪いが今から俺が言う名前と競技名を順に黒板へ書いていってくれ」

「人を猫扱あつかいするなって言ってるのに……もう！」

「はい、わかりました、先生」

　システィーナが不満そうにリストを手て渡わたし、ルミアがチョークを構えた。

「ふむ……」

　グレンが真しん剣けんな眼まな差ざしで、競技種目とそのルールが書かれたリストに目を通し始める。

「なぁ、おい、白猫。これって毎年同じ競技なのか？」

「違ちがうわ。『決けつ闘とう戦』とか、いくつかの例外を除いて、去年とまったく同じ競技をやるということはほとんどないわ。今までになかった新しい競技も突とつ然ぜん作られたりするし、一見同じ競技でもルールが変わっていたり……」

「なるほど、生徒達の応用力を試ためす意味合いもあるか。つーことは……ふむ……」

　システィーナはグレンのそんな様子を横目で流し見ながら、小さく嘆たん息そくした。

（まったく、なんで突然、やる気になったのかしら？）

　グレンは紆う余よ曲折を経て、このクラスを担当することになった魔術講師である。質の高い授業こそ行うものの、自身の魔術研究に関してはさっぱりやる気がなく怠たい惰だ、あまつさえ崇すう高こうなる魔術を小こ馬ば鹿かにする問題発言を繰くり返す魔術師失格のダメ人間……というのがこの学院内における、グレンに対する共通認にん識しきである。

　だが、システィーナは知っている。普段のグレンはダメ人間だが、いざという時には己おのれが命を張って自分以外の誰かのために戦える──そんな熱い人間であることを。

　グレンのそんな一面を知っているからこそ、システィーナはグレンに対して普段は説教ばかりだが、決定的に愛あい想そを尽つかす気にはなれない。

　今回もそうだ。むしろ、やる気になってくれたことを好ましく思うくらいである。

（でも……なんて言うか、間が悪いなぁ……）

　システィーナは心の中で、ほんの少しだけ苦々しく思った。

　グレンはこう言ったのだ。全力で勝ちに行く、と。

　この魔術競技祭において全力で勝ちに行くということは、凡ぼん庸ような成績の生徒達は出場させず、クラスの成績上位者数名を全すべての種目で使い回すという、例年お決まりの編成をするということだ。

（はぁ……何もこんな時にやる気出さなくたって……）

　システィーナは事実、学年で五本の指に入る成績優ゆう秀しゆう者だ。当然、去年もそんなお決まりに従って、一年次生の部の魔術競技祭に出場したのだが……面白くなかった。父親から聞かされていた話とずいぶん違った。昔はクラス全員が参加して、全員一いつ緒しよに盛り上がったお祭りだったらしいのだが、そんな競技祭はいつの間にか廃すたれてしまったらしい。

　だから、グレンが好きにしろと言ってくれたのは、それはそれでよかったのだ。

　皆みなで参加すれば、きっと楽しくなる。

　父親から聞いていたような楽しい魔術競技祭になる──そう思ったのだ。

　だが、食い入るようにリストを見つめるグレンの真剣な表情を見る限り、今年も父親から聞かされていたような、楽しい魔術競技祭になることはなさそうだった。

　はぁ、と諦あきらめたかのように、システィーナが寂さびしい嘆息をこぼしていると。

「……よし、大体わかった」

　グレンが顔を上げる。とうとう参加メンバーを発表するらしい。

「心して聞けよ、お前ら。まず一番配点が高い『決闘戦』──これは白猫、ギイブル、そして……カッシュ、お前ら三人が出ろ」

　えっ？　と。その時、クラス中の誰だれもが首をかしげた。

　競技祭の『決闘戦』は、三対三の団体戦で実際の魔術戦を行う、最も注目を集める目玉競技であり、各クラス最強の三人を選出するのが常だ。

　だが、成績順で選ぶならば、システィーナ、ギイブルの次に来るのはウェンディのはずなのだ。なぜ、ここで成績的にはウェンディに劣おとるカッシュが出てくるのか。

　指名されたカッシュ自身も、この謎の選せん抜ばつに戸と惑まどいを隠かくせないようだった。

　だが、グレンはクラス中に渦うず巻まく困こん惑わくを完全に無視し、さらに続ける。

「えーと、次……『暗号早解き』。これはウェンディ一択たくだな。『飛行競争』……ロッドとカイが適任だろ。『精神防ぼう御ぎよ』……ああ、こりゃルミア以外にありえんわ。えーと、それから『探知＆開かい錠じよう競争』は──『グランツィア』は──」

　次々と発表される参加メンバーに生徒達は気付いた。複数の競技種目に何度も使い回されている生徒が一人もいない。成績上位者で固めたい、配点の高い競技にも平気で上位の生徒を差し置いて下位の生徒を割り当てたりしている。察するに、グレンはクラス四十人全員を、なんらかの競技種目に出場させるつもりらしかった。

　全力で勝ちに行くのではなかったのか？　遊びはなしじゃなかったのか？

　グレンの意図が読めず、クラス一同等しく当とう惑わくしていると。

「──で、最後、『変身』はリンに頼たのむか。よし、これで出場枠わくが全部埋うまったな」

　グレンのメンバー発表が終わった。結局、選を漏もれた生徒は一人としていない。四十人全員、最低一回は何かしらの競技に出場することになっていた。

「何か質問は？」

「私わたくしは納なつ得とくいたしませんわっ！」

　生徒達がざわめく中、いかにもお嬢じよう様さま然としたツインテールの少女、ウェンディが早さつ速そく、言葉荒あら々あらしく立ち上がる。

「どうして私が『決闘戦』の選抜から漏れているんですの!?　私の方がカッシュさんより成績がよろしくってよ!?」

「あー、それなんだがな……」

　少し言い辛づらそうにグレンがこめかみを搔かいた。

「お前、確かに呪じゆ文もんの数も魔ま術じゆつ知識も魔力容量キヤパシテイもスゲェけど、ちょっと、どん臭くせぇトコあるからなー。突とつ発ぱつ的な事故に弱よえぇし、たまに呪文嚙かむし」

「な──ッ!?」

「だから、使える呪文は少ねーが、運動能力と状じよう況きよう判断のいいカッシュの方が『決闘戦』やるなら強つえぇって判断した。気を悪くしたんなら謝る。その代わり『暗号早解き』、これはお前の独どく壇だん場じようだろ？　お前の【リード・ランゲージ】の腕うで前まえは、このクラスの中じゃ文句なしのピカ一だしな。ここは任せた。ぜひ点数稼かせいでくれ」

「ま、まぁ……そういうことでしたら……言い方が癪しやくに障さわりますけど……」

　怒おこるに怒れず、反論もできず、ウェンディはすごすごと引き下がる。

　他にも、どうして自分がこの種目に選ばれたのか、疑問に思った生徒達が次々と手を挙げ、グレンに問いかける。

「そりゃ【レビテート・フライ】も【グラビティ・コントロール】も結局は同じ重力操作系の黒魔術だし、黒魔術は運動とエネルギーを操あやつる術ということでどれも根底は同じだ。カイ、お前ならいけるはずだ」

「テレサ、お前、この間、錬れん金きん術じゆつ実験で誰かが落としかけたフラスコを、とっさに【サイ・テレキネシス】で拾ってたろ？　お前、自分で気付いてないだけで念動系の白魔術、特に遠えん隔かく操作系の術式に相あい性しようがいい」

「『グランツィア』は、個々の能力うんぬんよりチームワークだ。いつも仲良し三人組のお前らがやるのが多分、一番いいんじゃねーか？　お前ら同調詠唱シンクロも上手うまいしな」

　だが、それら生徒達の疑問にグレンは一応、筋の通った答えを返し続ける。

　要するに、グレンは生徒達の、普段は目立たなくとも実は尖とがっている長所を最大限生かした編成をしたらしかった。

　なぜグレンが突然、やる気になったのかは不明だし、全力で勝ちに行くと言うわりには非効率なことをやっている感は否いなめないが、グレンはグレンなりに最強の編成を考えたようだった。

（しかも、これって……）

　システィーナは黒板に並んだ名前を見る。基本的には各生徒達の得意分野を生かし、得意分野から外れていたとしても、得意分野からの応用で対応できるよう、よく考えられている。これは常つね日ひ頃ごろから生徒達のことをよく見て、得手不得手を細かく熟知していなければできない編成だ。普段、自分が教える生徒達のことなどまったく興味がないような素そ振ぶりのグレンだが、一応、きちんと見ていたらしい。

（先生って、本っ当にダメ人間だけど……たまに、こういうとこあるからなぁ……）

　生徒達の疑問に応対するグレンの姿を、システィーナは少し微笑ほほえましく見つめていた。




「──さて、他に質問は？」

　グレンが辺りを見み渡わたす。

　もはや、グレンの編成に対する反論は何一つない。

「じゃ、これで決まりってことでいいか？」

　内心ほくそ笑みながら、グレンは生徒達に問いかけた。

（ふぅー、やれやれ、上手くいった……）

　グレンの目標はとにかく、勝つことだ。なんとしても勝たねばならない。勝って、特別賞しよう与よをもらわなければならない、生きるために。ていうか、餓が死しは嫌いやだ。セリカは助けないと言ったら本当に助けない非情で冷たい奴やつなのだ。

　ゆえに、勝つためには多少強ごう引いんでも、ここで勝率を最大限高める編成を押し通さねばならなかった。いくらお祭りだからと言って、遊び感覚で各人やりたい競技を適当に決められてしまっては困るのだ。勝つために、あざとい編成をしなければならなかった。

　なんやかんやで第一目標はうまくいきつつある。このクラスの生徒四十人で優勝を目指すならば、グレンが提案した編成が間違いなくベストのはずだ。

（ふっ……あざといとか言うなかれ、勝利以外に価値はあらず、勝てば官軍なのさ……まぁ、できるならシスティーナとか全種目で使い回したいんだけどな……）

　確かに生徒達の尖っている部分を最大限生かすように編成はしたが、それが成績上位者との根本的な実力差を覆くつがえせるものではないことを、グレンは理解している。あくまで、いい勝負ができるようになるだろう程度の気休めに過ぎない。さらに本気で勝ちに行くならば成績上位者のみで全種目を固める、などということをするべきだろう。

（……けど、そりゃ流石さすがに反則だろうしな……まぁ、しゃーない、この四十人を上手く使って、勝率を最大限高めて挑いどむっきゃねぇ……）

　グレンがそんなことを考えていると。

「やれやれ……先生、いい加減にしてくださいませんかね？」

　ゆらりと、生徒の一人が立ち上がった。ギイブルだ。

「何が全力で勝ちに行く、ですか。そんな編成で勝てるわけないじゃないですか」

「む……？」

　まさか、自分が考えた編成以上に勝率が高まる編成があるのか。

　もし、あるのならば、そっちを採用するに決まっていた。グレンにとっては、もはや講師としてのプライドや威い厳げんの問題じゃないのだ。餓死の瀬せ戸と際ぎわなのだから。

「ほう？　ギイブル。ということはお前、俺が考えた以上に勝てる編成ができるのか？　よし、言ってみてくれ」

「……あの、先生、本気でそれ言ってるんですか？」

　苛いら立だちを隠そうともせず、吐はき捨てるようにギイブルは言い放った。

「そんなの決まってるじゃないですか！　成績上位者だけで全種目を固めるんですよ！　それが毎年の恒こう例れいで、他の全クラスがやってることじゃないですか！」

「…………え？」

　グレンの動きが止まる。

　え？　何それ？　そんなんいいの？　硬こう直ちよくしながらとめどない思考が流れていく。どうも、自分はひどい勘かん違ちがいをしていたらしい。

（あ、なぁーんだ。一人の生徒を複数の種目に使い回していいんだ、毎年の恒例なんだ、どこもやってることなんだ、へぇー、そうなんだー、ほぉー、ふぅーん……）

　それを聞いたグレンは内心、ガッツポーズを決めていた。

（よっしゃ……ぐへへ、この編成でも充じゆう分ぶんあざとくて、どん引きされるかと思ったが、そういうことなら、もう容よう赦しやしねえ。さらにあざとい編成を考えてやるぜ……ッ！）

　特にシスティーナは容赦なくコキ使ってやる。あの白猫娘むすめは生意気だが、なんかもう、とにかく優ゆう秀しゆうであることだけは間違いないのだ。生意気で生意気だが。システィーナが多くの競技種目に参加してくれれば、それだけで優勝確率が跳はね上がるのだ。

「うむ……そうだな、そういうことなら……」

　グレンがギイブルの意見に首しゆ肯こうしようとした、その時だ。

「何を言ってるの、ギイブル！　せっかく先生が考えてくれた編成にケチつける気!?」

　ギイブルに真っ向から反論する少女がいた。システィーナだ。

（ちょ──おま、何、ギイブル君に反論しちゃってるの──ッ!?）

　焦しよう燥そうに満ちたグレンの胸中も露つゆ知しらず、システィーナはクラス一同に向き直ると、真しん摯しな表情で訴うつたえかける。

「皆みんな、見て！　先生の考えてくれたこの編成を！　皆の得手不得手をきちんと考えて、皆が活かつ躍やくできるようにしてくれているのよ!?」

　システィーナの必死の訴えに、クラス中がざわめく。

　そう言えば……とか。確かに……とか。あちこちから、ひそひそと声が漏れる。

（ちょ……お前ら……説得されんな……頼むから……）

「先生がここまで考えてくれたのに、皆、まだ尻しり込ごみするの!?　女王陛下の前で無様な姿を見せたくないとか、そんな情けない理由で参加しないの!?　それこそ無様じゃない！　陛下に顔向けできないじゃない！」

（無様でも顔向けできなくてもいいから、余計なこと言わんといて頼むから……）

「大体、成績上位者だけに競きそわせての勝利なんて、なんの意味があるの？　先生は全力で勝ちに行く、俺がこのクラスを優勝に導いてやるって言ってくれたわ！　それは、皆でやるからこそ意味があるのよ！」

　そして、システィーナはグレンに振ふり返って言った。

「ですよね、先生!?」

　その表情は、グレンに向けるものとしては珍めずらしく険の取れた、朗ほがらかな笑顔だった。

「お、おう……」

　としか言えなかった。ここで違うとか言ったら単なる極ごく悪あく人にんである。

「た、確かにシスティーナの言うとおりだよな……」

「あぁ、そうだ……俺達だって……」

　そして、クラス全体の雰ふん囲い気きは明らかにシスティーナに追従ムードだった。

（あ、後に引けねぇ──ッ!?　こらぁ、ちょっと待て、お前ら！　俺にとっては死活問題なんだぞ!?　餓死がかかってんだぞ!?　わかってんのか、コンチクショウ!?）

　こうなると頼たのみの綱つなはギイブルしかいない。

（頑がん張ばれ！　負けるな、ギイブル君！　白猫の言い草なんざ派手に論破したれ！）

　グレンは縋すがるような視線でギイブルを見つめるが……

「ふん、やれやれ。君は相変わらずだね、システィーナ。……まぁ、いい。それがクラスの総意だというなら、好きにすればいいさ」

　ギイブルは皮肉げに冷れい笑しようして着席してしまった。

（てめ、この、押し弱過ぎだろ、この草食系男子がぁ──ッ!?）

「ま、せいぜいお手並み拝見させていただきますよ、先生？」

（やかましいわ！　見せられるお手並みなんかねーよ!?）

　挑ちよう発はつ的なギイブルの物言いに、グレンはもう声無き叫さけびをあげるしかなかった。

　と、そんなグレンに。

「あはは、よかったですね。先生の目もく論ろ見みどおりに行きそうですよ？」

　システィーナがそんなことを言って、くすりと笑った。

（こ、こいつ……あざ笑いやがった!?　この俺を！　思いっきり、蔑さげすむかのように笑いやがった!?　しかも痛つう烈れつな皮肉の追い打ちまで……ッ!?）

　グレンにはその笑顔がもう、悪あく魔まの微笑みにしか見えなかった。

（ま、まさか、こいつ……俺の企たくらみを察してわざと!?　だとしたら、なんて嫌な奴なんだ、白猫め……ッ！）

「ま、せっかく先生がたまにやる気出して、一生懸けん命めい考えてくれたみたいですから、私達も精せい一いつ杯ぱい、頑張ってあげるわ。期待しててね、先生」

「お、おぅ……任せたぞ……」

　珍しくご機き嫌げんなシスティーナと、どこか引きつった笑みを浮うかべるグレン。
















「なんか……かみ合ってないような気がするなぁ……なんでだろう？」

　そんな二人の様子を、ルミアは苦笑いで眺ながめていた。




　アルザーノ帝てい国こく魔術学院では、魔術競技祭開かい催さい前の一週間は、競技祭に向けての練習期間となっている。

　具体的にはその期間の全すべての授業が三コマ──午前の一、二限目と午後の三限目──で切り上げられ、放課後は担当講師の監かん督とくの下、魔術の練習をしてよいことになっている。

「はぁ……」

　放課後。針葉樹が囲み、敷しき詰つめられた芝しば生ふが広がる学院中庭にて。

　グレンは適当な木に背中を預けて座り込み、自分のクラスの生徒達が競技祭に向けて魔術の練習を行っているさまを、疲つかれたような遠目で眺めていた。

　呪じゆ文もんを唱え、空を飛ぶ練習をしている生徒がいる。

　念動系の遠えん隔かく操作魔術でキャッチボールをしている生徒達がいる。

　攻性呪文アサルト・スペルを唱え、植樹に向かって電光を撃うつ練習をしている生徒がいる。

　中庭の向こう側では、システィーナとルミアがベンチに腰こしかけて呪文書を広げ、難しい顔で羊皮紙に何かを書き連ねており、その周りを何人かの生徒達が、あれこれ相談しながら取り囲んでいる。彼女達は競技用の魔術式の調整をしているらしい。

　グレンのクラス一同は今、一週間後の競技祭に向けて静かに盛り上がっていた。

「まったく熱心なこった……人の気も知らないで……」

　昨日までの熱血ぶりとは一転、今日のグレンはテンション駄だ々だ下がりだった。

　なにしろ見てしまったのだ。他のクラスのそうそうたる参加メンバーを。

　召しよう喚かん【コール・ファミリア】の呪文でネズミの使い魔を召喚し、偵てい察さつに向かわせたのだが、他のクラスは案の定、学年でも優秀さで有名な生徒達が、複数の競技に何度も繰くり返し出てくるようだ。各おの々おの尖とがった部分で対たい抗こうしているので、グレンのクラスの生徒達がまったく何もできずに……ということはないだろうが、そもそも地力が違う。どうひいき目にみても勝つ見込みは薄うすい。

　グレンの餓が死しの運命は、もはや冗じよう談だん抜ぬきで確定になりつつあった。

「ちくしょう、ずるいだろ……優秀な奴やつばっか使うなんて、どいつもこいつも勝ちゃそれでいいって言うのかよッ!?　勝利よりも大切なものってあるだろ、くそぅ！」

　自分も参加メンバーを成績上位者で固めようと思った事実は、すでに忘ぼう却きやくの彼方かなただった。

「ちぃ……今からでも無理矢理、編成を変えるか？　担当講師権限で……」

　今もそんな悪魔の囁ささやきが胸の奥底から聞こえてくる。

　だが、グレンはふと、生徒達を見る。

　皆、楽しそうだった。昨日までは気き後おくれして尻込みしていたようだが、皆、なんだかんだで少しでもいいから競技祭に参加したかったのだろう。生徒達は生き生きとしながら、自分が出場する魔術競技の練習をしていた。

　そんな光景が、グレンの古い記き憶おくの片かた隅すみを微かすかに突つき、ふと、思い出す。

「魔術競技祭……あぁ、そう言えば……俺がこの学院の生徒だった時も……そんなんあったような気がするな……」

　生徒達が楽しそうに練習する光景を見てグレンはようやく思い出した。この学院に魔術競技祭などという伝統行事があったことを、今の今まで本当にすっかり忘れていたのだ。

「ま、無理もねーか。俺、この学院の卒業後、とんでもなく濃こい三年間を過ごしてたわけだし……何より競技祭に参加したこと、一回もねーしな……」

　今から数年前、この学院の生徒だった頃ころの自分に思いを馳はせる。

　その頃はすでに、魔術競技祭に参加できるか否いなかは成績次し第だいという悪あしき慣例が出来上がりつつあった。当時は平均以下の生徒が切られるだけだったが、平均以下の生徒だったグレンは当然、選せん抜ばつから弾はじかれた。今思えば、同学年次の生徒達と比べ、三、四歳も年下だったグレンに対する仲間外れみたいな感情もあったのかもしれない。

　だから、いつも競技祭で楽しそうに盛り上がるクラスの生徒達を、グレンは一人、遠巻きに眺めていた。それは、ひどくつまらなくて寂さびしい記憶。そんなことを毎年繰り返せば三年目あたりには、競技祭に対する興味すら欠片かけらも失うせる。

　そんな暗い思い出、忘れて当然と言えば当然であった。今回、担当講師として競技祭のクラス監督をすることにならなければ、一生思い出すこともなかっただろう。

「ちっ……嫌いやなこと、思い出しちまったぜ……」

　毒突きながら、再び自分のクラスの生徒達が一生懸命練習している様子に目を向ける。

「はっ……ったく、ド下手くそ共が……あー、こりゃ無理だわ、無理無理……」

　多分、勝つのは無理だろう。一週間でどうこうなるとは、とても思えない。

　思えないが──

　練習する生徒達を、隅すみっこの方で寂しそうに眺めている生徒は──一人もいない。

「はぁ……やれやれ」

　グレンはがりがりと頭を搔かきながら、立ち上がった。

「……ま、いっか」

　誰だれへともなく呟つぶやくその顔は、どこかさっぱりしたものだった。

「ともあれ、当面の食料はなんとか調達しないとな。特別賞しよう与よとかもう期待してねーが、餓死はごめんだぜ。この学院、シロッテの木とか生えてなかったかな……あれの小枝がありゃ、次の給料日くらいまでならなんとか……」

　そもそも昨日から水だけで何も食べていない。仕方なく、グレンが学院内の森などで食べられる野草や枝を探しに行こうとした、その時だ。

「さっきから勝手なことばかり……いい加減にしろよ、お前ら！」

　突とつ然ぜん、激しい怒ど声せいが耳に飛び込んでくる。

「……なんだ？」

　グレンが面めん倒どう臭くさそうにその方向へ目を向けると、どうやらグレンのクラスの生徒達と他のクラスの生徒達の何人かが、中庭の隅で言い争っているらしかった。

「……おーい、何があったんだ？」

　放ほうっておくわけにもいかず、ため息交じりにグレンがその場所へ向かった。件くだんの生徒達は、今まさに相手へ摑つかみかからんばかりの一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気を放っていた。

「あ、先生!?　こいつら、後からやってきたくせに勝手なことばかり言って──」

　グレンのクラスの生徒、カッシュが興奮気味にまくし立てる。

「うるさい！　お前ら二組の連中、大勢でごちゃごちゃ群れて目め障ざわりなんだよ！　これから俺達が練習するんだから、どっか行けよ！」

　カッシュに相対する他クラスの男子生徒も、やはり興奮気味に言葉を吐はき捨てる。

「なんだと──ッ!?」

「はいはい、ストップ～」

　グレンは取っ組み合いを始めたカッシュと男子生徒の首根っこを摑んで、左右へ強ごう引いんに引き剝はがした。

「あがが……く、首が……痛たた……」

「うおお……い、息が……く、苦し……」

「ったく、くっだらねーことで喧けん嘩かしてんじゃねーよ……お前ら沸ふつ点てん低過ぎだろ」

　生徒達が大人しくなったのを確かく認にんして、グレンが手を離はなす。

　首を解放された二人がむせながら地面に這はいつくばった。

「えーと？　そっちのお前ら……その襟えり章しようは一組の連中だな。お前らも今から練習か？」

「え……あ、はい。そうです……その……ハーレイ先生の指示で場所を……」

　比ひ較かく的大おお柄がらな生徒二人を、腕わん力りよくだけであっさり制したグレンの姿に萎い縮しゆくしてしまったらしい。一組の生徒達は先ほどまでの威い勢せいを引っ込め、殊しゆ勝しように応じる。

「ふーん、そう……」

　がりがりと頭を搔きながら、周囲を見回す。

「うーん、まぁ、確かに俺ら、場所取り過ぎか……悪かったな。全体的にもちっと端はしに寄らせるからさ、それで手打ちにしてくんね？」

「ば、場所を空けてくれるなら、それで……」

　なんとなく丸く収まりそうな雰ふん囲い気きに、様子を見守っていた生徒達が安あん堵どするが──

「何をしている、クライス！　さっさと場所を取っておけと言ったろう！　まだ空かないのか!?」

　怒ど鳴なり声と共に二十代半ばの男がやってくる。学院の講師職の証あかしである梟ふくろうの紋もん章しようが入ったローブを羽織り、眼鏡めがねをかけた神経質そうな男だ。その男の名は──

「あ、ユーレイ先せん輩ぱい、ちーっす」

「ハーレイだ！　ハーレイ！　ユーレイでもハーレムでもないッ！　ハーレイ＝アストレイだッ！　グレン＝レーダス、貴様、何度、人の名前を間ま違ちがえれば気が済むのだ!?　てか、貴様、私の名前を覚える気、全ッ然！　ないだろッ!?」

　二人の間で、このやりとりはもうすっかりお馴な染じみらしい。

　気楽に挨あい拶さつしたグレンに、学院の講師ハーレイは物もの凄すごい形相で詰め寄った。

「……で？　ええと、ハー……なんとか先輩のクラスも今から競技祭の練習っすか？」

「……貴様、そこまで覚えたくないか、私の名前」

　ぴきぴきと拳こぶしを震ふるわせるが、ハーレイはつき合ってられんとばかりに話を続ける。

「ふん、まあいい。競技祭の練習と言ったな？　当然だ。今年の優勝も私のクラスがいただく。私が指導する以上、優勝以外は許さん！　今年は女王陛下が直じき々じきに御ご尊そん来らいになり、優勝クラスに勲くん章しようを賜たまわるのだ。その栄えい誉よを授さずかるに相応ふさわしいのは私だ！」

「あっはっは！　うわー、凄い熱血すねー、頑がん張ばってください、先輩！」

　道どう化けじみたグレンの態度に、ハーレイは忌いま々いましそうに舌打ちした。

「それよりもグレン＝レーダス。聞いたぞ？　貴様は今回の競技祭、クラス全員をなんらかの競技種目に参加させるつもりなのだとな？」

「え？　あぁ、うん、はい、まぁ、そうなっちゃったみたいっすね……不本意ですけど」

「はっ！　戦う前から勝負を捨てたか？　負けた時の言い訳作りか？　それとも私が指導するクラスに恐おそれをなしたか？」

　グレンは困ったように頭を搔いた。

　自分はどうもこの、ハーなんとかと名乗る男に敵視されているらしい。ことあるごとに、こう一方的に突っかかって来るのだ。最初からよく思われてはいなさそうだったが、思えば非常勤講師だった頃、心を入れ替かえて真ま面じ目めに授業をし始めたあたりから、さらに敵視されるようになったような気がするが……その因果関係はわからない。

　まぁ、とにかく今回も適当にあしらうのが吉きちだろう。

「いやぁ、そうかもしれませんねー、なにせ、ハー……なんとか先輩のクラスには学年でも上位の生徒達が特により集まっていますからねー、いやー、もう、優勝は先輩のトコで決まりかもしれないっすねー、あー、女王陛下の勲くん章しよう羨うらやましいなー」

　ひたすら道化を演じるグレンに、ハーレイは苛いら立だったように歯は嚙がみする。

「ちっ……腑ふ抜ぬけが。まぁ、いい。さっさと練習場所を空けろ」

「あー、はいはい、今すぐ。ええと、あの木の辺りまで空ければ充じゆう分ぶんですかね？」

　グレンはハーレイのクラスの生徒達が練習するのに必要だろうと思われる面積分を充分に考こう慮りよして、場所割りを提案するが──

「何を言ってる？　お前達二組のクラスは全員、とっととこの中庭から出て行けと言っているのだよ」

　そんなハーレイの一方的な言葉に、その場の二組の生徒達が凍こおりついた。

　流石さすがにグレンが渋じゆう面めんでこめかみを押さえ、抗こう議ぎする。

「先輩……いくらなんでもそりゃ通らんでしょ……横暴ってやつですよ」

「何が横暴なものか」

　ハーレイが吐き捨てるように言い放つ。

「もし、貴様に本当にやる気があるのであれば、練習のために場所も公平に分けてやってもいいだろう。だが、貴様にはまったくやる気がないではないか！　なにしろ、そのような成績下位者達……足手まとい共を使っているくらいなんだからな！」

「──っ!?」

「勝つ気のないクラスが、使えない雑魚ざこ同士で群れ集まって場所を占せん有ゆうするなど迷めい惑わく千せん万ばんだ！　わかったならとっとと失せろ！」

　そのひどい言い草に、グレンのクラスの生徒達はしゅんと、表情を暗くし……




　──お前みたいな劣れつ等とう生、栄はえある競技祭に出場させるわけないだろう？　グレン。

　──わかったらとっとと失せろ、お前は足手まといなんだよ！




　そんな生徒達の姿が、いつか、どこか、誰かの姿に、どうにも被かぶって……

「あぁ……ったく、もう、今日は本当に次から次へと思い出したくもねーことを思い出せてくれんなぁ……あー、やだやだ……」

　突然、意味不明なことを呟きだしたグレンが、困こん惑わくを隠かくせない周囲の生徒達をよそに、いきなりハーレイの鼻先へ、びしりと指を突つきつける。その勢いで両りよう袖そでに腕うでを通さず羽織ったローブがばさりと翻ひるがえった。

「お言葉ですがね、先輩。うちのクラス、これはこれで最強の布ふ陣じんなんすよ。やる気がない？　勝負を捨てた？　ふっ、馬ば鹿か言わんといてくれませんかね？　無論、俺達は狙ねらってますよ？　優勝をね。まぁ、せいぜい油断してウチに寝ね首くびを搔かれないことっすね」

　口の端はしを吊つり上げ、グレンは不敵な笑みを浮うかべている。

　そんなグレンの放つ不思議な威い圧あつ感に気け圧おされ、ハーレイが脂あぶら汗あせを浮かべる。

「……く、口ではなんとでも言えるだろうな、口では。だが、事実、お前のクラスはシスティーナやギイブルといった優ゆう秀しゆうな生徒達を遊ばせているではないか……ッ！」

「ほう？　なるほど……つまり、えーと……ハー？　なんとか先輩は、あくまでウチのクラスの布陣を伊達だてや酔すい狂きようの類たぐい、と、おっしゃりたいわけですか……？」

「そ、そうだ……それ以外の何がある！　成績上位者を使い回すのは競技祭の定石だ！　私のクラスだけではない、どのクラスも毎年やっていることだろう!?」

「くっくっく……どうやら先輩だけでなく、学院中の講師共は皆みな、ボンクラの無能だったようだ……まーさかまさか、成績上位者で出場枠わくを固めるだけで、勝てるなどと思っていらっしゃったとは……ふはーっはっはっは！　笑止！」

　ひとしきり悪役のように哄こう笑しようし、グレンはハーレイに堂々と宣言する。
















「いいっすか？　先輩。俺達は全員で勝ちに行く、全員でな。目指す一つの目標の前に、誰が主力だとか足手まといとか、んなもん関係ない。皆は一人のために、一人は皆のために、だ。その一体感こそ何よりも最強の戦術なんですよ？　わかりませんかね？」

「くっ……そんな非合理的な精神論が通用するとでも……ッ!?」

　だが、そんなハーレイの反論を、グレンは胸を張って切り捨てるように返す。

「給料三ヶ月分だ」

「な、何ィ……ッ!?」

「俺のクラスが優勝する、に俺の給料三ヶ月分だ」

　グレンの宣言に、ハーレイは当然、周囲全員がどよめいた。

　特にグレンのクラスの生徒達が、ぽかんとした表情でグレンを見つめている。

「しょ、正気か、貴様……ッ!?」

「さて、どうしますかね？　先輩。この賭かけ乗りますか？　いやぁ、三ヶ月分は大きいですよねぇ？　もし負けたら先輩の魔ま術じゆつ研究が、しばらく滞とどこおっちまいますよね……？」

「ぐ……ぅ……ッ！」

　講師職にとって給料は重要な意味がある。教授職ともなれば、学院から研究費が多く下りるが、講師に回される研究費は雀すずめの涙なみだだ。よって、講師が功績を挙げるために自分の魔術の研究を進めるならば、その研究費は自分の給料から出さなければならない。魔術講師は高給取りのようで、実際は常にかつかつなのである。

　当然、ハーレイも三ヶ月分もの給料を失うようなリスクは避さけたい。三ヶ月分の給金を失えば、その間、ハーレイの魔術研究は確実に遅おくれてしまう。

　負ける気はしないが、しょせん勝負は水物。どう転がるかわからない。

　それに──このグレンの妙みような自信に満ちあふれた表情、余よ裕ゆうの態度。

　何か、策が、あるのか──？

「くっ……いいだろう！」

　だが、生徒達の手前、ハーレイもここで退ひくに退けないのだろう。

「私も、私のクラスが優勝するに、給料三ヶ月分だ！」

　脂汗を浮かべながら、ハーレイは忌々しそうに宣言した。

「ふっ……流石、先輩。いい度胸です。気に入りましたよ？　やっぱ、そうこなくっちゃね……くっくっく……いやぁ、ごっつぁんです、せ　ん　ぱ　い？」

　どこまでも余よ裕ゆう綽しやく々しやくに、不敵に笑うグレン。

「ちぃ……ッ！　こ、この私に楯たて突ついたこと、必ず後こう悔かいさせてやるぞ……ッ！」

　恨うらみ骨こつ髄ずいとばかりに、ハーレイはグレンを烈れつ火かのごとく睨にらみつける。

　そんな二人の様子を、はらはらしながら見守る生徒達。

　そして。

（……やっちゃった────ッ!?）

　表面上、不敵な表情を見事に保ったまま、グレンは心の中で頭を抱かかえていた。

（うちのクラスの生徒達バカにされて、なぜかイラッとして、ついやっちゃったけど、おいおい、どうすんのコレ？　冗じよう談だんじゃねえ！　いっくらなんでも三ヶ月断だん食じきとか保もたねーぞ、俺死ぬぞ？　東方の仙せん人にんじゃあるまいし……ッ！）

　要するに、威い風ふう堂どう々どうたる態度でグレンは戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。

　策？　そんなものは当然、ない。

「おのれ、グレン＝レーダス……貴様という男は……ッ！　魔ま術じゆつ師しとしての誇ほこりも矜きよう恃じもない、たかが第三階梯トレデの三流魔術師がこの私を愚ぐ弄ろうするなど……ッ！」

（うっわー、怒おこってらっしゃる……めっちゃ怒ってらっしゃるがな……あっはっは、やっべえ、どうしよ!?）

　グレンは思わず売り言葉に買い言葉で喧けん嘩かを売ったことを今、激しく後悔していた。

（よし……土下座だ。こうなったら、土下座しかねえ。今から一生懸けん命めい、心を込こめて謝ればきっと許してくれる──いざ、目で見よ！　俺の必殺固有魔術オリジナル【ムーンサルト・ジャンピング土下座】を──）

　グレンが見み栄えもプライドも恥はじも外聞も全すべてまとめて大遠投しようとした、その時だ。

「そこまでです、ハーレイ先生」

　凜りんと涼すずやかに通る声が、グレンの機先を制してハーレイの言葉を封ふうじた。

「それ以上、グレン先生を愚弄するなら、私が許しませんから」

　声の主は、いつの間にか駆かけつけてきたシスティーナだった。

（なんてタイミングで出てきやがんだ、この白猫ぉ──ッ!?）

　グレンは泣きたくなってきた。

「貴様、システィーナ＝フィーベル!?　あの名門フィーベル家の……くっ!?」

　ハーレイはシスティーナの介かい入にゆうに明らかな狼ろう狽ばいを見せている。

「そもそも、練習場所に関する貴方あなたの主張にはどこにも正当性がありませんし、グレン先生に対する侮ぶ辱じよく行こう為いも不当です！　これ以上、続けるなら講師として人格的に相応ふさわしくない人物がいることを学院上層部で問題にしますが、よろしいですか？」

「ぐぅ……ッ!?　こ、この親の七光りがぁ……ッ！」

　明らかに余裕をなくしたハーレイに、システィーナは余裕の笑えみを向ける。

「今、ここでそんな低てい俗ぞくな争いをせずとも、グレン先生は逃にげも隠れもしません。一週間後の魔術競技祭で正々堂々とハーレイ先生率いるクラスと戦うでしょう……」

　そして、どこか嬉うれしそうな、期待に満ちた表情でシスティーナはグレンに振ふり向いた。

「ですよね、先生!?」

「お、おう……」

　としか言えなかった。ここで違うとか言ったら単なる極ごく悪あく人にんである。

「くそ、覚えていろよ、グレン＝レーダス！　集団競技になったら、まずお前のクラスから率そつ先せんして潰つぶしてやるからな！　首を洗って待っていろ！」

（なんでこんなにハードル上がっていくの？　誰だれか助けて……）

　と、心の中で涙をさめざめと流しつつも──

「おととい来やがれ」

　親指を下に向け、首をかっ切る仕草と共にメンチを切るしかない。この世の中には抗あらがえない流れというものがあるのだ。

　鼻を鳴らし、忌いま々いましそうに肩かたを怒らせながら去っていくハーレイ。

　一難は去ったものの、残された超ちよう特大の爆ばく弾だんに、グレンはがっくりと首を落とした。

「……少し、見直したわ」

　そんなグレンにシスティーナが声をかける。その銀ぎん髪ぱつの少女は髪かみをかき上げ、あさっての方向を向いている。心なしか頰ほおに赤みが差しているようだ。風邪かぜだろうか？

「まさかそこまでして、私達の練習場所を守ってくれるなんて……いざという時には、体を張ってくれる人だって知ってはいたけど……ほら、先生って……やっぱり普ふ段だんが普段だし……そういうところを改めて見ると……その……」

「別にお前らのためじゃないんだがな……」

「ふふっ、謙けん遜そん？」

　もちろん、謙遜とかではなく、紛まぎれもない事実である。

「代だい償しようを賭として己おのが技わざを競きそい合うは魔術師の華はな……うん、やっぱり先生も根っから魔術師だったんですね！」

（なんで嬉しそうなんだ？　こいつ……）

「いいですよ、任せてください先生！　先生がここまで私達のことを信じてくれているんだもの、私達は絶対に負けないんだから！　ね、そうでしょ、皆！」

　システィーナのあおりに、クラスの生徒達皆みなが力強く頷うなずいていた。

（お前ら、どこにそんな根こん拠きよがあるんだ……失うものがない奴やつは気楽だな、ちくしょう）

　そもそも、全て自じ業ごう自得なのだが、グレンは全力で知らないふりだった。

　珍めずらしくグレンへ、ご機き嫌げんな笑みを向けるシスティーナ。

　そんなシスティーナへ、恨めしそうに引きつった笑いを向けるグレン。

「なんか……かみ合ってないような気がするなぁ……なんでだろう？」

　そんな二人の様子を、ルミアは苦笑いで眺ながめていた。




　魔術競技祭、練習期間の日々が過ぎていく。

　なんだかんだで誰もが参加したかった競技祭に（成り行き上）参加させてくれて、（表面上は）生徒達のことを考えてくれている（ように見える）グレンに対する求心力は、思った以上に高かったらしい。

　グレンのクラスの生徒達は実に士気が高く、勝つために一生懸命、魔術の練習と勉強に励はげんでいた。そこには、もはや他クラスの成績上じよう位い陣じんに対する負い目も気き後おくれも、女王陛下の前で無様に負けるかもしれないことに対する恥も外聞もない。

　皆、一生でたった一度の、二年次生の部の魔術競技祭に対して必死だった。

　一方で、グレンも生徒達のその熱意によく応こたえた（座して飢うえ死ぬわけにもいかないから）。どこか鬼き気き迫せまるような熱心さで、生徒達の練習と勉強につき合った。

「えーと、『グランツィア』……今回は三人制、か。クラスの数だけチームがあるから、合計十チーム。だが、競技祭進行の都合上、総当たり戦やトーナメントなんかをいちいちやってる時間はないから、当日、クジで決められた一つの相手チームとの一発勝負、その得失点差がクラスの点数となる……ふむ」

　グレンが今回の競技祭のルール冊子とにらめっこしながら、ぶつぶつ呟つぶやいている。

　その日、グレンは教室で、競技種目の一つ『グランツィア』──魔術師の伝統遊ゆう戯ぎである結界陣じん取とり合戦──の参加生徒達に作戦指導をしていた。

「この条件なら……よし、いいか、お前ら。条件起動式を使え」

　何を思いついたのか、グレンが冊子から目を離はなし、参加生徒達──アルフ、ビックス、シーサーの三人を見回した。

「『グランツィア』が、結界を構築する速度が重要なのはわかるよな？　で、だ。よそのクラスをちょいと使い魔に偵てい察さつさせてきたんだが……間違いなくお前らより構築速度が速い。どのクラスも結界構築速度を極限まで高める方向で練習してる。で、こんな連中とまともにぶつかったら、あっという間に陣地食われて終わりだ」

　じゃあどうするのか、と三人の生徒達が顔を見合わせる。

「そこで対たい抗こうする手段が条件起動式だ。条件起動ってのは、対象とする場や物に初期設定した条件が達成されたとき、自動で術を起動するパッシヴな魔術起動法だ。今回はこいつを使う作戦を取る」

「条件起動式……ですか」

　条件起動式、と聞いて生徒達が苦い顔で眉まゆをひそめる。

　実は魔術師にとって条件起動式はあまり良いイメージがないのだ。

「まぁ、良い顔はしないだろうとは思った。条件起動式なぞ、この間、魔導戦術論の授業で教えたとおり、昔から呪いカースや制約ギアスに散々使い古されてきた悪名高き術式だ。『○○しなけりゃ、お前は死ぬ』ってな感じでな……まぁ、それは忘れろ」

　気を取り直して、グレンが解説に戻もどる。

「条件起動式の復習をするぞ？　この式の利点はいったん術式を組んでしまえば、起動は自動になること、あくまで魔ま力りよく励れい起きさせない起動前待機状態のため、相手に物もの凄すごくバレにくいこと。欠点は起動のタイミングを自分で選べない、起動タイミングが相手の行動依い存ぞんになってしまうことだ」

　グレンが作戦を黒板に書いていく。

「三人制の『グランツィア』なら、二人のオフェンスと一人のディフェンスに分かれ、二人が結界構築による陣取り、一人が相手の陣地を潰すのが定石だな？　だが、お前達は三人ともディフェンスだ。相手が構築した陣地を潰すフィールド・ブレイクだけに専念しろ。作るのに比べて潰すのは簡単だしな」

「でも、それじゃ勝てないんじゃ……」

「そうですよ、それじゃどんなに頑がん張ばったって引き分けしか……」

「引き分けを狙ねらっている、と思わせるんだ」

　こんな搦からめ手はやりたくねーがな、とグレンは頭をボリボリ搔く。

「言いたかないが、相手にとってお前らは格下だ。連中のプライド的には引き分けなんて許せないはずだし、得失点差がクラスの得点になるというルールの性質上、点数的に大差をつけて勝ちたいはず。なら、引き分けの膠こう着ちやく状態が続けば、連中は必ずアブソリュート・フィールドの構築に手を出す」

「結界構築に手数がかかるけど、いったん構築されたら手出ししてはいけないっていうアレですか？」

「あぁ、そうだ。それも高得点を得るために必要以上にデカく作ろうとするだろう。そこで、だ。お前達は『敵が一定得点以上のアブソリュート・フィールドを構築』、それを起動条件とした超広域を制圧する条件起動結界の仕込みをしておくんだ……相手の妨ぼう害がいをしながらな。敵もまさか引き分け狙いをやっていると思っていた格下相手が、一発逆転で大量得点による圧勝を狙ってるとは思うまい……多分」

　言こと葉ば尻じりが、ほんの少しだけ自信なさそうなグレンだった。

「まさか、サイレント・フィールド・カウンターですか!?」

「そんな高等戦術、僕達にはとても……」

「でも、やるしかねーぞ？　まともにぶつかりゃ百パーセント負けるだけだ」

　厳然たる事実を突つきつけられ、生徒達は押し黙だまった。

「とはいえ、相手に冷静になられると負ける。相手が確実に勝とうと小さくアブソリュート・フィールドを作り始めたらアウトだ。起動条件が満たされない。かと言って、その小さなフィールドを起動条件にしてもたいした点にはならん。条件起動の起動効果限界は条件の達成難度に左右されるからだ。残り時間によっては簡単にひっくり返される」

　かかかっ、とグレンがチョークを走らせ、黒板に作戦の概がい略りやく図を書いていく。

「要は相手が大技に頼たよらざるをえないように、いかに相手の構築したノーマル・フィールドを迅じん速そくに潰すかに、この作戦の成否がかかっている。てなわけで、お前らは特にフィールド・ブレイクの練習をするんだ。てかもう、ぶっちゃけそれだけやってろ。わかったな？」

「わ、わかりました、先生！」

　そんなグレンの様子をシスティーナとルミアは遠巻きに眺めていた。

「ずいぶん熱心ね……あいつ、本当にこの四十人全員で勝つ気なんだ……」

「ねぇ、システィ。あんな風に真しん剣けんな顔で何かに取り組む先生の横顔って、やっぱり格好いいよね？」

　感心したような表情のシスティーナに、ルミアが嬉しそうに笑いかける。

「……別に？　大体、あいつ、普段だらしないんだから、たまにはああして真ま面じ目めになってくれないと困るわよ」

「ふふ、素す直なおじゃないなぁ」

「……ど、どういう意味よ？」

　しかし、それでも一つだけ、二人には解げせないことがあった。

「でも、グレン先生って……なんで日を追うごとにやつれていってるんだろう？」

「うーん……ひょっとして風邪かしら？」

　この魔ま術じゆつ競技祭絡がらみの一件における最大の謎なぞだった。




　そんなこんなで、瞬またたく間に一週間が過ぎた。

　今日はアルザーノ帝てい国こく魔術学院、魔術競技祭、開かい催さい当日。

　そして、アルザーノ帝国女王アリシア七世を来らい賓ひんとして学院に迎むかえる日である──








第二章　魔ま術じゆつ競技祭、開かい催さい









　山の稜りよう線せんから顔を覗のぞかせる曙しよ光こうが、薄うす闇やみのヴェールを払はらい始めた早朝。

　朝あさ靄もや漂ただよう中、帝国北部イテリア地方と南部ヨクシャー地方を結ぶ街かい道どう上を南下する馬車があった。雄お々おしく逞たくましい馬四頭に牽けん引いんされるその馬車は、要所要所に金銀細工のレリーフが施ほどこされ、いかにも貴人専用といった豪ごう奢しやなしつらえとなっている。

　それを裏付けるかのように馬車には翼つばさを広げた鷹たかの紋もん──帝国王室の紋章があった。ロイヤル・ホースカート。王室に縁ゆかりある者達のみが乗車を許される由ゆい緒しよ正ただしき馬車だ。

　その四方を軍馬に騎き乗じようした衛士達が固めている。盾たてと翼の文様をあしらった緋ひ色の陣じん羽ば織おり、腰こしには細剣レイピア。帝国軍において、特に王室の貴人達を守護することを主任務とする王室親衛隊の衣い装しようだった。

　王室親衛隊とは、高度な剣けん術じゆつと一通りの軍用魔術を修めた帝国軍屈くつ指しの精せい鋭えいである。それゆえに親衛隊に所属する衛士達は皆みなが皆、選ばれた者としての誇ほこりと尊き王室の守護者としての使命感を抱いだき、鋭するどい覇は気きに漲みなぎっている。

　そして、最も馬車の扉とびらに近い位置に、周囲の親衛隊の面々とは纏まとう風格も、放つ眼光も一ひと際きわ違ちがう武人がいた。やや白しら髪が交まじりの黒くろ髪かみに髭ひげ、鋭い眼光、あちこち肌はだを走る古傷がいかにも歴戦の古ふる強つわ者ものを思わせる男だ。

　王室親衛隊、総隊長ゼーロス。すでに初老の域にさしかかっているものの、四十年前の奉神戦争を戦い抜ぬくことで鍛きたえ抜かれたその士し魂こんには微み塵じんの陰かげりもなかった。

　ふと、周囲に鈴すず鳴なりのような金属音が響ひびき渡わたった。それを聞いたゼーロスは腰こし袋ぶくろに手を入れ、中から半割れの宝石を取り出し、それを耳に当てる。

「報告せよ」

　威い厳げんと重圧感あふれる声こわ色いろでゼーロスが言った。

『はっ！　第五班、第六班は本隊のおよそ一キロス先を先行、現在、その周辺地域の歩ほ哨しよう中。なお、現時点において野盗、魔ま獣じゆうの類たぐいの姿はございません』

　すると、宝石から先発隊からの状じよう況きよう報告が聞こえてくる。

「うむ、ご苦労。だが、抜かるな。主要街道周辺は軍が定期的に街道整備を行い、今や民たみ草くさらが護衛なしで行き交かえる時代になったとはいえ、今、我々が随ずい伴はんしている御お方かたは女王陛下なのだ。それをゆめゆめ忘れぬよう、己おのが義務と忠誠を尽つくせ」

『はっ！』

　通信を切り、宝石を腰袋に戻すと、ゼーロスは再び周囲に油断なく注意を払い始める。

　怪あやしき者が近寄らば、斬きる。いざという時には己が身を盾にするのみ。

　そんな、涼すずやかながら確固たる裂れつ帛ぱくの意思。

　ゼーロスと王室親衛隊が守る限り、馬車の中の貴人に危害がおよぶ事態など万が一にもありえない──見る者に自然とそう思わせる威い風ふう堂どう々どうぶり。

　そんな忠義の衛士達の頼たのもしい雄ゆう姿しを、その女──アルザーノ帝国女王アリシア七世は馬車の中からカーテンレースごしに見つめていた。

　アリシアは長く艶つややかな金きん髪ぱつをアップにまとめた、優やさしげな瞳ひとみの淑しゆく女じよだった。ごく自然に周囲の者達の背筋を正させるような高貴さと気品、それでいて徒いたずらに周囲を萎い縮しゆくさせない穏おだやかな気質を持ち合わせている。すでに御おん年とし三十代も後半だというのに、かつてアルザーノの白しら百合ゆりと謳うたわれたその美び貌ぼうに衰おとろえはなく、ますます磨みがきがかかったようでさえある。そんなアリシアの本日のお召めし物は、王室の権けん威いを象しよう徴ちようする装そう飾しよく煌きらびやかなロイヤル・ドレス──女王の公的な正装──ではなく、黒とベージュを基調とした簡素な外出用ドレス。だが、それでも人物の内面に秘ひめられた品位品格を隠かくしきれてはいなかった。

「もうすぐ……フェジテに到とう着ちやくになりますわね、陛下」

　アリシアの隣となりに腰かける二十代半ばほどの女が声をかけた。ヘッドドレスにエプロン、ガーターベルトなどといった使用人服に身を包む、黒髪黒こく瞳どうの女性だ。

　彼女の名はエレノア。女王アリシアの身の回りの世話を務める侍じ女じよ長、政務を補ほ佐さする秘書官、そして護衛までをも兼けん任にんする才女である。かつて、アルザーノ帝国大学政経学部を首席で卒業し、剣術や魔術の腕うでも超ちよう一流と鳴らしていたエレノアはその能力を買われ、女王の補佐役に抜ばつ擢てき。今や上級貴族の一角たる四位下の官位に就つき、公私において女王を支える存在となっていた。

「ええ、そうですね、エレノア。あの学院に顔を出すのは久しぶりですわ」

　アリシアは艶えん然ぜんと微笑ほほえみ、窓から馬車の進行方向へと視線を移す。見み渡わたす限りの牧草地帯、左方に大きく緩ゆるやかに湾わん曲きよくする街道の先に微かすかに見え始めたフェジテの市し壁へきと──その行き先を象徴するかのように、空に浮うかぶ幻まぼろしの城の偉い容ようがあった。

「しかし、学院の転送法ほう陣じんさえ、あの忌いま々いましい組織に破は壊かいされていなかったら、陛下がこのようなお苦労をなさることなどありませんでしたのに……」

　転送法陣とは、離はなれた場所と場所を繫つないで一いつ瞬しゆんで移動することを可能とする、超ちよう高等儀ぎ式しき魔術を補助する魔導施し設せつである。敷ふ設せつに適した土地の霊れい脈みやくの関係上、世界中のどこにでも自由に敷設できる代しろ物ものではなく、おまけに敷設には莫ばく大だいな金と時間がかかる上に、法陣を活用できるのは魔力操作に長たけた人間──魔術師だけという欠点もある。

　だが、それでも都市間移動を駅馬車や徒歩、船に頼るこの世界では便利極きわまりない代物だ。近年開発された蒸気機関という新しい動力源を利用した鉄道列車の整備も現在、政府の開発条じよう項こうにあがっているが、実用化はまだまだ当分先、転送法陣に代わる物ではない。

　アルザーノ帝国魔術学院にも、帝都オルランドと学院を繫ぐ転送法陣があったのだが、この転送法陣は一ヶ月ほど前、学院を襲おそったテロ事件の際に破壊されており、いまだ復旧のめどは立ってない。ゆえに女王が帝都からフェジテに赴おもむくには、このように馬車を使い、何日間もかけて移動するしかなかった。

「いいんですよ、たまには」

　エレノアの憂うれいに満ちた言葉を受け、アリシアはいたずらっぽく笑いながら人差し指を口元にあて、ウインクした。もう良い歳としだというのに、どこか童女のような雰ふん囲い気きのあるアリシアには不思議と似合った仕草だった。

「こうして帝都の王宮から出て、政務を離れ、外の世界を見るのも楽しいものですよ。それに、たまには口うるさい爺じいやから離れて羽を伸のばすのも悪くないですし」

「はぁ……陛下ったら……それを聞いたらエドワルド卿きようがまた泣かれますわ」

　公的な場では非情に厳げん粛しゆくで、威厳と威い光こうに満ちあふれ、まったく隙すきのない傑けつ物ぶつとして諸国に知られているアリシアだが、エレノアは自分の仕える主君が私的な場では意外と茶目っ気あふれた子供っぽい人物であることを知っている、数少ない人物の一人だった。

「それにしても……ご機き嫌げんですね、陛下」

「ふふっ、わかりますか？」

　アリシアは遠い目で窓から馬車の行く先を見み据すえる。

「娘むすめに……三年ぶりに会えるかもしれないんですもの」

「エルミアナ王女殿でん下か……ですね」

　だが、アリシアの期待を、エレノアは申し訳なさそうに諫いさめる。

「陛下、お気持ちはお察しいたしますわ。ですが……」

「わかっています。みだりな接せつ触しよくは避さけるつもりです。遠くから……遠くから、ほんの少しでもあの子の元気な姿を見ることができれば、それで充じゆう分ぶんですから……」

　でも……もし、できるのなら──アリシアは声にならない言葉を呟つぶやき、胸むな元もとに下がっているロケット・ペンダントを手にした。楕だ円えん形の真しん鍮ちゆう製で、由緒正しき王家の人間ともあろう者が身につけるには、えらく簡素な作りだった。

　アリシアがロケットの蓋ふたを開くと、中には射しや影えい機で撮さつ像ぞうされたモノクロの肖しよう像ぞうが入っていた。アリシアと、その両りよう脇わきにアリシアの面おも影かげを感じさせる二人の幼い少女が仲むつまじく並んでいる構図。その少女達の片方は──三年前、自分がこの手で放ほう逐ちくした少女だ。

「陛下、それは？」

「だめですね……捨てられないんです。私はこの国を導かなければならない女王なのに、あの子には何もかもを捨てさせたのに、私は……これでは女王失格ですね」

　アリシアは自じ嘲ちよう気味に言った。

「そんなことはありませんわ。陛下は派は閥ばつと権けん謀ぼう術数入り乱れるあの魔ま窟くつのような帝国政府をよく御ぎよしておられます。陛下なくしてはこの国は立ち行きません。それに……貴女あなたはアルザーノ帝国の女王であると同時に、母親でもあるのですから……」

「……でも、あの子はきっと私のことを恨うらんでいるのでしょうね」

　小さく嘆たん息そくし、アリシアはロケットの蓋を閉じた。

　そんなアリシアの様子を見てとったエレノアは、神しん妙みような面おも持もちで進言する。

「ご無礼を承知で進言させていただきますわ、陛下。よろしいでしょうか？」

「なんですか？」

「そのロケット・ペンダント……もし、万が一のことがあれば問題になります。フェジテに御ご参さん着ちやくの際には、置いていくのがよろしいかと存じ上げます」

「そうですね。世の中ままならないものですね……でも、どうしましょう？　何か代わりの装そう飾しよくを用意しないと……エレノア」

「はい、わかりました。今、お召し物に合う物をお探しいたしますわ」

　エレノアは座席の下から宝石箱を取り出し、それを物色し始める。

　しばらくして、エレノアはネックレスを一つ、宝石箱から取り出した。

　翠すい緑りよくの宝石が納まった金細工だった。

「ふふ、陛下。これなどいかがでしょうか？」

「あら、綺き麗れい。でも、初めて目にするものですね。一体、どうしたんですか？　それ」

「ええ、陛下に相応ふさわしいとても良い一品でしたので、先日、知り合いの宝石商から新しく入手しておいたのです。きっと、今の陛下のお召し物にお似合いですわ」




　──夢を、見る。

　それはルミアにとっては、もう何度見たかわからない夢。

　だから、ああ、またあの夢だ……と胡う乱ろんな意識の中、ルミアは漠ばく然ぜんと思った。

「ひっく……ぅう……お母さん……お母さん……」

　一筋の光も差さぬ、塗ぬり潰つぶしたかのような真まっ暗くら闇やみの中、幼い自分は泣いている。

「やだよ……捨てないでよ……わたし、いい子にする……いい子にするから……もう、わがまま言わないから……わたしのこと、嫌きらいにならないで……」

　幼い頃ころの私にとって母は私の世界の全すべてだった。だから母から捨てられた私は、世界の全てから嫌われてしまった、要いらない子になってしまった、そんな風に感じていた。

　それでも恐おそる恐る周囲を見渡す。私を冷たい目で追放した母親の姿を探すかのように、誰だれか私の味方をしてくれる人を探すかのように。

　だが、代わりにその目に飛び込んで来たのは──

「ひぃ──ッ!?」

　死体だった。血ち塗まみれの死体が自分の周りに、いくつも転がっている。母に捨てられたと思って僻ひがみ、お世話になっていた家の人達に毎日当たり散らしていたら、ある日、突とつ然ぜん、私をさらった、悪い魔法使いの人達の死体だ。

　きっと、私のことを嫌いになった母親が、捨ててもなお悪い子のままでいる私を殺そうと差し向けたのだ。なぜ、その魔法使い達が死んでいるのかはわからないけど……その光景はまるで、お前に味方してくれる人は誰もいない、世界からそう突つきつけられたかのようで……未来の自分の姿を暗示しているかのようで。

「ぁ、あ、あ、ああああ──ッ!?」

　怖こわい。怖い。怖い。感情が振ふり切れる。

　捨てられた悲ひ哀あいも、さらわれた恐きよう怖ふも、血と死体の気持ち悪さも。

　あの時の私は、何もかもが限界だった。

「もう、嫌いやッ！　嫌ぁあああ──ッ！」

　頭を抱かかえて私は泣き叫さけんだ。

「なんで……ッ!?　どうして、わたしばっかりこんな目に!?」

　暗闇の中、ただ一人ぼっちで私がわめいていると──

「……泣くな。静かにしろ」

　背後でぞっとするような、暗く、低く、冷たい声。

　反射的に首だけ回して振り返ると、そこには、黒くろ髪かみ、黒瞳、黒い外がい套とう、全身黒ずくめの男の人がいて、昏くらく冷え切った瞳で私を見下ろしていた。

「──ひッ!?」

　心臓が止まるかと思った。今まで理解を拒こばんでいた頭が瞬時に状じよう況きようを理解した。

　そう、あの悪い魔法使い達を殺したのはこの人だ。

　この人が変な紙切れを取り出したら、なぜか悪い魔法使い達は皆みな、あの怖い魔法が使えなくなって……そして、この人は鉄てつ砲ぽうとかいう恐ろしい武器で、悪い人達を一方的に射殺したのだ。最後は皆、命いのち乞ごいすらしていたのに、この人は微み塵じんも容よう赦しやしなかった。

　そして──きっと、次は私の番なのだ。

「い、いやぁあああああああッ!?　やだ、助けて!?　誰か、誰か助けて!?」

「うわ、しまった!?　な、泣くな!?　俺はお前の味方だ！　味方！」

「噓うそッ！　私に味方してくれる人なんているわけないもん！　この世界で私に味方してくれる人なんていない！　お母さんも、お母さんすら私を捨てたのに──むぐッ!?」

　その人はとっさに私を床ゆかに組み敷しき、手で私の口を塞ふさいだ。

　その瞬しゆん間かん、あまりの恐怖に心臓が破は裂れつしそうなほど跳はね上がった。私の背筋を氷の刃やいばで刻まれたような悪お寒かんが痛みすら伴ともなって駆かけ上る。小船を翻ほん弄ろうする嵐あらしのような狂きよう乱らん、次し第だいに空白へと淀よどんでいく思考の中、私は死しに物もの狂ぐるいで暴れたが、手足は完全に押さえつけられ、何もできなかった。

　殺される、いよいよ殺される。死にたくない。助けて、誰か助けて。

　いやだ。こんな所で一人ぼっちで死ぬのは嫌だ、嫌だ、嫌だ──

　──だけど。

「俺は、お前の、味方だ」

　ゆっくりと、一言一言、言い聞かせるように紡つむがれたその言葉に。

　訴うつたえかけるように必死な、真しん摯しなその眼まな差ざしに。

　私の狂乱は少しずつ、引き潮のようにゆっくりと、落ち着いていく。
















「……ッ……ッ…………ッ！」

　それでも恐怖は消え去らない。心臓が破れそうなほどの動どう悸きは治まらない。ぼろぼろ涙なみだがあふれる。だって、この人がさっき私の目の前で、血も涙もなく人を殺したのは事実なのだ。私はこの人が怖い。たまらなく怖い。怖くて死んでしまいそうだった。

　けれど、その人はそんな恐怖に震ふるえる私を、ほんの一瞬だけ悲しげに揺ゆれた瞳ひとみで見つめて、そして、言った。

「頼たのむ。敵は外にまだ残ってる。お前がそんな調子じゃとても切り抜ぬけられない」

「……ッ！」

「俺のことをいくら怖がろうが、嫌おうが構わない。だが、もし、お前が泣きやんでくれるなら────……」




　…………。

「ルミアー？　ほら、そろそろ起きないと……」

「……むにゃ？」

　ゆさゆさと揺さぶられ、ルミアの意識が夢の中から現実世界へ舞まい戻もどる。

「あれ？　…………ええと」

　ルミアが寝ねぼけ眼まなこをうっすらと開ければ、そこはシスティーナと共同で使っている、いつものフィーベル邸ていの一室だ。華はなやかな文様が描えがかれた絨じゆう毯たん、壁かべの燭しよく台だい、磨みがかれたオーク材の机に椅い子すなど、部屋に据すえられた調度品の数は控ひかえめだが、どれも品が良い。

　自分はゆったりと丈たけの長いネグリジェ姿で、ふわふわの羽毛布ふ団とんを抱だきしめ、ベッドの上で寝そべっている。

　そのベッドのそばにはシスティーナがいた。今日のシスティーナが普ふ段だんの学院制服姿に加え、その細ほそ腰ごしに革の剣けん帯たいを巻いて、曲線状の鍔を持つ柄スウエプト・ヒルトが美しい細剣レイピアを佩はい剣けんするという魔術師の伝統的な決けつ闘とう礼装なのは、今日が魔術競技祭当日だからだろう。

　ゼンマイ式の壁かけ時計へ目を向ける。朝の七時過ぎだ。窓から差し込む朝の陽光と、カーテンを揺らしながら吹ふき込む爽さわやかな風。本日はよい日和ひよりになりそうだ。

「……早いね、システィ」

「ほら、まぁ、私はその、やることあったから……そんなことよりもほら、今日は魔術競技祭なんだし、お父様とお母様は仕事でいないし、もう起きなきゃ」

「うん、そうだね……」

　ふわ、と小さくあくびをしてルミアは身を起こした。

「私、下で待ってるから。……二度寝しちゃだめよ？」

「……しないよー」

「と、言って二度寝したことが今まで三回あったわよ」

「あはは、そうだっけ？」

　互たがいに苦笑いを交かわしながら、システィーナは部屋から出て行き、ルミアはベッドからのそのそとした動作で降りる。絨毯の柔じゆう毛もうがルミアの足の裏を微かすかにくすぐった。

「久しぶりにあの夢、見たなぁ……」

　ルミアはまだ少しはっきりしない頭のまま、夢の内容に思いを馳はせた。

　今からおよそ三年前、エルミアナとして生きていた今までの人生を全て否定され、ルミアとして生きていくことを余よ儀ぎなくされ、フィーベル家に引き取られた頃の話。

　母親から捨てられたという負い目から、何もかもが信じられなくなり、この世界に自分の味方はいない、自分は一人ぼっち、自分は世界で最も不幸な子、と荒あれていた頃。

　ルミアはシスティーナと間ま違ちがわれて誘ゆう拐かいされ、そして、グレンと出会った──

「どうして今になってまた、あの頃の夢を見るんだろう……？」

　もう、全て吹っ切ったはずだ。

　考えようによっては母親がしたことはルミアにとって悪いことばかりではなかった。システィーナと友達になることができたし、何より自分を助けてくれたグレンと出会うことができた。グレンがあの時の出会いのことをすっかり忘れているのが、ほんのちょっとだけ不満だけど、それでも今の自分はあの頃よりも前向きに生きている。エルミアナとして何不自由なく生きていた頃とは違い、人生に新しい目標もできた。

　全て、吹っ切ったはずなのだ。

「……ううん、吹っ切ったって……思いたいだけなのかな……？」

　なんとなく、またこんな夢を見た原因には心当たりがある。

　今日、学院にあの人が──かつて、自分を捨てたあの人が来るのだ。夢の中の出来事を体験する切きつ欠かけ、全ての元げん凶きようが、今日、学院にやって来る。どうやらその事実は自分にとって、思っていた以上の心労だったらしい。

「…………」

　ルミアはベッド横に据えてある小さな丸テーブルの上に置いてあった楕だ円えん形の真しん鍮ちゆう製ロケットを手に取り、その蓋ふたを開く。中には何も入っていない。否いな、正確には、かつてそこには何かが入っていたらしく、その何かが剝はぎ取られたような痕あとが残るのみだ。

　ルミアはしばらくの間、無言でそれを見つめ、やがて何かを振り払はらうかのように、軽く頭を振りながら、その蓋を閉じた。

　ロケットに繫つながる鎖くさりの端はしを両の手でつまみ、首の後ろに回して留め具を合わせる。

「よし、今日は頑がん張ばろう」

　一つ、小さく気合いを入れて、ルミアは自分の衣類が納められたクローゼットに向かって歩き始めた。




　いよいよ女王陛下を歓かん待たいするその時が近づいていた。

　魔術学院正門前は、女王陛下の行幸を出で迎むかえるため、学院関係者でごった返していた。正門から本館校舎の来客用正面玄げん関かんに向かって人ひと垣がきの道ができている。先発で到とう着ちやくした王室親衛隊の面々が周囲に目を光らせ、あふれかえる生徒達を仕切っていた。

　今や、その場に集つどう学院関係者の全てが、緊きん張ちようした面おも持もちで女王陛下の到着を今か今かと待ちわびていた。

「ていうか……本当に陛下、今日来んの？」

　そんな人垣を構成する一角、緊張に満ちたこのような状況にもかかわらず、ただ一人グレンはいつもの調子で、すっとぼけたことを呟つぶやいていた。

「貴方あなた、いまさら何、馬ば鹿かなこと言ってるのよ!?」

　グレンの左ひだり隣どなりに並ぶシスティーナが呆あきれたようにグレンをたしなめる。

「あはは、ちゃんとお越こしになられるはずですよ？　陛下はこういうこと、大切にするお方です。ほら、民たみの様子を視察するためによく各地を巡じゆん歴れきなさっていますし」

　グレンの右みぎ隣どなりに並ぶルミアも苦笑いするしかない。

「いや、だってさぁ、帝てい都とからここまでめっちゃ遠いじゃん？　転送法ほう陣じんも今は使えねえし……俺が陛下だったら絶対、面めん倒どう臭くさくて来ねぇ」

「アンタみたいな出不精と女王陛下を一いつ緒しよにすんなッ！　不敬でしょうが！」

　ぺちん、とシスティーナはグレンの背中をはたいた。

　すると、たいした力を加えたわけでもないのに、グレンがよろめいた。

「……先生!?」

　とっさにルミアがよろめくグレンへ駆け寄り、腋わき下したに腕うでを入れて支える。

「っとと……すまん。つーかさ、来るならさっさと来て欲しいんですけど……俺、もう、こうやって立ってるだけで限界……は、腹が……」

　と、その時だ。

「女王陛下の御お成なりぃ～ッ！　女王陛下の御成りぃ～ッ！」

　人垣の道の中央を、馬に騎き乗じようした衛士が叫びながら駆け抜けて行く。

　それを受け、待機していた楽奏隊が歓かん迎げいのパレードマーチを演奏し始めると、生徒達一同は大だい歓かん声せいを上げながら盛せい大だいな拍はく手しゆを巻き起こした。

　爆ばく音おんが辺り一帯を支配する。やがて、人垣でできた道の間を護衛の親衛隊に囲まれた豪ごう奢しやな馬車が悠ゆう然ぜんと進んで行く。女王アリシア七世が窓から身を乗り出して、生徒達の歓声と拍手に応こたえるように手を振ふると、さらに拍手と歓声の音量が上がった。

　そんな、盛せい況きようぶりの最中。

　ルミアは音のない異世界にただ一人取り残されたかのように、その光景を遠い目で眺ながめていた。女王を讃たたえる歓声も、拍手の渦うずもまるで耳に入っていないようだった。

　無意識のうちにルミアの手は首にかけられたロケットを探さぐり当て、それを開く。

　中には──やはり、何も入っていない。

「どうしたの？　ルミア」

　すると、親友の様子に気付いたシスティーナが、心配そうにルミアに声をかける。

「それ……ロケット？　……中に何も入ってないみたいだけど？」

　システィーナに手元を覗のぞき込まれたルミアは慌あわててロケットを閉じ、首を振った。

「あ、あはは、なんでもない、なんでもないよ？」

　そして、取り繕つくろったかのように歓迎パレードの方へ目を向ける。

「それにしても、女王陛下って相変わらず凄すごい人気だよね……それに、とてもお綺き麗れいな人だし……なんか憧あこがれちゃうなぁ……」

　システィーナはそんな不自然なルミアの様子に、確信した。

「ルミア……やっぱり、貴女あなた……」

　ルミア＝ティンジェルは本名ではない。ルミアの本当の名前はエルミアナ＝イェル＝ケル＝アルザーノ。帝てい国こく王室直系の正統な血筋を引く、元・王位継けい承しよう権第二位──つまりはアルザーノ帝国の王女様だ。

　ルミアは本来ならば、このような場所にいるはずのない貴人なのだ。だが、三年前、ルミアが『感応増ぞう幅ふく者』と呼ばれる先天的異能者であることが発覚し、様々な政治的都合から表向きは病やまいで崩ほう御ぎよなされたとして、その存在を抹まつ消しようされたのである。

　その裏事情はとても複雑だ。

　アルザーノ帝国王家の始祖は、隣りん国ごくのレザリア王国王家の系けい譜ふに連なっている。それゆえにアルザーノ帝国とレザリア王国は、互いの国家の統治正統性や国際権けん威い上の優位性について、常に揉もめに揉めてきた関係だ。おまけに帝国王家の統治正統性を保証する帝国国教会を、レザリア王国を事実上支配する聖エリサレス教会教皇庁は異い端たん認にん定ていしており、両教会の関係もすこぶる悪い。

　そんな中、帝国王室の血筋から悪あく魔まの生まれ変わりであると、いまだ広く堅かたく信じられている異能者が生まれてしまったことが明るみになりかけたのだ。

　もし、エルミアナの存在が外部に漏もれれば国内混乱は避さけられず、神の子孫であるとされる帝国王家の威い信しんは地に墜おち、常に帝国の併へい合ごう吸収を狙ねらうレザリア王国や聖エリサレス教会教皇庁が知れば、第二次奉神戦争勃ぼつ発ぱつの引き金にすらなりかねない。

　アルザーノ帝国は良くも悪くも神聖なる王家に対する民衆の絶対的な威信でもっている国である。エルミアナの存在は帝国を根幹から揺ゆるがしかねない猛もう毒どくだったのだ。

　そのためエルミアナ王女は表向き病死とされ、密ひそかに処分されることが決定した。国家を背負い立ち、国民を守らねばならない女王と帝国政府の苦肉の決断だった。

　そして、様々な思おも惑わくと権けん謀ぼう術数の果てにエルミアナ王女──ルミアは今、こうしてシスティーナのそばにいる。

　システィーナもつい最近までルミアのそんな壮そう絶ぜつな素す性じようなど露つゆほども知らなかった。両親がどこからか引き取ってきた身寄りのない子、そんな風に思っていた。しかし、一ひと月つきほど前に起きた事件の後、事件解決の功労者の一人として、ルミアに最も近しい人間の一人として、システィーナはルミアの素性を帝国政府の上層部から極ごく秘ひに聞かされた。事情を知った上でルミアの秘密を守る民間の協力者となることを要よう請せいされた。

　そして、そんなルミアの素性を知っているからこそ、システィーナは今のルミアの心境が容易に想像できた。

「ねぇ、ルミア。……大だい丈じよう夫ぶ？」

　システィーナはルミアに寄り添そい、ルミア以外の誰だれにも聞こえないように囁ささやいた。

「ん？　それってどういうこと？　システィ」

　同じくひそひそ声で返すルミアの様子はいつも通りだ。

「えと……ほら、ルミアの本当のお母様って……ほら……」

　どこに誰の耳があるかはわからない。公おおやけの場で決定的な言葉を紡つむぐわけにいかず、システィーナは言葉を濁にごした。だが、流石さすがは姉し妹まい同然の親友同士、ルミアはシスティーナが一体、何を言いたいのかを簡単に察した。

「心配してくれてありがとう、システィ。でも、うん、私は大丈夫だよ。だって私の本当の両親はシスティのお父様とお母様だもの」

「……そう」

　複雑そうな表情でシスティーナは親友の横顔を見つめる。

「それじゃあルミアは……もう、本当のお母様には……その、なんの未練も？」

「うん……だって私、幸せなんだよ？　システィとお父様とお母様と一緒で、皆みんな、凄く良い人で……」

　ぎゅっと、ルミアはロケットを握にぎりしめながら儚はかなく笑った。

「ルミア……」

　なんともいたたまれない気持ちでシスティーナは言葉を失った。本人が幸せだと言うならシスティーナには何も言えなかった。

　そんな二人のやりとりをグレンは黙だまって見守っていた。

　空気を読んだわけではない。ただ、しゃべると空きっ腹に響ひびくからであった。




　魔術競技祭は例年、魔術学院の敷しき地ち北東部にある魔術競技場で主に行われる。

　競技場はまるで石で造られた円形の闘とう技ぎ場のような構造だ。中央には芝しば生ふが敷しき詰つめられた競技用フィールド。三層構造の観客席は外に向かうほど高くなり、空から見れば深皿のように見えるだろう。

　この競技場は魔術的ギミックを組み込んだ建築物でもあり、管理室からの制せい御ぎよ呪じゆ文もん一つで、フィールドをなみなみと水の張られたプールにしたり、樹木が乱立する林にしたり、炎ほのおの海にしたり、石造りの舞ぶ台たいを出現させたり、あらゆる条件・競技に対応可能だ。

　そして今、競技場の観客席は人であふれかえり、活気に満ちていた。

　観客席にいるのは学院の生徒達だけではない。生徒達の両親や、学院の卒業生など、学院の関係者が続々と集まっている。競技場観客席の最も高く見晴らしの良い場所に据すえられたバルコニー型の貴き賓ひん席せきには、女王陛下の御姿も見えた。

　魔術を公の場で使用することを法的に禁じられているこの国において、魔術による競きそい合いというものは、実際に参加するにしろ観客に徹てつするにしろ、魔術師達にとっては何物にも代えがたい娯ご楽らくなのだ。そういうわけで今年も大勢の観客が学院の内外から集まり、賑にぎわっていた。

　魔術競技祭は学年次ごとのクラス対たい抗こう戦で、年に三度行われる。つまり一年次生、二年次生、三年次生の三つの部があることになる。今回開かい催さいされるのは二年次生の部だ。ちなみに四年次生の部は、四年次生が卒業研究で忙いそがしいとの理由で開催されない。

　最終的に表ひよう彰しようされるのは、総合一位に輝かがやいたクラスのみだ。二位や三位に意味はない。全か無か。それゆえに勝利にあらゆる手段を尽つくすことを是ぜとする魔術師の、古典理念を正しく踏とう襲しゆうした表彰方式である。

　そして、今回の二年次生の競技祭のみに限り、女王陛下自らが表彰台に立ち、優勝クラスに勲くん章しようを直接下か賜しするという帝国民ならば誰もが羨うらやむような名めい誉よがある。

　魔術競技祭に参加する全すべての生徒が、そして各クラスの担当講師が、なんとしても優勝したい……そう息巻いているのが今回の二年次生の部の魔術競技祭であった。

　そんな中、二年次生二組──グレンの担当クラスは特に学院内の噂うわさでもちきりとなっていた。なにしろ、この状じよう況きようで、まさかのクラス生徒全員参加なのだ。成績上位者も成績下位者も分け隔へだてない、この平等出場。

　グレンは勝負を捨てた、流石は魔術師の風上にも置けない男、でもグレン先生のクラスは全員参加できて羨ましい、いや待て、このやる気のなさは女王陛下に対する不敬ではないのか？　……この一週間、各方面で散々に囁かれた。

　グレンがハーレイに喧けん嘩かを売って、お互たがい優勝に給料三ヶ月分を賭かけているという噂も注目を集めるのに一役買っていた。

　とはいえ、奇き異いの目を集めてはいたが、誰もグレンの担当しているクラスに期待などしていなかった。勝負になるとすら思っていなかった。

　やがて時間がやってくる。決けつ闘とう礼装としての細剣レイピアを腰こしに吊つった生徒一同が中央のフィールドに集合整列し、魔術競技祭開催式が行われる。開式の言葉、国こつ家か斉せい唱しよう、関係各者の式辞、生徒代表による選手宣せん誓せい──式は粛しゆく々しゆくと進んでいく。

　そして、女王陛下の激げき励れいの言葉と共に、とうとう魔術競技祭が開催されるのであった。




　────。

　競技場の外周に等とう間かん隔かくにポールが立っており、その外側を飛行魔術を起動させた選手達が風を切って飛び翔かけている。

　二人で一チームを作り、広大な学院敷地内に設定されたコースを、一周毎ごとにバトンタッチしながら何十周も回る『飛行競争』の競技。

　そして、今はそのラストスパート。観客席の生徒達は、競技場の外側を大きく回るように飛ひ翔しようする選手達の、予想外な勝負展開に歓かん声せいを上げていた。

『そして、さしかかった最終コーナーッ！　二組のロッド君がぁ、ロッド君がぁああ──ぬ、抜ぬいた──ッ!?　どういうことだッ!?　まさかの二組が、まさかの二組が──これは一体、どういうことだぁあああ──ッ!?』

　魔術の拡声音おん響きよう術式による実じつ況きよう担当者、魔術競技祭実行委員会のアースが実況席で興奮気味の奇き声せいを張り上げている。一位、二位確定の先頭集団はそっちのけで、グレンの担当クラスである二組チームにご執しゆう心しんのようであった。

『そのまま、ゴォオオオル──ッ!?　なんとぉおおお!?　「飛行競争」は二組が三位！　あの二組が三位だぁ──ッ！　誰が、誰がこの結果を予想したァアアアアア──ッ!?』

　洪こう水ずいのような拍はく手しゆと大歓声が上がった。

　その拍手の発生源は主に、競技祭に参加できなかった生徒達からだった。グレン率いる二組とは別のクラスだが、何か共感できるものがあったのかもしれない。

『トップ争いの一角だった四組が最後の最後で抜かれる、大どんでん返し──ッ！』

　一位は当然のようにハーレイ率いる一組だったが、前評判で勝って当たり前のハーレイの一組より、負けて当然だったグレンの二組の奮ふん闘とうぶりの方が会場の注目の的だった。

　一方、競技祭参加クラス用の待機観客席にて。

「やったぁ、凄すごい！　先生、三位！　ロッド君とカイ君、三位ですよ!?」

（うそーん……）

　隣となりで手を打ち鳴らして大喜びするルミアをよそに、グレンは目を点にして呆ぼう然ぜんとしていた。その視線が向けられる先に、飛行魔術の名手として知られる他クラスの選手達を相手に健けん闘とうしたロッドとカイが、空でハイタッチして喜びを分かち合っている。

（……ま、まさか、ここまでやるとは……）

　とはいえ、冷静に考えればこの結果は確かに当然の帰結とも言えた。

　空を飛ぶ飛行魔術は、専用の飛行補助魔導器──昔は箒ほうき型の気流操作魔導器がよく用いられていたらしいが、今は指輪型の反重力操作魔導器が主流──を身につけ、黒魔【レビテート・フライ】の呪じゆ文もんを唱えることで発動する魔術である。

　そんな飛行魔術の腕うで前まえを競うのが『飛行競争』の競技であり、今回の『飛行競争』は学院敷地内に設定された一周五キロスのコースを二人で交代しながら計二十周するというルールであった。一周だけ見るなら瞬しゆん発ぱつ的な飛行速度が重要だろうが、二十周ともなれば相当の魔ま力りよく消費と疲ひ労ろうが予想される持久戦となる。元々、維い持じや制せい御ぎよが難しい飛行魔術には鋭えい敏びんな集中力も必要とされる。この条件下で好成績を残すには、事前に何度もコースを完走して、綿密なペース配分を確立しておくことが必ひつ須すだ。

　この一週間、この競技だけを練習してきた者と、複数の競技の練習の片手間にしか練習してこなかった者や練習する暇ひまがまったくなかった者とでは、ペース配分に関する練度と精度に必然的に差が出てくる。

　実際、ロッドとカイは地力では他クラスの選手に劣おとっており、前半は最下位を低迷していた。だが後半、練習不足の他クラスの選手は皆、前半の激しい首位争いの結果、ペース配分を誤って失速、自じ滅めつ。中には魔力切れで途と中ちゆう脱だつ落らくしてしまう選手すら出る始末。去年の『飛行競争』がごく短たん距きよ離りの速度比べだったことも災いしたのだろう。

　色んな要因が重なり、その漁夫の利を得る形で二組が好成績をさらうこととなった。

（いや、まぁ、確かに一週間で飛行速度上げるのは絶対無理だから、ペース配分の練習だけやってろ、とは言ったがな……）

　ここまで上手うまくハマるとは予想外である。

「幸さい先さき良いですね、先生！」

　システィーナも顔を上気させ、興奮気味にグレンに話しかける。

「飛行速度の向上は無視してペース配分だけ練習しろって、どういうことかと思っていましたけど……ひょっとして、この展開、先生の計算済みですか？」

「……と、当然だな」

　いくら相手が、あの普ふ段だん生意気で小こ姑じゆうとのようにうるさいシスティーナとはいえ、そこまで感服されたような表情を向けられれば、もう、そう答えるしかなかった。

「俺はこうなることを、この学院全体に蔓まん延えんする『飛行競争』に対する認にん識しきからすでに読み切っていた……なにしろ今回の『飛行競争』は【レビテート・フライ】の呪文を使って、一周五キロスのコースを二人で交代しながら計二十周する競技だ。一周だけ見るなら瞬発的な飛行速度が重要だろうが──」

　結果を見てようやく気付いた勝負の裏に潜ひそむ落とし穴を、さも最初からわかっていたかのように堂々と説明するグレン。なんかもう格好悪いことこの上ない。

「──後は連中がペース配分間ま違ちがって勝手に自滅するのを待つだけさ。だから、俺が指示したことは実に簡単だ。ペース配分は死んでも守れってな……ふっ、楽な采さい配はいだぜ」

　席に深く背を預けて足を組み、余よ裕ゆう綽しやく々しやくな表情を掌てのひらで隠かくし、指の隙すき間まから不敵にほくそ笑えむその様は、いかにも大策略家な雰ふん囲い気きを（見た目だけは）かもし出している。

　そして、そんなグレンの後付け講こう釈しやくをかたわらで聞いていた生徒達はすっかり勘かん違ちがいして、グレンに畏い怖ふと尊敬の目を向け始めた。

「ひょ、ひょっとして俺達……」

「あぁ……まさか……とは思ったが、先生についていけば、ひょっとしたら……」

（やめて、君達。俺にそんな期待に満ちた純じゆん粋すいな目を向けないで。心が痛いから）

　また、観客席通路の向こう側から、土ど壇たん場ばで負けてしまった四組の生徒と二組の生徒達が言い争いをしているのが聞こえてくる。

「……ちっ！　たまたま勝ったからっていい気になりやがって……ッ！」

「たまたまじゃない！　これは全部、グレン先生の策略なんだ！」

「そうだそうだ！　お前らはしょせん、先生の掌の上で踊おどっているに過ぎないんだよ！」

「な、なんだと!?　くっ……おのれ二組、いきがりやがって！　俺達四組はこれから、お前達二組を率そつ先せんして潰つぶしにいくからな！　覚かく悟ごしろよッ!?」

「返り討うちにしてやるぜ！　なんてったって俺達にはグレン先生がついているんだ！」

「ああ、先生がいる限り、俺達は負けない！」

（やめて、君達。本当にやめて。もうこれ以上、ハードル上げないで、お願い）

　グレンは心の中で冷ひや汗あせをかいていた。

「あの……先生？　なんか顔色悪いですよ？　その、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あぁ、ルミア……お前だけが心のオアシスだ……」

「……？」

　どこか憔しよう悴すいしきっている様子のグレンに、ルミアはきょとんと首をかしげた。




「あっはははははははははははははははは！」

　女王の貴賓席に相席を許される栄えい誉よを賜たまわった学院の魔術教授セリカは、誰だれもが予想だにしなかった『飛行競争』の結末に、女王の御ご前ぜんであることも忘れて膝ひざを叩たたきながら大笑いしていた。場所が場所ならば即そく座ざに斬きって捨てられてもおかしくない暴挙である。

　実際、女王の背後に控ひかえる侍じ女じよ長エレノアは露ろ骨こつに眉まゆをひそませ、貴賓席の周囲を警けい邏らするゼーロス達王室親衛隊の面々は不ふ愉ゆ快かいそうにセリカを睨にらみつけた。

　だが、この自由奔ほん放ぽう唯ゆい我が独どく尊そんを地で行く大陸最さい高こう峰ほうの女魔術師はどこ吹ふく風だ。

「はしたないぞ、セリカ君。陛下の御前だよ。そんな風に笑うのは不敬ではないかね？」

　同じく貴賓席に相席する学院長リックが、ため息交じりにセリカをたしなめる。

「あー、いや、すまんすまん。悪かったな、陛下。許してくれ」

　だが、セリカに反省の色は欠片かけらもないようだった。
















「セリカ様。流石さすがに陛下に対するそのような口の利きき方は……」

　流石に見み逃のがせず、エレノアが苦言を申し立てようとするが──

「いいんですよ、エレノア」

　女王陛下──アリシアはそんなセリカの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度にも気分を害した風もなく、穏おだやかに笑っていた。

「彼女と私は旧知の仲、私が子供の頃ころから色々とお世話になった友人でもあります。それに、今回の私の訪問はアルザーノ帝てい国こく女王としての公的なものじゃありません。将来、帝国の未来を支える若者達の、飾かざらないありのままの姿をこの目で拝見するための、帝国一市民アリシアとしての私的な訪問なのです。堅かた苦くるしいことはなしですよ？」

「それはそうですが、陛下。これは我々学院側の体面もあってですね……」

「賓ひん客かく歓かん待たい礼式を国賓式ではなく、貴賓式にさせたでしょう？　ほら、今日の私は貴方あなた方ほどの大人物が一方的に平服しなければならない相手じゃありませんよ？」

「そ、そんな、恐おそれ多い……むぅ……」

　困ったようにリックがこめかみを押さえてうめいた。

「楽しそうですね、セリカ」

「ああ、楽しいよ、アリス」

　アリシアの言葉に、セリカはアリシアの幼少の頃の愛あい称しようで応じた。

「実に胸がすく思いだ。最近の魔術競技祭に権けん威いを求める、くっだらない風潮にはうんざりしてたんでね。勝つために成績上位者しか出場させないとか、もうね、アホかと。ったく、なんのための『祭』なのか、ちょっとは足りない頭で考えろというんだ」

　こらえきれないかのように、セリカはくっくと含ふくみ笑いを続ける。

「しかし、そのグレンという講師の方の戦術眼は凄いのですね」

　アリシアは先ほど、セリカからこの勝負の裏に潜む落とし穴について聞かされている。

「まーさか。あいつは多分、なーんにも考えちゃいないよ」

　だが、セリカはあっさりとそれを否定する。

「クラス四十人全員使う選せん択たくも、ペース配分重視の戦術も全部たまたまだ。それが本当にたまたま上手くいっただけだ。なにせ、あいつは基本どこまでも凡ぼん人じんだからな。ただ、それなりに努力はしたというだけの」

　だが、とセリカは言葉を続ける。

「間違いなく凡人のはずなのに、凡人以外の何者でもないのに、あいつは、なぜかいつも予想外のことをやってくれる。そういう星の下に生まれてきたんだろうな。昔からそうだったよ。だろ？　女王陛下殿どの？」

　セリカはそう言って、アリシアにウインクを飛ばした。

　意味深なセリカの言動に、アリシアは少しだけ言葉を選ぶように沈ちん思しして──

「そう、ですね。ええ、彼はそんな子でした……」

　懐なつかしむように微笑ほほえんでいた。




　それからもグレンのクラスの快かい進しん撃げきは、奇き跡せき的に続いた。

　成績的には平へい凡ぼんな生徒が初しよっぱな三位という好成績を収めたことが特に効いたのだ。

　自分達でもやればできる、戦える。勝負事においては士気の高さが何よりも重要であることを体現するかのような二組生徒達の奮闘ぶりだった。

　さらに、使い回される他クラスの成績上位者が後に残された競技のために、魔力を温存しなければならないのに対し、グレンのクラスの生徒達はその競技だけに全魔力を尽つくせるという構造的有利。

　グレン本人すら気付いていなかったが、精神論を否定していたはずの他クラスの講師達が、実は魔術師としての体てい裁さいや格式に拘こだわった非合理的な戦術を指導してしまっていたことに対し、過去に生きるか死ぬかの軍生活が長かったグレンは、表向き精神論を掲かかげていたが、勝つという一点に関してはどこまでもシビアで合理的な戦術を指導していたこと。

　様々な要因が、グレンのクラスと他のクラスの地力の差を埋うめていた。




『あ、中あてた──ッ!?　二組選手セシル君、三百メトラ先の空そら飛とぶ円えん盤ばんを見事、【ショック・ボルト】の呪じゆ文もんで撃うち抜ぬいた──ッ!?　「魔術狙そ撃げき」のセシル君、これで四位内は確定!?　またまた盛せい大だいな番ばん狂くるわせだぁああああああ──ッ!?』

「や、やった……動く的に狙ねらいをつけるんじゃなくて、動く的が狙いをつけている空間にやってくるのを待ってろっていうグレン先生の言うとおりだ……これなら……ッ！」

　成績が平凡な生徒達は、予想外の奮戦をして……




『さぁ、最後の問題が魔術によって空に光の文字で投射されていく──これは……ちょっと、おいおい、まさかこれは──な、なんとぉ!?　竜りゆう言げん語ごだぁあああ──ッ!?　竜言語が来ましたぁあああ──ッ!?　これはえげつない！　さっきの第二級神性言語や前期古代語も大たい概がいだったが、これはそれ以上ッ!?　出題者、解答者達に正解させる気がまったくないぞぉ!?　さぁ、各クラス代表選手、【リード・ランゲージ】の呪文を唱えて解読にかかるが、ちょっと流石にこれは無理──』

「わかりましたわッ！」

『おおっと!?　最初に解答のベルを鳴らしたのは二組のウェンディ選手！　先ほどから絶好調でしたが、いくのかッ!?　まさか、これすら解いてしまうのか──ッ!?』

「『騎き士しは勇気を宗むねとし、真実のみを語る』ですわ！　メイロスの詩の一節ですわね！」

『いった──ッ!?　正解のファンファーレが盛大に咲さいたぁ──ッ!?　ウェンディ選手、「暗号解読」圧勝──ッ！　文句なしの一位だぁあああ──ッ！』

「ふふん、この分野で負けるわけにはいきませんわ。とはいえ……もし、神話級の言語が出たら、いきなり共通語に翻ほん訳やくするのではなく、いったん新古代語あたりに読み替かえろっていう先生のアドバイスには感謝しないといけませんわね……」

　成績上位者は安定して好成績を収め続ける。

　観客席も二組が参加する競技が始まる時は特に盛り上がった。

　住む世界の違ちがう成績上位者のみで構成されるクラスより、より住む世界の近いグレンのクラスの方が見ていて熱が入るのだろう。

　そのクラスを率いるのが、良くも悪くも色々と話題の尽きない噂うわさの新人講師ということもある。いずれにせよ、二組は今回の魔術競技祭の注目の中心にあった。

　だが──

（まぁ……地力の差は大きい、か──）

　二組の待機観客席にて。自分のクラスの生徒達がハイテンションで盛り上がりに盛り上がる中、グレンは一人冷静に戦せん況きようを見つめていた。

　グレンは競技場の端はしに据すえられた得点板を見み据すえる。

　現在、グレンのクラスは十クラス中の三位。ハーレイのクラスは一位である。

　一位から三位までは、それほど大きな得点差はない。だが、じりじりとハーレイのクラスに離はなされている感は否いなめなかった。

（ていうか、まぁ、よくここまで食い下がったもんだ）

　本来ならば、ぶっちぎりの最下位で当然なのだ。

（お前ら、えらい。本当に俺の言うことを信じて、この一週間、皆みんな、本気で一生懸けん命めい頑がん張ばって来たんだな……）

　思い返せば、グレンは当初、魔術競技祭になど欠片も興味なかった。そもそも、この学院出身だというのに、素すで競技祭のことなど忘れていたし、さらに競技祭に熱を入れることになったのも、元はと言えば金のためだ。それが噓うそ偽いつわりない事実だった。

　だが、こんなにも皆で一丸となって、楽しそうに、一生懸命に勝負に挑いどみ、皆で応おう援えんし合っている自分のクラスの生徒達の熱い姿を見ていると──

「……ったく、勝たせてやりたくなっちまうだろうが……あぁ、面めん倒どう臭くせぇ」

　グレンは誰にも気付かれることもなく、ひとりごちていた。

（だが、どうする？　ここまで健けん闘とうできていること自体、まぐれっつーか、奇跡の賜たま物ものなわけで、地力の差は歴然としているぞ……）

　今は勢いだけで誤ご魔ま化かしているが、競技が進行すれば進行するほど、本来の地力の差が現れ、じりじりと突つき放されていく展開になるであろうことは容易に想像がつく。

　個人競技の多かった午前と比べ、午後は配点の大きな集団競技が多い。逆転が狙えるとしたらここだ。そして、逆転するためには、依い然ぜん、最高レベルの士気が必要だ。

　グレンのクラスは三位。午前中に後、一つ順位を上げておきたい。

　それが成せれば──午後にまさかの可能性が、ある。

「確か、次が午前の部で最後の競技だよな……えーと、なんだったか……？」

　グレンが手元のプログラム表を開いた。

　それをしばらくの間、じっと見つめて……

「……なるほど。ひょっとしたら、いけるかもな」

　グレンはにやりと笑った。




　魔術競技祭、午前の部、最後の競技が始まる前の空き時間にて。

「ねぇ、先生……」

　その時、気が気ではなかったシスティーナは、隣となりでだらしなく腰こしかけるグレンへ不安そうに声をかけた。

「その……今からでも、ルミアを他の子に変えない？」

「はぁ……？」

　いかにも、お前何言ってんの？　みたいな表情をシスティーナに向けるグレン。

「だって、あの子の競技は……」

　システィーナは中央のフィールドに目を向ける。そこには次の競技に備えて待機する生徒達の姿があった。出場者は十人、等とう間かん隔かくで円を描えがくように定位置に並んでいる。その中の一人に、やや緊きん張ちようした面おも持もちでたたずむルミアがいる。

「『精神防ぼう御ぎよ』……やっぱり、こんな過か酷こくな競技、あの子には無理よ……ッ！」

　システィーナは必死にグレンへ訴うつたえかけるが、グレンはどこ吹ふく風だ。

　競技『精神防御』。精神汚お染せん攻こう撃げきへの対処法は魔術師の必ひつ須す技能の一つであり、この競技はその能力を競きそうためのものである。具体的には精神作用系の呪じゆ文もんを、白しろ魔ま【マインド・アップ】と呼ばれる自己精神強化の術を用いて耐たえるという形で競わされる。そして、少しずつ受ける精神汚染呪文の威い力りよくは上がっていき、最終的に正常な精神状態を保って残った者が勝者となる敗者脱だつ落らく方式の耐たい久きゆう勝負だ。

「見てよ！　他のクラスの出場者は皆、男の子じゃない！　女の子はルミアだけよ!?」

　システィーナの指し摘てき通り、いかにも精神的にタフそうな男子生徒達が揃そろい踏ぶみする中、ルミアだけが紅一点だ。

「お、おい……見ろよ……大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

「女の子がこの競技に出場するなんて……」

「あのクラスの担当講師は一体、何、考えてるんだ……？」

　そんなルミアの姿に違い和わ感を覚えているのは、システィーナだけではないらしい。観客席の四方から戸と惑まどいの声が上がっていた。

　そんな空気を読めてないのか、あるいは読んでいるのか。

　ルミアは困こん惑わくの視線を一身に集めながらも、観客席に座る自分のクラスメイト達に向かって小さく手を振ふりながら、にこにこと笑っていた。

「ははっ……あなたもひどい人だ、先生」

　グレンの背後から皮肉げな笑いと言葉が上がった。システィーナがちらりと横目を向ければ、そこには口の端はしにひねた笑みを浮うかべるギイブルが座っていた。

「あなたは去年の競技祭の時、この学院にいなかったから、この競技の過酷さを知らなくても無理はないのでしょうがね。この『精神防御』……去年は軽度の精神崩ほう壊かいを起こして三日間くらい寝ね込こむ者が続出したんですよ？　そんなことも調べてないんですかね？」

「…………」

　グレンは無言だった。

「それにほら、見てくださいよ。彼女の隣を」

　ギイブルはルミアの右みぎ隣どなりにいる生徒を指差す。

　そこにはやたら迫はく力りよくのある生徒がいた。魔術師らしからぬがっしりとした体格はルミアの二回りも三回りも大きい。赤く染めた髪かみに、日焼けした浅黒い肌はだ。顔立ちは常に何かに苛いら立だっているかのような強面こわもて、夜道で不意に出会った女子供の誰だれもが泣いてしまうこと請うけ合いだ。指輪やネックレス、ピアスにブレスレットなど、なんの魔術的効果もない銀細工のアクセサリを体の至る所に身につけており、制服の袖そではまくりあげられ、肩かたに入れ墨ずみの入った筋肉質な腕うでがさらされている。

　道を歩けば、往来の札付きチンピラすら避さけて歩きそうな、威い圧あつ感と迫力をまとうその生徒の名は──

「五組のジャイル。没ぼつ落らく貴族や商家の次男三男が集まる不良チームの頭だの、暴力事件を起こしてよく警備官のお世話になっているだの、色々と悪い噂が絶えない生徒さ」

　ふん、とギイブルは忌いま々いましそうに鼻を鳴らした。

「だが、それでも彼は去年の『精神防御』の勝者だ。それも、他の追つい随ずいを許さぬほどの大差をつけた、ね。やれやれ、素行はともかく精神力の強さだけは本物らしい」

「た、確かに……気合い入ってそうな人だしなぁ……」

　システィーナが納なつ得とくしたようにうめく。基本、誰もがインテリ然と澄すましているこの学院の生徒達の中で、ジャイルの異い彩さいぶりは見ていて目眩めまいがするほどだ。

「ま、彼のことはさておいて、です。先生、いくらなんでもこの競技に初出場のルミアを彼にぶつけるのは酷こくなんじゃないですかね？」

「…………」

「事実、いくつかのクラスはジャイルが出場するというだけでこの競技を捨てにかかっている。ハーレイ先生の一組に至っては、この競技に限り足手まといの成績下位者を特別に送り込んでいる始末だ。まぁ、合理的な判断ですね。この競技は一位抜ぬけの人にしか得点が入りませんし、下手に主力を送り込んで壊こわされてしまったらたまりませんから」

「…………」

「まさか……とは思いますが。先生、彼女……ひょっとして捨て石のつもりですか？」

　そんなギイブルの言葉に、システィーナがはっとしたようにグレンの横顔を見る。

　グレンは手を組んで顎あごをのせ、両りよう肘ひじを両りよう膝ひざの上にのせた格好で沈ちん黙もくを保っている。

「ああ、なるほど。彼女は治ち癒ゆ系の白魔術は得意ですが、それ以外はそうでもない……そこそこ、こなしはしますがね。今回、治癒系の呪文が役に立つような競技がない以上、他の戦力温存のために、彼女をここで使うのは実に合理的だ……」

「…………」

「ははっ、いやいや、たいした戦術眼ですよ、先生。吐はき気けがしますがね」

　グレンは無言。先ほどから何も言わずに目を閉じたまま、だ。

　その沈黙は……何よりも雄ゆう弁べんな肯こう定ていなのではないだろうか。

「先生……噓うそ、ですよね？　先生に限って、そんなことするわけないですよね……？」

　システィーナが不安げにグレンに呼びかける。

　だが、グレンが返答する気配はない。グレンのことを信じてはいるつもりではあるが、その態度はどうにも不安にさせられる。

「先生、何か言ってくださいよ……先生……先生ったら！」

　矢やも盾たてもたまらず、システィーナがグレンを揺ゆさぶると……

　がくん、とグレンの体が傾かしいだ。

「ｚｚｚ……」

　よくよく見れば、グレンは涎よだれを垂らして、いつの間にか盛せい大だいに眠ねむりこけていた。

　人の話など何一つ聞いちゃいなかった。

　システィーナとギイブルが頰ほおを引きつらせながら数秒間、たっぷりと絶句して。

「この、起きろぉおおおおおおおお──ッ!?」

「ぐぼぁはぁあああ──ッ!?」

　システィーナ渾こん身しんのボディブロウが、グレンの脇わき腹ばらに良い角度で刺ささった。

「な、何しやがるんだ、この白しろ猫ねこッ！　せっかく人が節約待機モード入ってんのに!?」

「うるさい！　わけのわかんないこと言わないでッ！」

　そして、システィーナは遠くにいるルミアを指差し、まくし立てる。

「それよりも、今のギイブルの話、本当なんですか!?　本当にルミアを戦術的な捨て石としてこの競技に送ったんですか!?」

「はぁ……？」

「もしそうだったら……いくら先生でも、私、絶対に許さないんだから……ッ！」

　微かすかな怒いかりと戸惑いに肩を震ふるわせ、システィーナが必死にグレンを睨にらみつけてくる。

「……話がまったく読めんが」

　グレンは面めん倒どう臭くさそうに頭をがりがりと搔かいて、言った。

「ルミアが捨て石？　……はぁ？　お前ら、何言ってんの？」

「え？」




（ああ、なんか緊張してきたなぁ……）

　競技開始までのわずかな間。ルミアは周囲を見み渡わたしながら適当に時間を潰つぶしていた。

　自分のクラスメイト達が座っている観客席を遠目に眺ながめれば、システィーナがグレンの脇腹を殴なぐりつけている見慣れた光景が小さく見えた。また何かあったのだろうか？

（システィも素す直なおじゃないなぁ……）

　ルミアが微笑ほほえましくそんなことを思っていると。

「……おい、そこの女」

　隣から嚙かみつくような野太い声が浴びせかけられた。

　ルミアが目を向ければ、そこには仏ぶつ頂ちよう面づらをしたジャイルがこちらを睨んでいる。

「悪いことは言わねえよ。今からでも棄き権けんしな」

「！」

「この競技はお前みてえな女子供に務まるヤワな競技じゃねえ……医務室のベッドで精神浄じよう化か受けるハメになりたくなけりゃ、とっととすっこんでろ」

　普ふ通つうの女子生徒ならば、思わず竦すくみ上がってしまいそうなほどの威い圧あつ的な恫どう喝かつに加え、飢うえた野や獣じゆうのような眼光がルミアを射い貫ぬく。だが──

「あはは、ええと、確か……五組のジャイル君だったよね？　私のこと、心配してくれてるの？　ふふ、優やさしいんだ」

「……あぁ？」

　まったく予想外の反応に、逆にジャイルが毒気を抜かれて戸惑った。

「大丈夫だよ、私。クラスの皆みんなも一生懸けん命めい頑がん張ばってるんだもの。私だって頑張らなきゃ」

「ちっ……ああ、そうかい。後こう悔かいしねえことだな」

「それに……ジャイル君の五組は確か、今、二位だったよね？」

「……ふん、くだらねえ。それがどうかしたか？」

「私のクラスが今、三位だから……もし、私がジャイル君に勝ったら……順位、入れ替かわっちゃうね？」

　そう言って、ルミアは立てた人差し指を口元に当て、いたずらっぽくウインクする。

「……面おも白しれぇ」

　ジャイルがウサギを見つけた狼おおかみのごとく獰どう猛もうに笑った。

　正直、ジャイルはクラスの勝ち負けなど興味がなかった。そもそも魔術競技祭などどうでもよかったし、今、こうしてこの場にいるのも、いけ好かない担当講師やクラスメイト達がまるで腫はれ物ものを扱あつかうような態度で、びくびく頼たのみ込んできて鬱うつ陶とうしいから、仕方なく出場してやっているだけのことだ。

　だが、誰もが恐おそれて近寄らない自分に対し、こんなか弱そうな小こ娘むすめがこれほどわかりやすく『挑ちよう戦せん』してきたのだ。燻くすぶる餓が狼ろうのような闘とう争そう心に火が点つくのは必然だった。

『あー、あー、音おん響きよう術式テス、テス。えー、時間になりましたので、ただ今より「精神防御」の競技、開始します！』

　響ひびき渡わたる実じつ況きようの音声に、観客席から歓かん声せいが上がる。

『ではでは、今年もこの方にお出まし願いましょう！　はい！　学院の魔術教授、精神作用系魔術の権けん威い！　第六階梯セーデ、ツェスト男だん爵しやくです！』

　すると、参加生徒達が組んでいる円えん陣じんの中心に、突とつ如じよどろんと煙けむりが巻き起こり、燕えん尾び服ふくにシルクハット、髭ひげといった伊達だて姿の中年男性が現れた。

「ふっ、紳しん士し淑しゆく女じよの皆みなさん、ご機き嫌げんよう。ツェスト＝ル＝ノワール男爵です」

　比ひ較かく的てき簡単な短たん距きよ離り転移魔術で、芝しば居いげたっぷりに現れた男が一礼する。

「さて、それでは早さつ速そく、競技を開始しよう。選手諸君、今年はどこまでこの私の華か麗れいなる魔技に耐たえられるかな……？」

　ごくり、と。参加選手達の何人かが唾つばを吞のんだ。

『それでは第一ラウンド、スタート！　ツェスト男爵お願いします！』

「それではまず、小手調べに恒こう例れいの【スリープ・サウンド】の呪じゆ文もんあたりから始めてみようか……いくぞ！」

　こうして、『精神防ぼう御ぎよ』の競技が始まった。

「《身体からだに憩いこいを・心に安らぎを・その瞼まぶたは落ちよ》」

　ツェストが白魔【スリープ・サウンド】の呪文を唱える。

「《我が御み霊たまよ・悪あしき意思より・我が識しき守りたまえ》」

　同時に、生徒達が対抗呪文カウンター・スペルとして白魔【マインド・アップ】を唱えていく。

　生徒達が呪文を完成させた直後、ツェストが自分を取り囲む十人の生徒へ、等とう威い力りよくで一いつ斉せいに術をかけた。音おん叉さを叩たたいたような音が波は紋もんのように周囲に染しみ渡っていった。

　呪文の威力が場に拡散していき──

『ね、寝ねた──ッ!?　第一ラウンドでいきなり脱だつ落らくしたのは一組、ハーレイ先生のクラスだぁあああああ──ッ!?』

　地べたに倒たおれ伏ふしてぐっすりとお眠りになった生徒に、観客の失しつ笑しようが集まった。

『ちょ、これ完全に捨て駒ごまだ──ッ!?　やる気なさ過ぎでしょハーレイ先生ッ!?』

「うーむ、私としては、もうちょっと耐えて欲しかったのだがね……」

『まぁ、去年の覇は者しや、五組のジャイル君いますからねー、きっと主力温存作戦でしょう。彼の勝利がもう決まっているようなものですから、イマイチ盛り上がりも欠けますしね。というわけで、実況の僕としては、紅一点、二組のルミアちゃんがどこまで残れるか……これが見所だと思うんですけど、どうです？　男爵？』

「ふっ、そうだな。可か憐れんな少女がどこまで私の精神操作呪文に耐えてくれるか、いたいけな少女の心をどのように汚お染せんし尽つくしてやるか、実に楽しみだ……ふひ、ふひひ……」

　男爵が気持ち悪い薄うすら笑いを浮うかべながら、ルミアを一いち瞥べつする。

　流石さすがのルミアも、これには脂あぶら汗あせを垂らして思わず一歩引いていた。

『うわぁ……ここで男爵、まさかの嫌いやな性せい癖へき大暴ばく露ろ……ていうか、男爵ってまさかそういう変態的な人だったんですか？』

「何を言うか、私は断じて変態ではないッ！　私はただ、喪そう心しんしちゃったり、心が病やんじゃったり、混乱しちゃったり、恐きよう慌こうを起こしちゃったりした女の子の姿に、魂たましいが打ち震えるような興奮を覚えるだけだッ！」

『変態だァアアアアアアアアア────ッ!?』




　あいつ、クビにしよう。学院長リックが密ひそかにそう心に決めたことも露つゆ知しらず、男爵は次々と威力を高めながら精神操作系の呪文を唱えていき、生徒達も必死に【マインド・アップ】を唱えて対たい抗こうし、ラウンドは着々と進んでいった。

『ツェスト男爵の白魔【コンフュージョン・マインド】の呪文、決まった──ッ!?　うわぁ、やばい!?　八組の選手耐えきれなかったぁあああ──ッ!?』

「あばばばばばばばばばば……暑い！　暑い！」

「ぎゃああああ──ッ!?　ちょっと君！　男子生徒に脱ぬがれても私はちっとも嬉うれしくないのだが!?　どうせならルミア君──」

『おい、やめろ！　少しは欲望隠かくせよ、このバカ男爵！　救護班、早く八組の人連れてって！　精神浄化！　精神浄化！』




「次は白魔【マリオネット・ワーク】だ！　皆を私の操あやつり人形にしてせんじよう！　さぁ、踊おどれ！」

『ぷっ！　だっははは──ッ!?　耐えきれなかった十組の選手、踊りだした──ッ！　ていうか男にセクシーダンス踊らせんな、バカ男爵！　キモいんだよッ!?』

「……ちっ」

『ちょ、男爵、アンタ何、ルミアちゃんの方見て舌打ちしてんの!?　いい加減にしろよこの変態エロ親父おやじッ!?』




　吹ふき荒あれる精神汚染呪文の嵐あらし。大方の予想通り『精神防御』の競技は去年同様、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずの様相を成し始めていた。

　だが、盛り上がる競技フィールドとは裏腹に、当初、観客席は冷めていた。なにしろ傍はた目めには地味な競技だし、何より結果がもう見えているのだ。

　五組のジャイルが勝つ。それが大方の予想であり、実際、どんどん威力が高まる精神汚染呪文を前に、ジャイルは冷めた目で平然と立っている。




「だ、男爵……俺、実は男爵のことがずっと好きで……」

「ぎゃああああ──ッ!?　嫌ぁああああ──ッ!?　じ、蕁じん麻ま疹しんがぁあああッ!?」

『く、腐くさったぁああああ──ッ!?　男爵の下心全開の白魔【チャーム・マインド】！　ド裏目だぁああああ──ッ!?　ていうか、ホント誰だれかなんとかしろよ、この変態犯罪貴族！　救護班はとりあえず精神浄化！　ついでに男爵の頭も浄化したれ！　早く！』




「今度は白魔【ファンタズマル・フォース】の呪文で、名状し難がたき冒ぼう瀆とく的な何かの幻げん影えいを見せてせんじよう！　我が秘ひ奥おうが魅みせる宇宙的脅きよう威い、存分におののくがよい！」

「ぁああああああああああ──ッ!?　嫌だぁああああああああああ──ッ!?」

「うわぁああああ──ッ!?　やめろぉお!?　それだけはヤメロォオオ──ッ!?」

「ああ、窓に!?　窓にィ──ッ!?」

『正気を失い、狂きよう気きにのたうつ選手達！　ちょ、やり過ぎでしょ男爵!?　救護班、精神浄化急いで！　ていうか毎年思うんだけど、なんでこの競技、禁止になんないの!?』




　だが、ラウンドが進んでいくうちに、ざわざわと観客席はどよめき始めた。

　この過か酷こくな競技、真っ先に脱落すると思われていた二組のルミアがいつまでも残っている。しかも他の選手達のように頭をかきむしったり、爪つめを嚙みながら必死に耐えようとしているわけではなく、平然としているのだ。まるでその隣となりのジャイルのように。

　あれ？　ひょっとして……まさか？

　観客席の生徒達の疑念は段々大きくなっていき──

　それは次し第だいに期待へと変わっていき──




『九組脱落──ッ!?　なんと、誰が予想したかこの展開──ッ!?　これで五組代表ジャイル君と、二組代表ルミアちゃんの一いつ騎き討うちだぁあああああ──ッ!?』

　この予想外の展開にいつの間にか観客達は盛り上がり、今、大だい歓かん声せいを上げていた。

「う、うそ……」

　観客席でルミアを見守っていたシスティーナは啞あ然ぜんとしていた。

「こ、こんなことが……ここまで強かったのか……彼女……」

　常に冷めた態度を崩くずさないギイブルも動どう揺ようを隠かくせないようだった。

　そんな二人にグレンは面めん倒どう臭くさそうに言った。

「白魔【マインド・アップ】は、素すの精神力を強化させるだけの呪文だ。元々の精神制せい御ぎよ力が強い者ほど……要するに肝きもが据すわっている奴やつほど大きな効果がある。で、うちのクラスにルミアより精神力が強い奴はいない」

「あの子が……？」

　ん、とグレンは頷うなずいた。

「あいつは常人とは心構えっつーか、在り方がなんか違ちがうんだよ。まるで平時からいつだって死ねる覚かく悟ごを固めているような……ある意味、異常な人種だ。素の精神力の強きよう[image: 靭]じんさでルミアに敵かなう奴はなかなかいやしない」

「そ、それであの子をこの競技に……？」

　システィーナは、ふと、一ヶ月ほど前に学院で起きたテロ事件を思い出す。言われてみれば、あの時のルミアはテロリストの外げ道どう魔術師達を相手に一歩も引くことなく、毅き然ぜんとしていた。少し間違えばすぐに殺されるかもしれなかったというのに。

「しっかし、まぁ、なんだ……あのジャイルとかいう奴も大たい概がいだな。一体、どういう修しゆ羅ら場ば潜くぐって来たんだ？　あいつ……」

　グレンは呆あきれ顔で、ルミアと同じく平然とその場に残り続けるジャイルを見る。

「……ルミアに任せりゃ楽勝だと思ったんだがな。仕方ない、万が一の時は……」

　親友を夢中で応おう援えんするシスティーナのかたわら、グレンは一人静かに覚悟を固めていた。




　一方、競技フィールド上では、この予想外の展開に男だん爵しやくも困こん惑わく気味だった。

「むぅ、なんと……ジャイル君はともかく、まさかルミア君がここまで粘ねばるとは正直予想外だったよ……ちっ」

『……ちょっと、男爵。なんで微び妙みように悔くやしそうなんですかね？』

「さて、そろそろ白魔【マインド・ブレイク】の呪文に行ってみようか」

　実じつ況きようの突つっ込こみを華麗に無視して、ツェスト男爵は次の呪文を宣言する。

『とうとう来ました！　第二十七ラウンドからは【マインド・ブレイク】だ──ッ!?　この呪文はあらゆる思考力を一時的に破は壊かいする、精神操作系の白魔術の中では最も高度で危険な呪文の一つ！　下手をすると相手を一いつ瞬しゆんで廃はい人じんに追いやってしまうこともある恐きよう怖ふの呪文だぁあああああ──ッ!?』

「いくらなんでもそこまで強くは唱えぬよ。せいぜい三日くらい放心状態で寝込む程度に抑おさえる！　倒れた場合、ルミア君の治ち療りようと看病は私が責任持ってせんじよう！」

『……ジャイル君の看病は？』

「──いざ行くぞッ！」

　そして、ツェスト男爵が粛しゆく々しゆくと【マインド・ブレイク】を唱えた。

　応じて、ルミアとジャイルも【マインド・アップ】を唱える。

　男爵の呪じゆ文もんが起動し、キーンとかん高い金属音が辺りに響ひびき渡わたって……

「ふむ、大だい丈じよう夫ぶかね？　二人とも。大丈夫ならば返事を──」

「……ちっ。この程度がなんだっつうんだよ」

「──はい、私も平気です」

　一瞬、返答に間があったが、しっかりとした目で二人が応じた。

『なんと【マインド・ブレイク】すら耐たえたぁあああ──ッ!?　凄すごい！　この二人は本当に凄いぞぉおおお──ッ!?』

　この熱い展開に、どっと沸わき立つ観客席。

　洪こう水ずいのような歓声と嵐のような拍はく手しゆの中、ジャイルがルミアに声をかける。

「ふん。お前……女のくせにやるじゃねえか。ここまで気合い入ってるやつは野や郎ろうでも、めったにいやしねえ」

「そ、そうかな？」

「へっ。だが、そろそろきついんじゃねえか？　脂あぶら汗あせ浮ういてるぜ？」

「あ、あはは……わかる？　うん、実は結構、きついかも……今も一瞬、くらっとしちゃったし……」

「棄き権けんしたらどうだ？　三日昏こん睡すいは嫌だろ？」

「心配してくれてありがとう、ジャイル君。でも……だめ。私だって負けるわけにはいかないんだ」

　気き丈じように笑うルミア。誰がどう見ても、やせ我が慢まん感がありありと見て取れた。

　ジャイルがやれやれと肩かたをすくめる。

「はっ……わからねえな。どいつもこいつもが自己顕けん示じ欲と名めい誉よ欲にまみれたこのクソくだらねえ競技祭ごときに……一体、何がお前にそこまでさせている？」

「先生が言ってたの。俺達は全員で勝つって。皆みんなは一人のため、一人は皆のためにって」

「先生？　あぁ、お前んトコのあの噂うわさのアホ講師か。ふん、余計わからんな。そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい義務感のどこに……」

「楽しいの」

　ルミアの端たん的てきな言葉に、ジャイルが押し黙だまる。

「皆と一いつ緒しよにね、何か一つのことを目指すって凄く楽しいよ？　ジャイル君。先生のおかげで私も初めて知ったんだ。だから、私も頑がん張ばらなきゃ」

「…………ふん、そうかい」

　それ以降、ジャイルはルミアに対して何一つ言わなくなった。堅かたい信念を持って立ち塞ふさがる好敵手に語る言葉などない、ということなのだろう。

『では、次！　第二十八ラウンド──ッ！』

　いよいよ、勝負も佳か境きよう。観客席は盛り上がりに盛り上がっていた。

　その過熱ぶりは、まるで止まるところを知らないようだ。

「では……さっきよりもう少しだけ【マインド・ブレイク】の威い力りよくを上げよう。いくぞ、心の準備はいいかな、お二方！」

　ツェスト男爵が慎しん重ちように呪文の威力を調整しながら呪文を唱えていく。

　二度、三度と重ねられる呪文に、ルミアもジャイルも【マインド・アップ】を次々に唱え、【マインド・ブレイク】に耐えていく。

　続く、第二十九ラウンド。

　さらに、第三十ラウンド。

　じりじりとラウンド数が上がっていって──

　そして──第三十一ラウンド。膠こう着ちやく状態だった戦せん況きように変化が訪おとずれた。

『ああ──ッとぉおおお!?　ここでルミアちゃんがよろめいたぁあああ──ッ!?』

　初期と比べてかなり威力が上がった【マインド・ブラスト】の呪文によって、喪そう心しんを引き起こす金属音が辺りに一ひと際きわ強く、鳴り響いた瞬間。

　とうとう、【マインド・アップ】の守りを貫かん通つうしたのだろうか。

　ぐらり、とルミアの体が傾かしいでいた。

「……ッ！」

　バランスを崩したルミアは、がくりと片かた膝ひざを折って無言でうつむいている。

『一方、ジャイル君はまったく動じず仁に王おう立ちしたまま！　こ、これは流石さすがに決まったかぁあああ──ッ!?』

「大丈夫かね、君……ギブアップかね？」

「………………いえ」

　少し意識が朦もう朧ろうとしていたらしい。

　返答にラグが数秒あったが、ルミアは頭を振ふって気丈に顔を上げ、立ち上がった。

「……大丈夫です。まだ、行けます！」

　力強く言い放つその言葉と目にはまだまだ力が灯ともっている。

『な、なんとぉおおお──ッ!?　続行です、続行──ッ!?　まだまだ勝負の行方ゆくえはわからない──ッ!?』

　実況のアナウンスに観客達が総出で大歓声を上げた。紅一点だった少女の最後の奮ふん闘とうに会場のテンションは最高潮だった。ここまで来ると、誰もが見てみたいのだろう──可か憐れんな少女が屈くつ強きような男に勝つその光景を。

　会場の期待が渦うず巻まき、それに応じるように実況が声を張り上げ──

『では！　張り切って行きましょう！　次は第三十二──』

「棄権だ！」

　突とつ然ぜん、上がったその叫さけびに、会場が水を打ったように、しん、と静まり返った。

「……え？　先生？」

　その声に、ルミアが振り返る。

　そこには、いつの間にかやって来たグレンが立っていた。

『え、えーと？　今、なんておっしゃいましたか？　二組の担当講師グレン先生……』

「棄権だ、棄権。二組は第三十一ラウンドクリア時点で棄権だ。何度も言わせんな」

　微妙な沈ちん黙もくが競技場全体に流れていく。

『な、なんと……二組ルミアちゃん、棄権……これはまた、あっけない幕切れ……』

　実況が残念そうに呟つぶやいた、次の瞬間。

　ふざけんな、最後まで勝負させてあげろ、ひっこめ馬ば鹿か講師！

　嵐あらしのような大ブーイングが観客席から巻き起こった。

　だが、そんな大ひんしゅくの空気をまったく意に介かいさず、グレンは突然終わった勝負に放心するルミアの頭に手をのせ、ねぎらいの言葉をかけた。

「よくここまで頑張ったな、ルミア」

　はっと我に返り、ルミアがグレンに抗こう議ぎする。

「そ、そんな、先生！　私はまだ……」

「いーや、もういい。本当はお前、わかってんだろ？　今が限界だって。次はないって」

「……そ、それは……その……」

　見事に図星らしい。しゅん、とルミアはうつむいた。

「でも、優勝が……ここで私が勝たないと……」

「そりゃ確かに惜おしいがな。かと言って、流石にお前に三日間も昏睡させるような真似まねはさせられん。いや、本当によくやったよ。……だが、相手が悪かった」

　すまなそうに、グレンは目を伏ふせた。

　そして、ちらりと隣となりで仁王立ちしているジャイルに目を向ける。

「お前ならさしたる苦労もなく勝てると思ってたんだ。だが、あんな化け物がいたとは完全に予想外だった。キツかっただろ……マジですまん」

　すると、ルミアは小さく首を振って薄うすく微笑ほほえんだ。

「ううん、そんなことないです、先生。楽しかったですよ？　負けちゃったのはちょっと悔しいけど……私も皆のために戦えているんだって気持ちになれたから」

「……そうか」

　そんな二人をそっちのけに、実況の話題は勝者インタビューに移ったようだった。観客の意識を、なんとかブーイングからそらそうと実況者も必死のようだ。

『えー、それでは、去年に続いて見事、「精神防ぼう御ぎよ」の勝負を制した五組代表ジャイル君。何か一言お願いします』

「ふっ、流石だね、ジャイル君。……ん？　……ジャイル君？」

　呼びかけても、まったく微び動どうだにせず終始無言を貫つらぬくジャイルを不ふ審しんに思い、ツェスト男爵がジャイルの顔を覗のぞき込んだ。途と端たんに、その顔色が変わる。

『おや？　どうかしましたか？　男爵』

「じゃ、ジャイル君はすでに──」

『え？　ジャイル君がどうしたんですか？』

「た、立ったまま気絶している──」

『…………は？』

　今の今までグレンに対するブーイングの嵐だった場内が、再び静まりかえる。

『えーと？　ということは……？』

「……ルミア君の勝ちだろう。棄権したとはいえ、第三十一ラウンドをクリアできなかったジャイル君に対し、ルミア君は一応、クリアはしたからね」

　数瞬の間。そして──

『……な、なんとぉおおおお──ッ!?　なんというどんでん返し！　この勝負を制したのは紅一点、二組のルミアちゃんだったぁああああ──ッ!?』

　再び爆ばく音おんのような大だい歓かん声せいが渦巻いた。

「……せ、先生……？」

「……マジかよ」

　突然のことにルミアもグレンも目を白黒させていた。

「やったぁ！　やったじゃない！　ルミア！」

「きゃ!?」

　そんなルミアの背中に、誰だれかが体当たりするかのように抱だきついた。

「システィ？」

「もう、無茶するんだから！　もし、途と中ちゆうで辛つらくなったら我慢しないで大人しく棄権しろって言ったでしょ、この意地っ張り！　……でも、おめでとう。無事でよかった」

　見れば、二組の生徒達が観客席から飛び降り、一直線に駆かけ寄って来てルミアを取り囲み、その健けん闘とうを次々と口早に讃たたえてくる。

　ルミアは困ったような表情を浮うかべ、遠巻きにその様子を眺ながめるグレンに視線を送る。

　グレンは口元を笑みの形に歪ゆがめ、肩をすくめて、それに応じた。

　ルミアは一つ頷うなずいて、そして、クラスメイト達に振り返って──

「ありがとう、みんな！」

　嬉うれしそうに笑うのだった。

　それは何一つ曇くもりも憂うれいもない、花のような笑顔だった──




「……少しは安心したか？　アリス」

　セリカは、ルミアの試合を食い入るように見守っていたアリシアに声をかけた。

「……っ！　……はい」

　アリシアは、自分の応対を務めるセリカとリックが一ヶ月前の事件の後、最高機密であるルミアの正体を知らされた者達だったことを思い出して、頷いた。

「あの子が、良き師、良き友人達に恵めぐまれ、あんな風に笑う姿をこの目で確かく認にんすることができて……本当によかった」

「ったく、あの子のことをそこまで母親として愛しているなら、どうして最初から私に声をかけてくれなかったんだ。私がどうとでもしてやったのに……」

「それは……」

「無茶を言ってはいかんよ、セリカ君。きっと陛下には陛下の事情があったのだろう」

　リックが、たしなめるように口を挟はさむ。

「わかってるさ。ただ、統治正統性だの王室権けん威いの危機だの……そんな、くっだらない理由で実の母子が引き裂さかれなきゃならなかったことにムカついただけさ」

「……そうですね、私は……母親失格ですね」

　悔かい恨こんの表情でアリシアはうつむいた。

「アリスを責めてるわけじゃないさ。実際、お前はあの子を救うために相当無茶したんだろ？　王女が病気で崩ほう御ぎよしたように見せかけるために裏で物もの凄すごい工作をしたようだし、あの子の引き取り先も色々と手を回して……それにアイツから聞いたんだが──」

「いいんですよ。……いいんです」

　アリシアは、しぃ～っと口元に指を当て、あいまいに微笑んだ。

「私が裏で何をしたとしても、私が帝てい国こくと王家の威い信しんのために、あの子を捨てた事実は変わらないんですから……」

　そんなことを言われてしまっては、セリカは何も言えなくなってしまう。

「今日はとても満足しました。ずっと気がかりだったあの子の元気な姿を、遠くからとはいえ、こうしてこの目で見ることができたんですもの。これから先、もう二度とあの子の姿を見る機会はないのでしょうが……きっと、私は大だい丈じよう夫ぶです」

「…………」

「後はあの子が幸せになってくれることを祈いのるばかりです。なんだか長年の胸のつかえが取れた感じ。ふふっ、これで明日あしたから、なんの気き兼がねもなく政務に励はげめますね」

「…………」

「あ、もう少し欲を言えば、あの子の花はな嫁よめ姿すがたを一目見てみたかったのですが……流石さすがにそれは無理ですね。一市民の結けつ婚こん式しきに女王が参列するわけにもいきませんし」

「…………」

「あ、そうそう、結婚と言えば……さっき、あの子の試合を止めるためにグレンが割って入りましたが、あの子のグレンを見る目、何か怪あやしくありませんでした？　あの子、ひょっとしたら……ふふふ」

　まるで自分を納なつ得とくさせるように続くアリシアの独白に。

「……それでいいのか？　アリス」

　セリカはストレートに核かく心しんを突ついた。

「……え？」

「このまま遠くから見ているだけで、話も何一つせずに……本当にそれでいいのか？」

「それは……でも、そんなの無理なことで……」

「まったく、お前は私を誰だと思っているんだ？」

　やれやれとセリカが肩かたをすくめた。

「私は、北大陸に名高き第七階梯セプテンデ、セリカ＝アルフォネアだぞ？　全知全能──とまでは流石にいかんが、あらかたのことはできるんだぜ？　例えば、王室親衛隊の連中の目をごまかして、久しぶりに母娘おやこ水入らずで会う機会を作ってやる、くらいはな」

「……セリカ」

「で？　どうするんだ？　アリス。娘むすめに会いたいのか？　会いたくないのか？」

　セリカの誘さそいに、アリシアがどうしたものか迷っていると。

「今日、この時くらい、ご自分に素直になられてはいかがでしょうか？　陛下」

　意外なことに、迷えるアリシアに助け船を出したのは、先刻から静かにアリシアの背後に控ひかえ、ことの顚てん末まつを伺うかがっていたエレノアだった。

「エレノア？」

　思い出のロケットすら置いていくよう進言したあの用心深いエレノアが、まさかそんなことを言い出すとは思わなかったので、アリシアは驚おどろきに目を瞬しばたたかせていた。

「大丈夫ですよ、セリカ様は大陸屈くつ指しの魔ま術じゆつ師し。きっと悪いことにはなりませんわ」

「ほら、お付きの者はこう言ってくれてるぞ？」

　我が意を得たりとセリカがいたずらっぽく笑う。

　学院長リックは、その強ごう引いんなセリカの手引きに、密ひそかに苦く笑しようをこぼしていた。








第三章　女王と王女の邂かい逅こう









　学院生徒達で賑にぎわう魔術競技場──その観客席を通う通路の一角にて。

　黒を基調とした揃そろいのスーツと外がい套とうに身を包む、奇き妙みような男女の二人組がいた。

　一人は二十歳はたちほどの青年だった。藍あい色がかった長い黒くろ髪かみの奥から、鷹たかのように鋭するどい双そう眸ぼうが覗いている。すらりとした長身で瘦やせ肉だが骨太。その物もの腰ごしは、落ち着いていると称しようするよりはむしろ冷れい淡たんさを色いろ濃こく感じさせ、ナイフのように触ふれてはならない致ち命めい的な鋭さをどこかに隠かくしている──そんな雰ふん囲い気きの男である。

　もう一人はまだ十代半ばの少女だった。ろくに櫛くしも通されてない伸のび放題の青髪を後ろ髪だけうなじの辺りで雑に括くくり、印象的な瑠る璃り色の瞳ひとみは常に眠ねむたげに細められている。華きや奢しやで小こ柄がらなその肢し体たいや、精せい巧こうに整ったその細ほそ面おもてはアンティーク・ドールを想起させる。笑えばさぞかし魅み力りよく的に映るのだろうが、その相そう貌ぼうには表情という表情が死し滅めつしており、いかなる感情の欠片かけらすらも読み取れない。

　二人が着用する外套は要所要所を金属板やリベット、護まもりの刻印ルーンなどで補強されており、明らかに魔術戦用のローブであることがわかる。

　そんな二人の姿は、学院の生徒達で賑わう観客席において特に異い彩さいを放っていた。衣い装しようもそうだが、何より身に纏まとう雰囲気が明らかに堅かた気ぎのものではない。

　だが奇妙なことに、その二人に対して奇き異いの視線が集まることはない。まるで二人が道みち端ばたに落ちている石であるかのように、その存在が気に留まらないようだった。

「──グレン、だな」

　ぼそり、と。青年が冷淡に呟つぶやいた。

「……ん。どう見てもグレン」

　それに応じるように、少女も感情の色が見えない呟きをこぼす。

　二人の視線が注がれる先には、たった今、『精神防御』の終わった中央競技フィールド上で、金きん髪ぱつと銀髪の少女二人に挟まれて何か言い合いをしているグレンの姿があった。

「俺達に何も言わずに去って行ったと思ったら……こんな所に居たとはな」

　青年が冷れい酷こくに獲え物ものを見定める猛もう禽きんのような目でそう言うと、青年の隣となりの少女は無言で音もなく、グレン達がいる中央のフィールドに向かって歩き始めた。

「待て」

　威い嚇かくするような固い声と共に青年は手を伸ばし、少女の後ろ髪を無む慈じ悲ひに摑つかむ。

　がくん、と少女の頭が引っ張られ、後ろに傾かしいだ。

「……何をするの？　アルベルト」

　無表情のまま、少しも感情をにじませず、少女が青年に問う。

「それは俺の台詞せりふだ。何をする気だ？　リィエル」

　青年は青年で、その険しい猛禽の表情のまま、端たん的てきに問い返す。

　すると、リィエルと呼ばれた少女はさも当然とばかりにこう答えた。

「決まってる。……グレンと決着をつけに行く」

　ぐい、と。青年──アルベルトは摑んだリィエルの後ろ髪をさらに引っ張った。

「痛い。どうして引っ張るの？」

　言葉とは裏腹に、まったく痛くなさそうに、リィエルは淡たん々たんと応じた。

「余計な事はするな。任務を忘れたのか？」

「任務？」

　リィエルが少し考え込むように間を置いて。

「……グレンと決着をつけること？」

「……………………」

　アルベルトが険しい表情を微塵も揺るがさず押し黙だまる。二人の間に沈ちん黙もくが流れる。

「……今回、俺達に与あたえられた任務は二つ。その内の一つは、今、女王陛下の護衛を務める王室親衛隊の監かん視しだ」

「なぜ？　彼らはわたし達の仲間」

「俺達は一枚岩では無い。王室直系派、王室傍ぼう系けい派、反王室派、過激派極右、保守的封ほう建けん主義者、マクベス的革新主義左派、帝国国教会右派……さらに、それぞれに青い血側と赤い血側……アルザーノ帝国は様々な思想主義と派は閥ばつが渦うず巻まく混こん沌とんの魔ま窟くつだ」

「そう。わたしにはよくわからないけど」

「だろうな」

　また、二人の間に沈黙が流れる。

「右派の筆頭、王室親衛隊に最近不ふ穏おんな動きがあるとの情報が入った。異能者差別に対する新しい法案が円えん卓たく会で閣議されるようになって特に顕けん著ちよになったとの事だ」

「どうして？」

「世間一いつ般ぱん的に、異能者は悪あく魔まの生まれ変わりだと信じられている。そして、法は女王陛下の名の下もとに発令されるものだ。つまり、異能者を女王の名の下に法的に保護する事は神聖なる王室の威い光こうに傷がつく、と考えているからだ」

「そう。わたしにはよくわからないけど」

「だろうな」

　さらに、二人の間に沈黙が流れる。

「よって、俺達は王室親衛隊を監視している。その確率は限りなくゼロに近いが、今回の陛下の学院訪問を機に、連中は陛下に対し、何等なんらかの行動を起こす可能性がある。もし、そんな事態になれば、政府上層部の派閥争いに重大な影えい響きようを及およぼす事になるだろう」

「なるほど、わかった」

　リィエルは一つ頷うなずいて、合が点てんがいったように言った。

「話をまとめると、わたしはグレンと決着をつけなければいけない……そういうこと？」

「……………………」

　アルベルトが険しい表情を微塵も揺るがさず押し黙る。再び二人の間に沈黙が流れる。

「……ん。頑がん張ばってくる」

「頑張るな」

　再び歩き始めたリィエルの後ろ髪を、アルベルトが再び容よう赦しやなく引っ張った。

「アルベルトはグレンに会いたくないの？」

　二度邪じや魔まされたリィエルが、淡々と問う。

「……知れた事を。あの男には色々と言いたい事がある」
















　アルベルトは言こと葉ば尻じりに怒ど気きを微かすかに滲にじませて言った。

「そう。なら、わたしがグレンをボコる。アルベルトは色々言いたいことを言えばいい」

「だから、待てと言っている。俺達はあいつに会わない方がいい」

「なぜ？」

「久々、あいつの姿を見てわかった。あいつの居るべき世界は……やはり俺達が居るような血に濡ぬれた闇やみの世界ではなかったらしい」

　二人は再び競技場に目を向ける。何があったのか、グレンが銀髪の少女の足下で土下座している。金髪の少女が何かを言いながら銀髪の少女をなだめているようだ。

「あいつの居るべき場所は、彼処あそこだ。眩まばゆい陽ひの光が当たるあの場所こそ、恐おそらくグレンという男が真に生きている場所なのだろう」

「女の子の足下が？　それはなんとも面めん妖よう」

「……………………」

　アルベルトが険しい表情を微塵も揺るがさず押し黙る。さらに二人の間に沈黙が流れる。

「……？」

　リィエルはそんなアルベルトの様子に、ほんの少しだけ小首を傾げて……

　結局、奇妙な沈黙が二人の間に流れていった。




　魔術競技祭は午前の部と午後の部に分かれており、その間に小一時間ほどの昼休みが入る。競技場に集まっていた生徒達は学院内の学食に行く者、学院外の外食店に赴おもむく者、あるいは弁当を用意してきた者と分かれて、ぞろぞろと移動し始めていた。

　グレンのクラスの生徒達もいったん解散し、昼食のために各自分かれて移動し始めている。

「はぁー……さて……俺はどうしたもんかね……？」

　憔しよう悴すいしきったような、何かを悟さとって諦あきらめたような表情でグレンが呟いた。

　腹が減っていた。とにかく腹が減っていた。冗じよう談だん抜ぬきにお腹なかと背中がくっつきそうだ。

　クラスの生徒達の何人かは、持参した弁当を、この場でこれ見よがしに広げ始めている。この場にとどまるのは精神的にも辛つらかった。

　とはいえ、金がないので食事のアテはない。仕方なく、グレンはおいしそうな匂においが漂ただよい始めたこの場からの戦術的撤てつ退たいもかねて、今日もシロッテの枝──非常食になる──を拾いに行こうと席から立ち上がった。

「あ、あの……先生……？」

　ふと、呼ばれて振ふり向けば、どこか小動物的な雰囲気を持つ小柄な少女が立っていた。グレンのクラスの生徒の一人、リンだ。

「……どうした？　リン」

「そ、その……ちょっと相談したいことが……あって……その……」

「相談？」

　グレンは頭をがりがり搔かきながら周囲を見み渡わたす。

「……その相談とやらはここじゃダメな類たぐいのものか？」

「え？　その、はい……できれば、あまり人のいない場所で……」

　正直、しち面めん倒どう臭くさかった。相談事に頭を回すエネルギーすら、今は惜おしい。

　だが、なぜか少し泣きそうになっているリンの様子を見て、流石さすがに甲か斐い性しようなし男世界選手権代表グレンも邪じや険けんに扱あつかうことはできそうになかった。

「……わかった。じゃ、場所を移すか」

　そうして、グレンはリンを伴ともなって競技場を後にし、学院中庭の方へやってきた。

　青々と広がる芝しば生ふ、庭師によってよく手入れの施ほどこされた植樹達、端はしの方で色とりどりの花はなを咲さかせる花か壇だん。おなじみの光景がそこにはある。

　普ふ段だんは昼になるとこの場所は弁当を開く生徒で賑わうが、今日は競技場が開放されているため、そのまま競技場内で弁当を開く生徒が多い。それゆえに中庭は閑かん散さんとしていた。

「で？　その相談ってなんだ？　金以外のことなら大体、聞いてやるぞ」

「そ、その……」

　リンがおどおどとしながら、少しずつ心の中をまとめるように呟いていく。

「あ、あの、私、『変身』の競技を任されているんですけど……その、自信がなくて」

「……はぁ？」

「変身の魔術は一生懸けん命めい練習してきたんですけど……今日になったら緊きん張ちようしてきて……全然、上手うまくいかなくなっちゃって……それで、私を他の誰だれかに代えてくれないかと……」

「…………」

「せ、せっかくクラスの皆みんなが一丸になって一生懸命、優勝のために頑張っているのに……私が足を引っ張っちゃったら、皆に申し訳なくて……その……だから……私を、他の誰かに代えて……下さい……ッ！」

　肩かたを震ふるわせ、目め尻じりに少し涙なみだを浮うかべてリンが懇こん願がんしてくる。

　グレンは頭をがりがりと搔きながら、ため息をついた。

「……お前はそれでいいのか？　本当は出場したいんじゃないのか？」

「そ、それは……」

「まずはそこをはっきりさせてくれ。じゃないと、なんとも言えん」

　しばらくの間、リンは自分の心の内をさらうように押し黙って、そして──

「本当は……私も出たい……です……でも、皆に迷めい惑わくがかかるから……」

「じゃ、決まりだ」

　グレンは、ぽんとリンの頭に手をのせた。

「出ろ。何も問題ない」

「え!?　で、でも！　私が出たら、皆に迷惑が──」

「あのなぁ、魔術競技祭。お祭りだぞ？　お祭りに足を引っ張るも迷惑もあるもんか」

「で、でも、皆で優勝目指すって盛り上がってて……先生もそう言って……」

「……あー、そうか。あれがお前に気負わせちまったのか……」

　グレンは自分の軽けい率そつな言動を今になって少し後こう悔かいした。

「確かにちょい身勝手な諸事情により、ついノリであんなこと言っちまったがな。もう、どーでもいいのさ。まずはお前らが目め一いつ杯ぱい楽しめりゃそれでいい。その上で優勝できれば最高だ。ま、その程度だよ。気にすんな」

「……そう……なんですか？」

「ああ。だから、お前も皆の足を引っ張るとか優勝のためとかうんぬんより、楽しんで来い。お前、変身の魔術、好きなんだろ？」

「は、はい……私……昔から気が弱くて、優ゆう柔じゆう不断だけど……変身の魔術は、その……なんだか違ちがう私になれるようで……」

「なら、それでいいじゃねえか」

　だが、グレンがここまで言ってもリンはどこか不安そうだ。

「……仕方ねーな。じゃあ、ちょっと、特別講義といこうか」

　そんな自信なさげなリンに、グレンは気まぐれで、ちょいとお節せつ介かいしてやることにした。

　リンは驚おどろいて、うつむきがちな目をグレンに向ける。

「……特別、講義？」

「ああ。なぁ、リン。まずは復習だ。変身の魔術には二種類あったな。そう、【セルフ・ポリモルフ】と【セルフ・イリュージョン】だ。その違いがなんだかわかるか？」

　少し考え込むように沈黙してから、リンが答える。

「え、ええと……【セルフ・ポリモルフ】は白魔術で、【セルフ・イリュージョン】は黒魔術です」

「ははは、それじゃ六十点だぜ？」

「す、すみません……え、えと……ええと……【セルフ・ポリモルフ】は……その、肉体の構造そのものを作り変えて変身する魔術で……【セルフ・イリュージョン】は光を操作することで変身したように見せかける幻げん影えいの魔術です」

　グレンのダメ出しに、慌あわてて答え直すリン。

「まぁ、そんなとこだ。ゆえに【セルフ・ポリモルフ】は肉体と精神を操あやつる白魔術、【セルフ・イリュージョン】は運動とエネルギーを操る黒魔術ってわけだ」

　グレンは右みぎ腕うでの袖そでをまくって、三節のルーンで呪じゆ文もんを唱えた。

　すると、その右腕がめきめきと変化する。筋肉がふくれあがり、黒い剛ごう毛もうがびっしりと生えそろい、爪つめが伸のび……あっという間に狼おおかみの前まえ脚あしになった。

「【セルフ・ポリモルフ】は術式で決まる。例えば狼に変身するなら狼に変身する【セルフ・ポリモルフ】、竜りゆうに変身するなら竜に変身する【セルフ・ポリモルフ】だ。そして、失敗すると元に戻もどれなくなってしまう危険性はあるが、変身したものの能力を得ることが可能だ。馬に変身すれば馬の速度で走れるし、鳥に変身すれば飛ぶことができるし、竜に変身すれば火が噴ふける」

　グレンが再び呪文を唱えると、狼の腕に変化した右腕は元に戻った。

「だが、【セルフ・イリュージョン】はそうはいかない。光を操作して、そう見せかけているだけだ。だから、馬に変身しようが鳥に変身しようが、速く走れるようにはならんし、空も飛べん。じゃあ、変身魔術としては【セルフ・ポリモルフ】の方が上か……と言えば必ずしもそうじゃない。えーと、そうだな……例えば……」

　グレンがこめかみを指でつつきながら、【セルフ・イリュージョン】の呪文を唱える。

　すると、グレンの周囲の空間が一いつ瞬しゆん、ぐにゃりと揺ゆらいで……グレンの姿の焦しよう点てんがあやふやになり……再び焦点が結像した時。

「る、ルミア……ッ!?」

　そこにグレンの姿はなく、腕うで組ぐみして不敵に笑うルミアの姿があった。とても幻影には見えない。その質感はルミアが本当にそこに立っているかのようだ。

「ま、こんなもんか」

　声もルミアになっている。どうやら声の波長と周波数も即そつ興きようで変えたらしい。

「呪文と変身対象が一対一で対応している【セルフ・ポリモルフ】系の魔術とは異なり、【セルフ・イリュージョン】にはこの通り、術者のイメージを反映する術式が組み込まれている。つまり、イメージ次し第だいで何にでも変身できるというわけだな。張りぼてだけど」

　ルミアの姿と声で、仕草はグレンのまま、淡たん々たんと説明が続く。

「結論すると、【セルフ・イリュージョン】による変身が上手くいかなくなったってことは、まだイメージがあやふやだっていうことだ。逆に言えばイメージさえ固め直せば必ず上手くいく。俺の首を賭かけてもいい」

　にやりと、ルミアの姿のグレンが不敵に笑う。

「さて、リン。お前は【セルフ・イリュージョン】の呪文で『変身』の競技に参加する予定だったな？　何に変身するつもりだ？」

「え？　ええと、天使様に変身しようかと……『時の天使』ラ＝ティリカ様……」

「ったく、元ネタ自体が伝説上の存在とか、また難しいの選んだな……まぁ、いい。そういうことなら、今から学院の附ふ属ぞく図書館に行って、聖画集でも借りてこい。競技開始までそれをずっと眺ながめてろ。それで大分違うはずだ」

「わ、わかりました。さっそくやってみます」

　そして、最後にルミアに変身したグレンは、リンに真まっ直すぐ向き直って言った。

「なぁ、リン。お前なら大だい丈じよう夫ぶだ。お前はお前が思っている以上に優ゆう秀しゆうだ。ちょっと自分に自信がないだけだ。お前の力は俺が保証してやる」

「せ、先生……」

「失敗しても気にすんな。優勝しろとは言ったが、どうせ祭りだ、祭り。誰も死にゃせんし、文句も言わん。もし負けて、それを責めるような奴やつがいたら、俺がそいつを鉄てつ拳けん制裁してやる。だから気楽にな。わかったか？」

　と、そこでリンはとうとうこらえきれなくなったかのように腹を押さえ、くすくすと含ふくむように笑い始めた。

「……なぜ笑うんだ」

　せっかく真ま面じ目めに話したのにどうにも締しまらず、グレンはふて腐くされたように言った。

「だ、だって、先生がルミアの姿と声で男前なこと言うのが……おかしくて……」

「ぐぅ……そ、そうか……まぁ、そりゃそうだ……」

　まったく、その通りだった。真面目なことを言うなら術を解いてから言うべきだった。

　やれやれと、グレンが頭を搔きながら術を解こうとした、その時だった。

「ルミアったら、こんな所にいたんだ。探したわよ？」

　中庭に、いつの間にかシスティーナがやって来ていた。

「あ、システィ。どうしたの？」

　システィーナの存在にいち早く気付いたリンが応じる。

「あはは、私、ちょっとルミアに用があってさ」

「あ、いや、俺は……」

　グレンが正体を明かす暇ひまもなく、システィーナはグレンに笑いかけながら言った。

「早くお弁当食べよう？　ルミア。言ったでしょ？　今日のお昼は私がルミアの分まで作っておいたって。ルミアの好きなトマトのサンドイッチもあるわよ？」

「え……？　弁当……？」

　気付けば、システィーナは大きめのバスケットを手に提さげている。

（まさか、この中には……ッ!?）

　思わずグレンは喉のどを鳴らした。

「後はアイツなんだけど……アイツ、一体、どこ行ったのかしら……？」

　システィーナが何かわけのわからないことを呟つぶやいているが、それどころではない。

　弁当を作ってきたシスティーナが、変身魔術でルミアに変身したグレンを、ルミアと勘かん違ちがいしている……これは、ひょっとして凄すさまじいチャンスなのではないだろうか？

　上手く立ち回れば、システィーナが作ってきたサンドイッチをゲットすることができるのではないだろうか？

（……馬ば鹿かな、冷静になれよ、グレン）

　グレンは脂あぶら汗あせを額に浮かべながら、心の中でその邪よこしまな思考を一いつ笑しようする。

（教師が、生徒のお弁当を騙だまし盗とるだと？　そりゃ流石さすがに最低最悪じゃあねーか！　いくらなんでも俺はそこまで堕おちたくねぇ！　堕ちてたまるものかぁッ!?）

「ルミア？」

　頭を抱かかえてそっぽを向き、ぶつぶつ言い始めたルミア姿のグレンに、システィーナが小首をかしげる。

（そもそも、全部自業自得じゃねえか……そのシワ寄せを生徒達に向けるのは、教師というか男として、人としてどうなんだ？　せっかくのチャンスだが、ここは素す直なおに変身魔術を解いて、大人の対応を……）

　と、その時だ。

　ぐぅ～～。

　グレンの腹が盛せい大だいに鳴った。

「ぷっ、あはは！　ルミアったらそんなにお腹なか空いていたの？」

（……うん。やっぱ、背に腹は代えられないよね。俺は悪あく魔まに魂たましいを売った）

　そして、ルミア姿のグレンはシスティーナに詰つめ寄って、その両りよう肩かたに手をかけた。

「……今すぐここで食お……食べよう？　白ね……システィ！　俺……じゃねぇ、私、とってもお腹空いちゃってさーッ！、あは、あはははは……ッ！」

「な、なんかずいぶん必死ね……」

　不思議な威い圧あつ感を放つルミアの姿に、システィーナも額に脂汗を浮うかべる。

「あっ。でも、ちょっと待って？　その前にアイツを探さないと」

「え？　アイツ？」

「そ、アイツ。その……せっかく、一応、私達の分を作るついでに、アイツの分も作ってやったわけだし……ホント、その、ついでのついでに仕方なく、だけど……」

　ぷい、とあさっての方を向くシスティーナの頰ほおにはほんの少し、赤みがさしていた。

「探さなくていい！　アイツって誰だれかわかんないけど、探さなくていいって！」

「ルミア？」

「そんなことしてるうちにルミアに見つかったら……じゃなくて！　わ、私、もうすっごくお腹空いちゃってさぁ！　早く食べないと割とマジで死んじゃうかも！　だから──」

「あのぉ……先生……？」

　あまりにも必死過ぎるグレンの背中を、リンが突つっつく。

　途と端たん、グレンは今度はリンに取り縋すがり、リンにしか聞こえない声でまくし立てる。

（頼たのむ、リン様！　武士の情けだ！　見み逃のがしてくれッ！）

（いえ、そうじゃなくて……）

（大丈夫だ！　もちろん、ルミアの分を全部食べたりはしない！　ほんの一切れ、二切れ、ご相しよう伴ばんに与あずかるだけだ！　だから頼む！　今回ばかりは！　今回ばかりは～～ッ！）

（その……言いにくいんですけど……本物が……）

「……え？」

　グレンが硬こう直ちよくした、その時だった。

「あ、システィ、ここに居たんだ？」

　背後から、聞き覚えのある声がした。

「待たせちゃって、ごめんね。私、ちょっと用事があって……あれ？」

　とことことやって来たルミアは、自分の姿をした何者かがそこにいるのを見て、小首をかしげた。

　……………………。

　圧あつ倒とう的に気まずい沈ちん黙もくが辺りを支配する。

「な、なんてことなの……俺……あ、私が二人!?　ま、まさかどっちかがニセモノ……困ったわ！　ここまでそっくりじゃ、どっちが本物かなんてわから……」

「《力よ無に帰きせ》」

　ぼそりと、システィーナが【ディスペル・フォース】を唱える。

　たちまちグレンにかかっていた変身魔術が中和され、化けの皮が剝はがれる。

「……まぁ、そういうわけで」

　ふっ、と。

　正体を暴あばかれたグレンが不敵に笑い、髪かみをかき上げ、くるりと踵きびすを返す。

「グレン先生はクールに去るぜ」

　そのまま何事もなく、歩き去っていこうとするグレンの背中に……

「こ、の、お馬鹿ぁあああ──ッ！」

　システィーナが唱えた【ゲイル・ブロウ】の突とつ風ぷうが容よう赦しやなく叩たたきつけられて……

「ぎゃあああああああああああああああああ──ッ!?」

　グレンは情けない悲鳴を上げて、吹ふき飛んでいくのであった。

「信じられない！　最低！　教師が生徒のお弁当を掠かすめ盗ろうとするとか、ありえないでしょ!?　せっかく私が朝早く起きて……ふんっ！　もう、知らないッ！」

　顔を真っ赤にして、わめき立てるシスティーナ。ため息をつくリン。

　状じよう況きようをよく飲み込めず、ルミアは目をぱちくりさせるのであった。




　呪じゆ文もんのダメージから回復したグレンは早さつ速そく、昼食を調達しに行くことにした。

　とは言ってもお金のないグレンにまともな食事は許されない。ここ数日間、グレンに許された食事は、シロッテと呼ばれる木の枝だ。

　シロッテは星形の葉が特とく徴ちよう的な落葉広葉樹で、その若枝に限って樹液に糖分が含まれている。その枝をかじると、枝に含まれる糖分をある程度摂せつ取しゆすることが可能だ。

　一週間前、学院敷しき地ち内の北部に広がる通つう称しよう『迷いの森』の入り口付近で、シロッテの木を発見したグレンは以来、昼食時になるとその場所に足あし繁しげく通い、シロッテの若枝を回収、飢うえを凌しのいでいた。

「とは言ってもなぁ……」

　シロッテの枝を取ってきたグレンは学院中庭のベンチにぐったり腰こしかけながら、枝を口にくわえている。

「なんかこう、人間としてどんどん落ちぶれていってる気がする……ちくしょう……もう二度とギャンブルなんかしねえぞ……ぐすん」

　涙なみだ目めでシロッテの枝をかじりながら、グレンはどんよりと淀よどんだ目で遠くを見た。

「へへっ……今日は、なんだか妙みように目にゴミが入りやがる……」

　目元を拭ぬぐうグレンの腹の虫が盛大に鳴った、その時だった。

「あ、先生～」

　遠くできょろきょろと何かを探していたらしいルミアがグレンの姿を見つけると、ぱたぱた駆かけ寄ってくる。その手には何かを大切そうに抱えていた。

「……ルミアか。どうした？」

「あの……先生に差し入れを届けに来ました」

「差し入れ？」

　訝いぶかしむように構えるグレンに、ルミアは布包みを差し出した。

「これ、サンドイッチの包みです。先生、最近、ずっとお腹が空いているみたいだったから、もしよかったらと思───」

「ありがとうございます天使様！　喜んで謹つつしんで、頂ちよう戴だいいたしますぅ──ッ!?」

　狂きよう喜きと共にグレンがルミアの手から布包みをひったくり、布をむしり取るように開く。中身は特になんの変へん哲てつもない、トマトサンドやハムサンドなど、ごくありふれた普ふ通つうのサンドイッチだったが、今のグレンにはそれが最高級の宮きゆう廷てい料理に見えた。

「ぅおおおおお!?　生きてるって、なんて素す晴ばらしいんだぁああああ──ッ!?」

「お、大げさだなぁ……」

　グレンは夢中でサンドイッチに嚙かみついた。瑞みず々みずしいトマトの酸味が、ほどよい塩加減のハムの旨うま味みが、薄うすくスライスされたチーズのコクが、飢えきった舌の上で極ごく上じようのハーモニーとなって踊おどる。粗あら挽びきされた黒くろ胡こ椒しようの辛からみと香かおりにとめどない感動が溢あふれる。

　ルミアはグレンの隣となりに腰を落ち着けると、隣で号ごう泣きゆうしながら中身のサンドイッチを頰ほお張ばるグレンを苦笑いしながら眺ながめていた。

「ところで……これ、お前が作ってくれたのか？」

「はい、私が先生のために作りました……なぁんて言ってみたいんですけど、実は私じゃないんです」

　と言って、ルミアがいたずらっぽく笑う。

「あはは、私、不器用だから料理とか苦手で……」

「そうなの？　じゃ、これ誰が作ったんだ？」

「それは秘密です。本人たっての希望なので……うちのクラスのとある可愛かわいい女の子が作った、とだけ言っておきますね？」

「ふーん。ま、別にこの弁当の出所なんてどうでもいいけどな」

「実はですね……その可愛い女の子は、とあるちょっと気になる男性のために、以前、お世話になったお礼にと、その弁当を早起きして一生懸けん命めい作ったらしいんですが、その女の子はどうも素直じゃなくて、つい渡わたしそびれちゃったらしくて……」

「誰か知らんが、そりゃご愁しゆう傷しよう様さまだったな……」

　グレンが同情するようにため息をついた。

「つーか、その男の方も大たい概がいだなぁ……せっかく女の子が弁当作ってきてくれたんだからそこは察してやれよ……ったく、そんな空気の読めないスケコマシ野や郎ろうなんざ、どーせロクな奴やつじゃあるまい。やれやれ、その女の子とやらも男の趣しゆ味みが悪いぜ」

「あ、あはは……」

　なぜかルミアは脂汗をかいているが、グレンは気付かない。

「ま、まぁ、それはとにかくですね、その子がせっかく作ったお弁当を捨てようとしていたので、もったいないから私が受け取って、こうして先生の所に持ってきたんです」

「ったく……俺はゴミ箱の代わりかよ。ま、別にいいけどな。助かったし」

　グレンはふて腐くされたように鼻を鳴らし、それでもサンドイッチをかじり続ける。

「ねぇ、先生。どうです？　そのサンドイッチ、美味おいしいですか？」

　問われて、グレンは改めて口の中に広がる味に思いを馳はせる。

「美味うまい」

　率そつ直ちよくに思ったことをグレンは素直に言った。

「工く夫ふうはないが丁てい寧ねいに作られてる。オーソドックスだけど、スゲー美味い」

「ふふっ、そうですか。きっと、それを作った子も喜ぶと思いますよ？」

　そう聞いて、ルミアはにっこりと笑った。

　まるで自分が作った料理を褒ほめられたかのようだった。

　しばらくすると、結構多めに作ってあったサンドイッチの包みは全すべて空になった。

「ふー、食った、食った……ごちそうさん」

「ふふ、お粗そ末まつ様さまです……って、私が言うべき言葉じゃないですけど」

「これで寿じゆ命みようが三日ほど延びたかな……よし、ぎりぎり行けるぞ……」

「……？」

　グレンの意味不明な呟つぶやきにルミアが小首をかしげる。

「さて、人ひと心地ごこちもついたし、そろそろ競技場に戻もどるか」

「はい」

　グレンとルミアがベンチから立ち上がった。

　その時。

「そこの貴方あなたはグレン、ですよね？　あの……少し、よろしいですか？」

　立ち去ろうとする二人の背後から、不意に女性の声がかかる。

　呼び止められたグレンは、いかにも面めん倒どう臭くさそうに振ふり返った。

「はいはい、全然よろしくありませーん、俺達、今、すっごく忙いそがし──って、ぇえええええええええええええええええええええ──ッ!?」

　グレンは背後から声をかけて来た人物の正体を知ると、素すっ頓とん狂きような叫さけびを上げた。

「じょ、じょ、じょ、女王陛下──ッ!?」

　そこにいたのは他でもない、アルザーノ帝てい国こく女王アリシア七世その人だった……。




「さて、アリスのやつ、うまく接せつ触しよくできたかな？」

　バルコニー型の貴き賓ひん席せきで、セリカは紅茶を傾かたむけ、優ゆう雅がな一ひと時ときを過ごしていた。

「それにしても傑けつ作さくだったなぁ。アリスが居なくなったことに気付いたときの、王室親衛隊連中の顔！」

　笑いを堪こらえきれず、セリカは肩かたを震ふるわせている。

「相変わらず神をも恐おそれぬ女じゃのう、セリカ君は……」

　こんなセリカの態度には、リック学院長も呆あきれ顔だ。

「ははは、何を言うか学院長。私に言わせれば、ぶっちゃけ神より人間の方が怖こわいぞ？　神はただ人間には及およびもつかない強大で絶対的な力を持ってて、やたらめったら強いだけだけど、一方、人間ときたら──」

　そんな、ご機き嫌げんなセリカのもとに。

「セリカ様……」

　何やら深刻な表情で、エレノアがやってくる。

「ん？　どうした？」

「大変なことが起きてしまいました……どうしてもお耳に入れて欲しいことが」

「……何事だ？」

　エレノアのそのただならぬ様子に、セリカが表情を引き締しめる。

　そして。

「実は…………………」

　エレノアがそっと耳打ちしてきたその話の内容に。

「な──なんだと!?　そんな、馬ば鹿かな──」

　セリカは顔色を蒼そう白はくにして目を剝むき、エレノアを凝ぎよう視ししていた。




「ど、ど、どうしてアナタのような高貴なお方が、下しも々じもの者のたむろするこのような場所に、護衛もなしで──ッ!?」

　突とつ然ぜん、現れた女王の前に、グレンはひたすら恐きよう縮しゆくしまくっていた。

「あ、いえ、その、さっきは無礼なことを言って申し訳ございませんでした──ッ！」

　いつもの横おう柄へいで傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度はどこへやら。

　グレンは畏かしこまって片かた膝ひざをつき、その場に恭うやうやしく平へい伏ふくする。

「そんな、お顔を上げてくださいな、グレン。今日の私は帝国女王アリシア七世ではありません。帝国の一市民、アリシアなんですから。さぁ、ほら、立って」

「いや、そうは言ってもその……し、失礼します……」

　グレンは恐おそる恐る立ち上がって、恐縮する。

「ふふっ。一年ぶりですね、グレン。お元気でしたか？」

「あ、はい、そりゃもう。へ、陛下はお変わりないようで……」

「……貴方にはずっと謝りたいと思っていました」

　ふと、アリシアは目を伏ふせた。

「あ、謝る……って、そんな……」

「貴方は私のために、そして、この国のために必死に尽つくしてくださったのに……あのような不ふ名めい誉よな形で宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だんを除隊させることになってしまって……本当に我が身の不ふ甲が斐いなさと申し訳なさには言葉もありません……」

「いえいえ、全然、気にしてませんって！　いや、ホントです！　ていうか、俺ってぶっちゃけ仕事が嫌いやになったから辞やめただけの単なるヘタレですから！　マジで！」

　ぶんぶんと頭を掌てのひらを左右に振りながら、グレンはアリシアの謝罪を固辞する。

「そうですね……私は貴方に頼たよるばかりで、貴方の辛つらさや苦しさをわかってあげられなかった……女王失格ですね。思えば三年前のあの時も……」

「いやいやいやいや!?　俺みたいな社会不適格者に女王たるあなたが頭下げちゃダメですって!?　誰だれかに見られたらどうするんですか!?」

　グレンが戦せん々せん恐きよう々きようと周囲を見み渡わたす。都合の良いことに──いささか都合が良過ぎる気もするが──周囲には誰もいなかったが、グレンは気が気ではなかった。

「で、陛下……その、今日はどういった御ご用よう向きで……？」

「ふふ、そうですね。今日は……」

　アリシアは視線を横にずらす。

　その視線が捕とらえた先に、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているルミアがいた。

「……お久しぶりですね、エルミアナ」

　そんなルミアに、アリシアは優しく語りかけた。

「………………」

　ルミアは無言でアリシアの首元に視線をさまよわせる。そこに翠すい緑りよくの宝石が納まった金細工のネックレスがかけられているのを確かく認にんすると、なぜかルミアは目を伏せた。

「元気でしたか？　あらあら、久方見ないうちに、ずいぶんと背が伸のびましたね。ふふ、それに凄すごく綺き麗れいになったわ。まるで若い頃ころの私みたい、なぁんて♪」

「…………ぁ……ぅ……」

「フィーベル家の皆みな様さまとの生活はどうですか？　何か不自由はありませんか？　食事はちゃんと食べていますか？　育ち盛りなんだから無理な減量とかしちゃだめですよ？　それと、いくら忙しくても、お風ふ呂ろにはちゃんと毎日入らないとだめよ？　貴女あなたは嫁よめ入いり前の娘むすめなのですから、きちんとしておかないと……」

「…………ぁ……そ、その……」

　硬こう直ちよくするルミアをよそに、アリシアは本当に嬉うれしそうに言葉を連ねていく。

「あぁ、夢みたい。またこうして貴女と言葉を交かわすことができるなんて……」

　そして、感極きわまったアリシアは、ルミアに触ふれようと手を伸ばす。

「エルミアナ……」

　だが──

「……お言葉ですが、陛下」

　ルミアはアリシアの手から逃にげるように、片膝をついて平へい伏ふくした。

「！」

「陛下は……その、失礼ですが人ひと違ちがいをされておられます」

　ルミアがぼそりと呟いた言葉に、今まで嬉しそうだったアリシアが凍こおりついた。

「私はルミア。ルミア＝ティンジェルと申します。恐れ多くも陛下は私を、三年前に御ご崩ほう御ぎよなされたエルミアナ＝イェル＝ケル＝アルザーノ王女殿でん下かと混同されておられます。日ひ頃ごろの政務でお疲つかれかと存じ上げます。どうかご自愛なされますよう……」

「…………」

　慇いん懃ぎんに紡つむがれるルミアの言葉に、アリシアもグレンも気まずそうに押し黙だまった。

「……そう、ですね」

　そして、アリシアは寂さびしそうに薄うすく微笑ほほえみ、目を伏せた。

「あの子は……エルミアナは三年前、流行はやり病にかかって亡なくなったのでしたね……あらあら、私ったらどうしてこんな勘かん違ちがいをしてしまったのでしょう？　ふふ、歳としは取りたくないものですね……」

　そんなアリシアの哀あい愁しゆう漂ただよう言葉に、グレンは複雑な表情で頭を搔かく。

　ルミアは淡たん々たんと言葉を続ける。

「勘違いとはいえ、このような卑ひ賤せんな赤い血の民たみ草くさに過ぎぬ我が身に、ご気さくにお声をかけていただき、陛下の広く慈じ愛あいあふれる御お心こころには感謝の言葉もありません……」

「いえいえ、こちらこそ。不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまって申し訳ありません」

　しばらくの間、重たい沈ちん黙もくが周囲を支配する。

　ルミアは何も言わない。アリシアは何かを言おうとして口を開きかけ……そして、諦あきらめたかのように口を閉とざす。その繰くり返しだった。

　そして──

「……そろそろ、時間ですね」

　未練を振り切るように、アリシアはグレンを振り返った。

「グレン。エル──……ルミアを、よろしくお願いしますね？」

「……わかりました、陛下」

　グレンが何か物言いたげな表情で見送る中、アリシアは静かに去って行った。

　やがてアリシアの姿が、中庭から見えなくなる。

「…………」

　その場に恭しく平伏したままのルミアはついぞ一度も、去り行くその背中に目を向けることはなかった……。




「やっぱり、私を母親とは認めてはくれませんか……そうですよね……」

　競技場の貴賓席へ、アリシアは肩を落としながらとぼとぼと向かっていた。

　アリシアは往来を堂々と歩いているというのに、すれ違う誰もがアリシアの存在を気にとめることはない。セリカの高度な人除よけの魔ま術じゆつが効いているのだ。

「エルミアナ……」

　触れようとした瞬しゆん間かん、まるで他人のように振る舞まった我が子を思い出す。

　どのような理由があれ、確かに自分は娘を裏切り、捨ててしまったのだ。エルミアナという少女を亡き者とし、エルミアナとして生きてきた半生を全否定したのだ。

　エルミアナは聡そう明めいな娘だ。母親であると同時に女王である自分がそうせざるをえなかったことは理解しているのだろう。だが、頭で理解はしていても、心で納なつ得とくできるものではない。おまけに追放当時のエルミアナはまだ幼かった。報告によれば、王宮から放ほう逐ちくされた直後のエルミアナは、しばらくの間、相当に荒あれていたらしい。母親が恋こいしい多感な年とし頃ごろに、一方的に放ほうり出されれば、誰だってそうなるだろう。

　それでも、彼女は誰からも好かれるような優やさしい子に育った。それは母親から捨てられたエルミアナとして生きたからではない、フィーベル家の一員として新たな人生を歩むことを選んだルミアとして生きたからなのだろう。

　なるほどそう考えれば、さっきアリシアの前に立っていた少女は、確かにエルミアナではなく……ルミアだったのだ。

「……残念、です。本当に……」

　こんなに惨みじめで辛つらい思いをするくらいなら、セリカやエレノアの提案に安易に乗らず、遠くから見るだけにしておけば良かったか。そんな考えが思い浮うかぶ。

　だが、彼女達のせいにはできない。結局、娘に会うことを望んだのは自分自身。セリカとエレノアは、そんなアリシアの心に燻くすぶる思いに気を利かせただけに過ぎないのだから。

　暗あん鬱うつな気分でアリシアが魔術競技場へと歩を進めていた、その時だった。

「……陛下」

　自分を呼ぶ声にふと、アリシアが顔を上げる。

　周囲を見渡せば、並木道に並び立つ木こ陰かげに見知った姿があった。

　王室親衛隊、総隊長ゼーロスだ。

　何やら切せつ羽ぱ詰つまった鬼き気き迫せまる表情でこちらの様子を窺うかがっていた。

（おや、変ですね。どうして私のことを認識できたのでしょう？　まだセリカの魔術が効いているはずなのですが……）

　不思議に思いながらも、アリシアはこの忠義あふれる衛士に声をかける。

「あらあら、見つかってしまいましたね。勝手に外を出歩いてしまって、すみません、ゼーロス。ところで……どうかしましたか？」

「少し、お話があります、陛下」

　ゼーロスは音もなく木陰から出ると、アリシアの前に立ち、手を振ふり上げた。

　それが合図だったのか。

「──ッ!?」

　どこからともなく現れた数名の衛士が、あっという間にアリシアを取り囲んでいた。

「……どういうことでしょうか？」

　そのただ事ではない雰ふん囲い気きにも動じず、アリシアが静かに問う。

「ご無礼をお許しください、陛下。しばらくの間、我ら一同、力ちから尽ずくでも御おん身みを拘こう束そくさせていただきます。けれど、この狼ろう藉ぜきは決して御身に、そして帝てい国こくに対する敵対行こう為いに非あらず。ひとえに御身と祖国に対する忠義ゆえとご理解願いたい。ゆえに今しばらくご辛しん抱ぼうを」

「ゼーロス……」

　アリシアとて素人しろうとではない。セリカには到とう底ていおよばないが、それなりの位階の魔術師である。有象無象の賊ぞく共どもから、自分の身を守ることくらいは充じゆう分ぶんにできる。

　だが、対魔術装備に身を包み、近接戦せん闘とうに優すぐれた凄すご腕うでの衛士数人に、この至し近きん距きよ離りで取り囲まれてしまったら、もうどうしようもない。

「……わかりました。まずはお話を聞きましょう」

　観念して、アリシアはゼーロスに従うことにするのだった。




「……信じられんな」

　言葉とは裏腹に、アルベルトは冷静沈ちん着ちやくそのものの声こわ色いろで、淡々と告げた。

「どうしたの？　遠見の魔術で何を見たの？」

「王室親衛隊が──動いた」

「……？　それは動くでしょう？　彼らも生きた人間なのだから」

「……………………」

　アルベルトが険しい表情を微み塵じんも揺ゆるがさず押し黙る。二人の間に沈黙が流れる。

「……王室親衛隊は、武力をもって女王陛下を本格的に自分らの監かん視し下に置いた。これは事実上の軟なん禁きん状態と考えていい。しかし、総隊長ゼーロス……短たん慮りよを起こすような人物では無かったと記き憶おくしていたが、認識を改める必要があるようだ」

「そう」

　それを聞いたリィエルが早さつ速そく、迷わず歩き始める。

「何処どこへ行く気だ？」

　そんなリィエルの後ろ髪がみを、アルベルトは手を伸ばして摑つかんだ。

「決まってる。敵は、わたしが全部斬きる」

「待て。相手が多過ぎる。幾いくらお前でも無理だ」

「敵の戦力の方が上だというなら、こちらがそれを上回ればいいだけ」

「援えん軍ぐんを呼ぶ気か？」

「ううん、気合い」

「……………………」

　アルベルトが険しい表情を微塵も揺るがさず押し黙る。また二人の間に沈黙が流れる。

「……帝国王室親衛隊は直系右派の筆頭、女王陛下に最も忠義厚き者達だ。陛下に直接的な危害を加えるとは考えられん。この行動には必ず何等なんらかの思おも惑わくがあるはず。俺達は連中のこの無む謀ぼうな行動の裏に隠かくされた意図を探さぐり、事態を収拾すべく行動すべきだ」

「そう。わたしにはよくわからないけど」

「だろうな」

　沈黙。少女の後ろ髪を摑む男、という奇き妙みような構図で二人が静止している。

　そして、先に口火を切ったのはリィエルだった。

「作戦を考えた。わたしが正面から敵に突つっ込こむ。アルベルトはわたしの後に正面から突っ込んで」

「……………………」

　アルベルトが険しい表情を微塵も揺るがさず押し黙る。

　いつものように、二人の間に沈黙が流れた。




　魔術競技祭、午後の部が始まった。

　午後の部最初の競技は、念動系の物体操作術による『遠えん隔かく重量上げ』だった。白魔【サイ・テレキネシス】の呪じゆ文もんで、鉛なまりの詰つまった袋ふくろを触れずに空中へ持ち上げる競技である。より重い袋を浮かせることができた選手に多くの得点が入るルールだ。

　アリシアとの密会の後、消沈するルミアをつれて競技場に戻もどってきたグレンは、午前同様に盛り上がるクラスの生徒達とは裏腹に、上の空で重量上げの競技を眺ながめていた。

　ぼんやりと考えていることは、当然、ルミアとアリシアのことだ。

　グレンとて、ルミアの正体とその身の上の複雑な事情を、一ヶ月前の事件の後、政府上層部から極ごく秘ひに聞かされた者の一人だ。

　帝国女王としての立場がありながら、ルミアとの関係を勘かんぐられる危険性を冒おかしてでもルミアに会いたかったアリシアの気持ちも理解できるし、そんなアリシアを拒きよ絶ぜつしたルミアの気持ちもなんとなくわかる。

　わかるのだが──

（……かと言って、俺にどうしろってんだ？）

　結局のところ、あの二人の間の問題は、あの二人にしか解決できないのだ。部外者が何を口出ししても、それは噓うそになる。問題の根底にあるものが理り屈くつではなく感情である以上、どんな正論も教きよう唆さも慰なぐさめも、まったく役に立たない。

「……ったく、やれやれだ」

　グレンは深くため息をつく。問題は次から次へと発生し、まるで息つく暇ひまもない。周囲のやたらハイテンションなクラスの生徒達がまるで異世界の住人のようだった。

　そんな風に、グレンがぼんやりと考え事に浸ひたっていた、その時だった。

「……先生」

　むぅ～っ、と不ふ機き嫌げんそうにむくれたシスティーナが、突とつ然ぜんグレンに声をかけてきた。

「うお!?　な、なんだよ、白しろ猫ねこ!?　やんのかコラ!?」

　昼休み中のやりとりを思い出し、グレンは思わず拳けん闘とうの構えで身構える。

「……ルミアがいなくなったんだけど」

「は、はぁ!?」

「考えてみれば、あの子……先生に会いに行って、帰って来てから、ずっと様子がおかしかった」

「あれ？　なんでお前、俺がルミアと会っていたことを知ってるんだよ？」

「うるさい！」

「ひゃい！　ごめんなさい!?」

　ぴしゃりと切り返され、グレンは情けなく縮こまる。

「午後の部には、もうあの子の出番はないけど、だからと言ってサボるような子じゃないわ。だから、何も言わずに姿を消したのはおかしいなって、思って」

「……まぁ、そうだな」

　システィーナはグレン同様、ルミアの身の上の事情を知る数少ない人間の一人だ。

　だが、つい先刻ルミアが実の母親──女王陛下と密ひそかに面会していたことは知らない。ならば、そういう雑感だろう。

　システィーナも関係者だ。何が起きたか知っておいた方がいい、とグレンは判断した。

「おい、白猫。ちょっとこっち寄れ。耳を貸せ」

「……？」

　そして、グレンは訝いぶかしむような表情のシスティーナに、先ほどのアリシアとルミアの顚てん末まつを声を潜ひそめて話した。

「そんなことが……」

　全すべてを知ったシスティーナは、なんとも複雑そうな表情だった。

「じゃあ、あの子がいなくなったのって……」

「十中八九、お前の想像通りだろうな。そんな状じよう況きよう、俺だって一人になりたいわ」

　やれやれ、とグレンはため息をついた。

「だが、一人になりたい気分はわかるが、一人になり過ぎるのもよくないな。なんの解決にもならんが、仲間達と一いつ緒しよに騒さわいでいた方が気も幾ばくか紛まぎれるだろ。どーせ、一人で塞ふさぎ込んで解決する話でもねーし。探して、連れ戻して来てやるよ」

　頭を搔かきながら面めん倒どう臭くさそうに物言うと、グレンは席を立ち上がった。

「白猫。お前も来るか？」

「そうね、私も──」

　と、システィーナが反射的に首しゆ肯こうしかけて……

「──ううん、私はここで待ってる。先生が、あの子を迎むかえに行ってあげて。先生が戻ってくるまで、私がクラスをまとめておくから」

　なぜか、そんなことを言った。

「おいおい、薄はく情じようだな。お前達、親友同士じゃなかったか？」

「親友同士だからこそ、よ」

　ぷい、と。システィーナがそっぽを向いた。

「こんな時……あの子が誰だれに一番そばにいて欲しいかくらい……不本意だけど……」

　何事かをぼそぼそ呟つぶやくその横顔は、怒おこったような、諦あきらめたような、むくれたような、拗すねたような、嫉しつ妬としているような、なんとも複雑な表情だ。

「なんだかよくわからんが、俺に任せる、それでいいんだな？」

　と、グレンがルミアを探すために歩み去ろうとした、その背中に。

「……ちょっと、待ちなさいよ」

　システィーナが不意に言葉を投げつける。

「なんだよ？」

　首だけ軽く回して、振ふり返る。システィーナは相変わらず不機嫌そうだ。

「一つだけ聞きたいことがあるの。先生……ルミアから何かもらわなかった？」

「あー？　サンドイッチくれたぞ？　どっかの誰かが作った廃はい棄き寸前の物を回収したらしいな。それが何か？」

「その……どうだったのよ、それ」

「はぁ？」

「どうせ不味まずかったんじゃない？　ふん……哀あわれな残飯処理、ご苦労様なことね」

「……いや、別に？　すっげぇ美味うまかったが？」

　途と端たんに、なぜかシスティーナはグレンに、くるりと背を向けた。

　そんなシスティーナに、グレンは眉まゆをひそめ、頰ほおを搔きながら忠言する。
















「……なぁ、どーでもいいが、そんな作り手に失礼なこと言うもんじゃねーぞ？　お前らしくもない。お前は俺以外の人間には優やさしいやつだったはずだ」

「わ、わかってるわよ！　早く行きなさいよ、もう！」

　ぴしゃりと返ってきた言葉は、こちらを見もしないで放たれている。今の言葉の何が癪しやくに障さわったのか不明だが、耳まで真っ赤にして怒っているようだ。

「ったく……やれやれ」

　このシスティーナという少女だけはどうも扱あつかいに困る。なにしろ何を考えているのかさっぱりわからないし、おまけにすぐ怒るときたものだ。ルミアの百分の一くらいでも、わかりやすい可愛かわいさがあればありがたいのだが。

　そんな無い物ねだりなことを考えながら、グレンは競技場の外へ向かって歩き始めた。




　先ほどの中庭にルミアの姿はなかった。

　仕方ないので、グレンは学院内を直感に任せて歩き回る。

「まずいな……マジでどこ行ったんだ……？」

　まずは学院校舎本館、西館、東館の周囲を一回りし、学院付属図書館と図書館前広場を足早に通り過ぎ、迷いの森入り口周辺、薬草菜園、魔ま術じゆつ実験塔とう周辺に足を運んでみた。

　だが、ルミアの姿は見当たらない。めげずに、競技場に人が集まることで閑かん散さんとしてしまった学院内を延々とあてもなく回り続ける。延々と探し続ける。

　流石さすがにグレンが焦あせりを覚え始めた頃ころ、学院敷しき地ちの南なん西せい端たん、学院を取り囲む鉄てつ柵さくのかたわら、等とう間かん隔かくに植えられた木々の木こ陰かげにちらりと、見覚えある金きん髪ぱつが見えた。

「……見つけた」

　グレンがその木陰に歩み寄る。

　そこには木に背を預け、神しん妙みような面おも持もちで手元を見つめているルミアがいた。

「……ルミア？　何、見てんだ？　……ロケットか？」

　特に覗のぞくつもりはなかったのだが、ルミアに歩み寄る角度と身長差の関係から、偶ぐう然ぜん、ルミアの手元が見えてしまったのだ。

　ルミアの小さな手の中には簡素な作りのロケット・ペンダントがあった。ルミアはその蓋ふたを開いて、その中をじっと見つめているようだった。

「このロケットにはですね、何も入っていないんです……」

　グレンの接近を察したルミアは、ぱちんとロケットの蓋を閉じ、それを握にぎりしめた。

「昔は、誰か大切な人達の肖しよう像ぞうが入っていたような気がするんですが……いつの間にかなくなっちゃいました」

「…………」

　沈ちん黙もくするグレンの前で、ルミアは寂さみしげに笑い、ロケットの鎖くさりを首の後ろで繫つなぎ、ロケット本体を胸むな元もとから衣服の中に落とし込んだ。

「これ自体、特に価値があるものでもないのに……変ですよね。こんなものを今でも大事に肌はだ身み離はなさず持ち歩いているなんて」

「……別に変じゃねーよ」

　グレンはそっぽを向いて頭を搔きながら、ぶっきらぼうに応じた。

「その中身を紛ふん失しつした経けい緯いってのはわかんねーけどな。でも、今でも何か大事なもんが詰つまってんじゃないのか？　それ」

「…………先生は」

　意を決したかのように、言葉を切って、ルミアが問いかける。

「知っているんですよね？　……私と、女王陛下の関係を」

「あぁ。こないだの事件の後、政府のお偉えらいさんから聞かされたよ」

　そして、グレンはくるりと踵きびすを返し、ルミアに背を向ける。

「だーが、どうでもいい。おい、行くぞ、ルミア。皆みんながお前のことを待っている。楽しい楽しい魔術競技祭、後半戦開始だぜ？」

　そのまま歩き去ろうとして……

「ふふっ、先生はいつだって先生ですね」

　くすり、と。ルミアはほんの少しだけ微笑ほほえんだ。

「ここは落ち込んだ女の子に、何か優しい言葉をかけてあげる場面ですよ？」

「ぶっちゃけ、何を言ってやればいいのかさっぱりわからん」

　堂々と甲か斐い性しようなしなことを言ってのけるグレン。

　そんなグレンを見て、ルミアはくすくすと含ふくむように笑う。

「あの……じゃあ、もう少しだけ私のお話に付き合ってくださいませんか？」

「……ああ」

　そしてルミアは再び木に背を預け、グレンはルミアに背を向けたまま空を見上げた。

　とつとつとルミアが語り始める。

　ルミアが話すことは実に取り留めのないことだ。

　まだ、自分が王女だった頃の話。日々の政務で忙いそがしい中、それでも時間を作って遊んでくれた優しい母親。いつも自分の面めん倒どうを見てくれた優しい姉。王室直系の娘むすめとして何一つ不自由なく、王室直系の娘としてやはりどこか不自由だった日々。それでも、確かに幸せと呼べた在りし日の記き憶おく──

　それは恐おそらく、王女としての地位を剝はく奪だつされ、王宮を放ほう逐ちくされたルミアがフィーベル家の一員になろうとして、全て忘れ去ろうとして──結局、忘れきれずにまだ心の奥底に燻くすぶっている思い出達なのだろう。

「……私、どうすればよかったんでしょうか？」

　一通りの思い出語りが終わると、ルミアはグレンに静かに問う。

「陛下が私を捨てた理由……わかるんです。王室のために、国の未来のためにどうしてもやらなければならない必要なことだったって。それでも……私は心のどこかで陛下を許せなかった……怒っているんだと、思います……」

「ま、理り屈くつじゃねーからな、そういうの」

「だけど、あの人を再び母と呼びたい、抱だきしめてもらいたい……そんな思いも、どこかにあるんです……ずるいですよね……私……」

「ま、理屈じゃねーしな、そういうの」

「でも、あの人を母って呼んだら、私を引き取って、本当の両親のように私を愛してくれたシスティのお母様やお父様を裏切ってしまうようで……それが申し訳なくて……」

「ああ、理屈じゃねえんだよな、そういうの」

「だから、私、わからないんです。どうしたらよいのか、どうすればよかったのか……」

　目を伏ふせるルミア。

　グレンは面倒臭そうに、ため息を一つ吐ついて、言った。

「持論だがな。人は、どうも人生においてあらゆる選せん択たくと決断をする際に、後こう悔かいし、傷つかずにはいられない生き物らしい。一いつ般ぱん的には悔くいが残らないような選択をしろってよく言われているだろ？　断言してやる。ありゃ噓うそだ……ていうか、無理だ」

「そう、なんですか……？」

　グレンは頷うなずいて続ける。

「神様ってホント意地悪な奴やつだと思わないか？　目の前に道が二つあれば、どんなに悩なやんで考えて一方の道を進んでも、もう片方の道にしておけばよかった……って、後で何かしら後悔するように人間をお作りになったんだからな。ご丁てい寧ねいにまぁ、道の選択そのものから逃にげたとしても、選ばなかったこと自体を後で悩み苦しむ、クソ仕様だ」

　グレンはふと、自分を振り返る。

　かつて、グレンは絵本に出てくるような正義の魔法使いに憧あこがれ、魔術師を志した。今では安易にそんな道を選んだことを激しく後悔している。自分が選んだこの道は間ま違ちがいだった。別の道にしておけばよかった。何度そう思ったかわからない。

　だが──夢を捨て、別の道を歩めば、あんなに悩むことも苦しむこともなかったのだろうか？　否いな、やっぱり夢を諦めずに頑がん張ばればよかった……その道を選ばなかったことを、後になってから延々と悩み苦しむのだろう。

「だからこそ、本音が重要だと思ってる」

「……本音、ですか？」

「ああ、その道を本音で選んだなら、どっちにしろ後悔することになるなら、ちったぁマシだと、そう思わないか？　散々、後悔した後で前に進める気がしないか？」

「で、でも……私……自分の心がわからなくて……」

　すると、グレンは頭を搔かきながら言った。

「俺は昔、帝てい国こく軍に所属する魔導士だった。……意外に思うだろうが」

　意図の読めないグレンの台詞せりふと告白に、ルミアは戸と惑まどった。

「で、仕し事ごと柄がら、宮きゆう廷ていに赴おもむく機会も結構あってな、さっきお前が大切そうに見つめていた物とまったく同じ物を、宮廷内でとある偉い人が身に着けていたのを見たことがある。……意味、わかるな？」

「……っ！」

　ルミアがはっとして、思わず胸を押さえた。

「今の今まで後生大事に肌身離さず持っていた、お揃そろいのそれ。捨てるタイミングなんていくらでもあったハズだ。……もう、答えはとっくに出ているんじゃないのか？」

「答え……」

「恨うらみ辛つらみでも文句でも、なんでもいい。まずは言葉をぶつけることから始めてみたらどうだ？　さっきのお前みたいに向き合うことから逃げるだけじゃ、なんにもならんだろ。まぁ、散々向き合うことから逃げ続けてきた俺が言うのも……なんだがな」

　ルミアはしばらくの間、無言でうつむいていた。

　グレンはそんなルミアに相変わらず背を向けながら、返答を静かに待つ。

　そして。

「私……怖こわいんです」

　ぽつりと、ルミアは消え入りそうな声で、そんなことを呟つぶやいた。

「私を追放した前日まで、あの人はとても優しかったんです。でも、私が追放されたあの日、あの人に呼び出されたら、国の偉い人達が険しい顔で沢たく山さん集まっていて……あの人は凄すごく冷たい目で私を見つめていて……まるで別人のように豹ひよう変へんしていて……」

「…………」

「さっきのあの人はとても優しかったけど……また、いつ私に対して、突とつ然ぜん、あの冷たい目を向けてくるかと思うと……怖くて……だから……その……」

　意を決したように、ルミアは真まっ直すぐとグレンの背中を見つめた。

「先生、一いつ緒しよについてきてくれませんか？」

「……やれやれ、なんつーか、お前にもそういうガキっぽいトコあったんだな」

　グレンは肩かたをすくめて苦笑いしながら、ルミアに振ふり返った。

「いいぜ？　付き合ってやるさ」

「本当ですか？」

「……ここで噓だって言ったら、単なる極ごく悪あく人にんだろ」

「もう、先生ったら」

　面めん倒どう臭くさそうに息をつくグレン、おかしそうに笑うルミア。

　グレンはルミアを伴ともなって歩き始める。

　二人の間に流れる、穏おだやかで気安い空気。

　さて、とは言ったものの、どうセッティングすればいいのやら。いつの間にか、また厄やつ介かい事が一つ増えてしまっていることに気付き、グレンは再び頭を悩ませていた。

　──だが。

「……ん？」

　ふと、グレンは奇き妙みような集団が、自分達の行く手に現れていたことに気付いた。

　その集団は全員が全員、体の要所を守る軽甲かつ冑ちゆうに身を包み、緋ひ色に染め上げられた陣じん羽ば織おりを羽織り、腰こしには細剣レイピアを佩はい剣けんしている。

　その数、総勢五騎き。

　弧こを描えがくような陣じん形けいを組み、通りの向こうから、足早にこちらへ向かってやって来る。

「あの陣羽織は……王室親衛隊か？」

　帝国軍の精せい鋭えい中の精鋭。最も女王陛下に忠義厚い者達で構成された、王室一族を何よりも優先して護衛する、王室の守護神──それが王室親衛隊だ。

　ゆえに王室親衛隊は今回の女王陛下の学院訪問の際、当然のように女王の近辺警けい邏らと護衛を務めているはずなのだが──

「なんで連中が女王陛下の護衛サボって、こんな所をほっつき歩いてるんだ？」

　疑問に首をかしげていると、王室親衛隊の面々はグレン達の前で足を止め、グレンとルミアの二人を囲むように、音もない足捌さばきで素す早ばやく散開した。

「ルミア＝ティンジェル……だな？」

　二人の正面に立った、その一隊の隊長格らしい衛士が低い声で問いかけてくる。

　グレンとルミアは顔を見合わせた。

「……ルミア＝ティンジェルに間違いないな？」

「え？　は、はい……そ、そうですけど……」

　念を押すように再び重ねられた問いかけに、ルミアは戸惑いながらも答える。

　ルミアが返答した次の瞬しゆん間かん。

　衛士達は弾はじけたバネのように一いつ斉せいに抜ばつ剣けんし、ルミアにその剣先を突つきつけていた。

「──ッ!?」

　自分に向けられた鋭するどい切っ先に、思わず硬こう直ちよくしてしまうルミア。

「……どういうつもりだ、お前ら」

　同時に。

　ルミアを自分の背後に庇かばっていたグレンが、恫どう喝かつ的な声で衛士達を威い嚇かくする。

「傾けい聴ちようせよ。我らは女王の意思の代行者である」

　一隊の隊長格らしい衛士は、そんなグレンを忌いま々いましそうに一いち瞥べつし、朗々と宣言した。

「ルミア＝ティンジェル。恐れ多くもアリシア七世女王陛下を密ひそかに亡なき者にせんと画策し、国家転てん覆ぷくを企くわだてたその罪、もはや弁明の余地なし！　よって貴き殿でんを不敬罪および国家反逆罪によって発見次し第だい、その場で即そく、手て討うちとせよ。これは女王陛下の勅ちよく命めいである！」

　あまりにも現げん実じつ離ばなれした、その現実に。

　グレンとルミアは凍こおりつくしかなかった。








第四章　いと懐なつかしき戦友達









　重苦しい沈ちん黙もくが、その場を支配していた。

　この辺り一帯が真空によって外界から切り離はなされてしまったような感覚。遠いどこかから聞こえてくる喧けん噪そうも、まるで異世界からやって来る音のように現実感がない。

　グレンとルミアと、二人を囲む衛士達以外に誰だれ一人ひとりいない、そんな学院の一角にて。

「わ……私が……陛下の暗殺をたくらんだ……？　手討ち……？」

　ルミアは呆ぼう然ぜんと、肩を震ふるわせていた。

「証しよう拠こは挙がっているぞ、大罪人。情状酌しやく量りようの余地も弁明の機会もない。大人しく我が剣の露つゆとなってもらおう」

　震える少女に、隊長格の衛士が淡たん々たんと告げる。

　その構えられた白はく刃じんに、ぎらりと輝かがやく禍まが々まがしい殺意が漲みなぎる。

　そこに冗じよう談だんの気配は微み塵じんも感じられなかった。

「抵てい抗こうすることは勧すすめん。大人しく己おのが罪科を認め、刑けいに服すならば、我らとて貴殿へ徒いたずらに苦痛を与あたえるつもりはない。可か及きゆう的速すみやかにその命脈を絶つことを約束する」

　ルミアは額にびっしりと冷ひや汗あせを浮うかべて顔色を蒼そう白はくにし、無言でうつむいている。

　隊長格の衛士は、そんなルミアを背後に庇うグレンに目を向けた。

「そして、そこのお前。その娘むすめは罪人だ。その娘を庇い立てするならば、お前も国家反逆罪で処分せねばならぬ。さぁ、その娘をこちらに引き渡わたせ」

「……冗談にしちゃ、タチ悪いな」

　グレンは苛いらついたような堅かたい声を上げ、嚙かみつくように眼前の衛士を睨にらみつける。

「ルミアが陛下の暗殺を目もく論ろんだ？　バカ言え。だったら、その証拠を見せてみろ」

「部外者に開示義務はないな。これはお前のような一般市民が触ふれてはならぬ、高度に政治的な問題なのだ」

　衛士の一方的な態度に、グレンは業ごうを煮にやしたかのように、まくし立てる。

「ふざけんな!?　だからと言って令状も裁判もなしに、その場で処しよ刑けいだと!?　ンなの通るかよ!?　帝国はいつから未開の蛮ばん族ぞく集団に成り下がったんだ、帝国憲章を一から読み直せ、このスッタコどもが！」

「貴様こそ、帝国憲章を読み直すのだな。女王陛下は最高国家元首。その言葉はあらゆる法規を超こえ、全てに優先するのだ」

「はっ！　法解かい釈しやく論議をここでやらかすつもりなんざねーよ」

「ふん、それは我らとて同じこと。どこの馬の骨か知らぬが貴様、これ以上、その重罪人を庇い立てするようならば、貴様も共犯者としてこの場で処分するが？」

「……なんだと？　アタマ狂くるってんのか、お前」

「そもそも、女王陛下の忠実なる臣たる我らに対するその無礼な物言い、陛下に対する侮ぶ辱じよくも同義。貴様にも立派な不敬罪が成立するのだが？」

「てめぇ、いい加減にしろよ……ッ!?」

　場が次第に加熱していく。両者収まりつかず、取り返しのつかない空気が漂ただよい始める。

　そんな場へ、最初に冷や水を浴びせたのはルミアだった。

「待ってください、先生！」

　意を決したように、ルミアが叫さけんでいた。

「……おおせの通りに致いたします」

　ぎゅっと、震える手を胸むな元もとで握にぎりしめ、ルミアは毅き然ぜんと言い放った。

「……は？　お、おい……？」

　グレンが焦しよう燥そうと困こん惑わくも露あらわにルミアに振り返る。

「恐おそれ多くも女王陛下に仇あだ為なそうとしたこと、今思えば、そのあまりもの不ふ遜そんさには恥はじ入いるばかりです。ゆえに我が命をもって償つぐないといたします。だから、どうか、お慈じ悲ひを。先生は……この人は何も関係ないんです！」

「この馬ば鹿か！　お前、何言って──」

　グレンがルミアを怒ど鳴なりつけようとするが……

「だめですよ、先生」

　ルミアがその機先を制する。

「これ以上、私を庇うと先生にまで迷めい惑わくかかっちゃいますから……」

「いや、しかしな！　ありえねえ！　こんなバカなコトありえねえだろ!?　何かの間ま違ちがいだ！　そうに決まってる！　てか、お前、なんで受け入れちまって……くそっ！」

　グレンが衛士達に向かって、拳こぶしを構える。

　障害と見なされたのだろう。周囲の衛士達の殺気が瞬時にグレンへと殺さつ到とうした。

「だ、だめです！　先生、やめてくださいッ！」

「先生……？　ほう？　貴様、この学院の魔ま術じゆつ講師か？　ふっ、無む駄だな抵抗はよせ、魔術師。我ら五人を同時に相手取れると思っているのか？　我々は戦せん闘とうの専門家だぞ？」

「あ？　んなの、やってみなきゃわかんねーだろ？　怖こえぇのか？」

　グレンが挑ちよう発はつの言葉を口走った次の瞬間、五閃せんの銀光に風切り音が唸うなった。

　気付けば。目にも留まらぬ早はや業わざで五振ふりの剣が、四方からグレンの首筋や喉のど元もとに突きつけられている。

「……う」

　思わずグレンは言葉に詰つまった。

　この五人の衛士は確かに相当の練度の上に連れん携けいが完かん璧ぺきだ。距きよ離りがあったなら、一対一だったならまた話は違っただろうが、この一足一刀の間合いで、回かい避ひに必要な空間を同時に全すべて塞ふさがれていてはどうしようもなかった。

「虚きよ勢せいはよくないな。この間合いで魔術師ごときに何ができる？　そもそも、我らは耐たい魔術装備に身を固めている。我々には、お前達お得意の三属攻性呪文アサルト・スペルも精神汚お染せん呪じゆ文もんもそう簡単には通らん。それでもやるのか？　己が身一つで、我ら五人の精鋭と？」

　グレンは焦燥も露わに舌打ちした。

　この距離、この状じよう況きようでは確かに何もできない。相あい討うち覚かく悟ごの三属攻性呪文アサルト・スペルや精神汚染呪文で一人か二人は倒たおせても、残る衛士達に串くし刺ざしにされるだろう。

　それでは、ルミアを救うことはできない。

「それに我らはここにいる五人だけではないのだぞ？　今はその娘を探すために方々に散っているが……総兵力は、さらに上だ。ここで一人で突っ張ってどうする気なのだ？」

「……ッ!?」

「手を引け、大人しくしてろ、魔術師。最後の警告だ」

　グレンが脂あぶら汗あせを浮かべながら、なんとか隙すきを見み出いだそうと衛士達の様子を窺うかがっていると。

「先生、お願い……もういいです、もういいですから……このままじゃ先生まで……」

　そのルミアの、今にも泣き出しそうな懇こん願がんの言葉がとどめになったらしい。

　グレンはがっくりとうな垂れて、拳を下げた。

　グレンが抵抗する意思を失ったのを見て取った衛士達はゆっくりとグレンから剣を引いた。

「……すまん」

「先生が謝る必要はないですから」

　憔しよう悴すいしきった表情のグレンに、ルミアは気き丈じように笑いかけた。

「……お別れですね」

「ああ」

「なんだか、突とつ然ぜん過ぎて実感が湧わきません」

「……ああ」

「システィのこと、色々とお願いしますね」

「……上手うまく言っておく」

「ねぇ、先生……実は私、先生のこと──」

「そんなことより、だ」

　突然顔を上げたグレンがルミアに向き直って、真しん摯しな表情で言う。

「……せめて、その時まで目を瞑つぶっていろ。その方が……怖こわくないぞ」

　グレンがそんなことを告げた、次の瞬間。

「──がっ!?」

　衛士が不意に振ふるった剣けんの柄つかがグレンの後頭部を打った。

　堪たまらずグレンは膝ひざから崩くずれ落ち、地面に昏こん倒とうし、沈黙する。

「きゃあっ!?　先生!?　な、何を──」

「安心しろ、寝ねてもらっただけだ。魔術師に抵抗されると厄やつ介かいなのでな」

　倒れ伏ふしたグレンに取り縋すがろうとするルミアの腕うでを、衛士の一人が摑つかむ。

「さぁ、そんなことより、こっちに来い、罪人！　急げ！」

　衛士達に剣を突つきつけられ、ルミアは引っ張られていく。

「そうだ、ここだ！　ここに立て！」

　ルミアはすぐそこにあった街路樹の下に連れて行かれた。後ろ手に縄なわをかけられ、四方から首筋に剣を突きつけられ、もはや身じろぎすることすらままならない。

　そして、恐らく処刑の執しつ行こう人を務めるのだろう隊長格の衛士が、剣を引き絞しぼるように構えてルミアの前に立った。

「体の力を抜ぬいて、動かぬことだ。急所を外せば長く苦しむことになる」

　しばらくの間、ルミアは、どこか遠い虚うつろな目でその切っ先を見つめて。

「…………はい」

　ルミアは一つ深呼吸をすると、グレンに言われたとおりに目を瞑った。




　──ルミア＝ティンジェルは、いつかこんな日が来ることを覚悟していた。

　元々、自分は三年前に死ぬはずだった。自分という存在は公おおやけになれば国内外に要いらぬ混乱をもたらす猛もう毒どくだ。それゆえに国を守るために人知れず殺されるはずだった。

　別に珍めずらしい話ではない。王位継けい承しよう者しや同士の争い、王族を巻き込んだ派は閥ばつ闘とう争そう、強国へ帰順するための生いけ贄にえ──王族の人間とて殺される例など、歴史を繙ひもとけば世界中にごまんとある。少なくない例の一つに、自分が含ふくまれることになっただけの話だったのだ。

　だが、生かされた。

　自分を哀あわれんだアリシアが、無理をして自分を生かしてくれたのだ。死なねばならなかったはずの自分が、今日まで生きることができた──それはとても幸運なことだ。

　そして、ルミアはそれがやはり単なる幸運に過ぎないことも痛いほどに理解していた。

　こんな日が、いつかやって来るかもしれない……常つね日ひ頃ごろそう思っていた。

　市し井せいの赤き血の一人に落ちたとはいえ、ルミアという存在はアルザーノ帝てい国こくが抱かかえた爆ばく弾だんのようなものだ。国を支える女王たる母が、いつかなんらかの事情で、やむを得ず自分を処分することを決意する日が来る……いつも心のどこかでそんな覚悟をしていた。

　このあまりにも突然な処刑宣告は、つまり──そういうことなのだろう。

　だからルミアは、自分でも意外なほど落ち着いてこの時を迎むかえることができた。

　これは仕方のないこと。三年前に死ぬはずだった自分が今、死ぬ。それだけのこと。

　だが、それでも──

（……怖い、な）

　覚悟はしていたけど、やはり死ぬのは怖かった。震えが止まらなかった。心臓が激しく動どう悸きし、呼吸は荒あらく短く息苦しくなり、思考が次し第だいにぐるぐると混こん濁だくしていく。

　そして何よりも、こんな自分に本当の姉し妹まいのように接してくれたシスティーナ、本当の両親のように愛してくれたシスティーナの父母、仲の良かった学院の学友達、そして──グレン。皆みなとこんな形で別れなければならないことがどうしようもなく悲しかった。

　誰だれか助けて、と。まだ死にたくない、と。

　頭を抱えて泣き叫びたかった。

（やっぱり……死ぬのは嫌いやだな……）

　先生にもっと色々なことを教わりたかった。三年前、先生が私の命を救ってくれたこと……思い出して欲しかった。システィーナと一いつ緒しよに、もっと色々なことをしたかった、見たかった、語り合いたかった。

　そして、最後にせめて一度だけ、本当の母親に──

（……ああ、そうだったんだ……）

　ようやく、気付いた。

（最後だから……あの人は、私に会いに来たんだ……）

　じわ、と。目め尻じりに涙なみだがにじむのを感じる。

　グレンの言うとおりだった。自分の本音なんて、最初からわかりきっていたのに。

（もっと素す直なおになればよかった……どうして、あんな意地を張ったんだろう……？）

　だが、もう、後の祭り。何もかもが……遅おそい。

（……さようなら）

　つ、と。ルミアの目尻からこぼれた涙が頰ほおを伝い落ちた──その時だった。




　しゅぱっ、と。

　頭上で何かが爆はぜるような音が鳴り響ひびいた。




「うぎゃぁああああああああああ──ッ!?」

　死に至る灼しやく熱ねつの苦痛の代わりに、ルミアを襲おそったのは耳を刺さすような悲鳴だった。

「……ッ!?」

　ルミアが驚おどろいて、思わず目を見開く。

「うぁ、ああぁ……ッ!?　目が、目がぁ～ッ！」

「うう……み、見えない……何も見えない……ッ！」

　ルミアが見たのは、剣を取り落として目を押さえ、悶もだえ苦しむ衛士達の姿だった。

　何事？　ルミアが目を瞬しばたたかせていると……

「な？　目を瞑ってて、よかったろ？」

　したり顔で、いつの間にか起き上がっていたグレンが、ルミアへ近づいてくる。

「ったく、痛いてて……思いっきり殴なぐりやがって。まぁ、俺を普ふ通つうの魔術師だと思ったのが失敗だ。実は俺、拳けん闘とうの方が得意でね、あの程度の打だ撃げきならいくらでも外せるのさ」

　そして、目を押さえて狼狽うろたえている衛士達を一いち瞥べつする。

「それに呪文による攻こう撃げきが通らねー相手には、こういうやり方もあるわけだ」

「せ、先生……？　一体、何を……」

　状況が飲み込めないルミアの問いに、グレンが得意げに応じる。

「【フラッシュ・ライト】の呪文だ。お前の頭上で強きよう烈れつなヤツを焚たいたんだよ」

　黒くろ魔ま【フラッシュ・ライト】。強烈な閃せん光こうを放ち、相手の目を眩くらませる護身用の初等呪文である。もちろん、殺傷能力は皆かい無むだが──

「使いどころを考えれば、結構、強いんだよな、これ。……よっと」

「ぐあっ」

「はうっ!?」

　グレンは周囲の衛士達の首筋に、手刀を打ち込んで次々と気絶させていく。

「き、貴様ぁ～ッ！　こ、小こ賢ざかしい真似まねを……ッ!?」

　最後に残った隊長格の衛士が手て探さぐりで取り落とした剣を拾い上げ、構える。まだ視力が回復してないのか、完全に及および腰ごしだ。

「ぷっ！　『耐たい魔術装備に身を包んでいるから三属攻性呪文アサルト・スペルも精神汚お染せん呪じゆ文もんも効かん』だっけ？　だーっはっは、バーカ！　お前、魔術師の武器が本当にそれしかないと思ってたのかよ!?　軍事教練書を丸まる吞のみし過ぎだっつーの！　実戦経験が不足してるぜ？」

「くっ、貴様、我らを侮ぶ辱じよくするということは、すなわち女王へいがぁおっぐぅうッ!?」

　言い終わる前に、グレンの放った右拳こぶしが衛士の鼻はな面づらにめり込んでいた。

「聞くかよ、馬ば鹿か。視力回復しちゃうだろうが……」

　ばたんと倒れ伏す衛士を、グレンは呆あきれたように見下ろしていた。

「さて、ルミア。今、解いてやる」

　グレンは折りたたみ式の小型ナイフを取り出し、ルミアを後ろ手に縛いましめる縄を切った。

「せ、先生……なんて、ことを……王室親衛隊に手を上げる……なんて……」

　自由になった後、しばらく呆ぼう然ぜんとしていたルミアだが、徐じよ々じよにことの重大さを把は握あくし、グレンに固く震ふるえる声で問い詰つめる。

「いやー、その、なんだ？　つい、口が滑すべって、手が滑っちまった、どうしよう？」

「どうしようって……何を考えているんですか!?　これじゃ、先生まで国家反逆罪に問われてしまいます！」

「あー、うん、その……ヤバイな」

　グレンが頰を引きつらせて脂あぶら汗あせを垂らしていた。

　その表情を見る限り、後先はあまり考えていなかったらしい。

「早くここから離はなれてください！　こんなところ、誰かに見つかったら──」

「大だい丈じよう夫ぶだ。王室親衛隊にも話の通じる奴やつは必ずいる。まずはそいつと話し合って……」

「いたぞ──ッ!?　あそこだ──ッ!?」

　突とつ如じよ、新たなる第三者の怒ど声せいが響き渡わたった。

　見れば向こうから、新手の衛士達がこちらに向かって駆かけ寄って来ていた。

「み、見ろ！　同士達が殺やられているぞ!?」

「おのれ、大罪人に与くみする不届き者め！　我らが剣の錆さびにしてくれるッ！」

「志半ばで倒たおれた同どう胞ほうの無念、必ず晴らしてみせる！」

　しかも良い感じに勘かん違ちがいをされてしまったらしく、衛士達は妙みように殺気立ち、もはや交こう渉しようの余地は一いつ片ぺんたりともなさそうだった。

　迫せまり来る衛士達が一いつ斉せいに抜ばつ剣けんする姿に、グレンは頰を引きつらせて青ざめた。

「キミ達、人の話は最後まで聞きましょうって、お母さんに習わなかった!?」

「ど、どうするんですか!?　このままじゃ先生が──」

「どうするもこうするも──」

「きゃっ!?」

　グレンはルミアを横よこ抱だきに抱えると、学院を囲む鉄てつ柵さくに向かって駆けだした。

「《三界の理ことわり・天てん秤びんの法則・律の皿は左さ舷げんに傾かたむくべし》ッ！」

　そして、三節のルーンで呪文を唱えながら跳ちよう躍やく。

　すると、人の脚きやく力りよくではありえない高さまで、二人の体が空へと舞まい上がった。

　黒魔【グラビティ・コントロール】。グレンは重力操作の呪文で自身らにかかる重力を弱め、体重を羽のように軽くしたのだ。

　ルミアを抱えたグレンは学院を囲む鉄柵を大きく飛び越こえ、学院の外へ。

　そして呪文を解除しつつ、着地と同時に、そのまま市街の方へ猛もう然ぜんと走り始めた。

「に、逃にげたぞッ!?」

「追え！　逆ぎやく賊ぞくを逃がすな──ッ！」

　背後からそんな声が追いかけてくるが、いちいち振ふり返っている暇ひまはない。

「ああ、もう、ちっくしょう！　どうして次から次へと厄やつ介かいごとばっかり!?　だから俺は働くなんて嫌だったんだぁあああ──ッ!?　ええい、引きこもり万ばん歳ざい──ッ！」

　激流のように後方へ流れていく光景の中、グレンの悲痛で切実な叫さけびが木霊こだました。




　王室親衛隊の面々に追い立てられるままに、ルミアを抱えたグレンは複雑に入り組んだ裏通りを右に左に駆け抜ぬけ、魔術学院と学生街のあるフェジテ北地区から、一いつ般ぱん住宅街がある西地区へと至っていた。

　命がけの鬼おにごっこは、とりあえず地の利でグレンが勝ったらしい。とある人ひと気けのない路地裏で、グレンはようやく追っ手を撒まいたことを確信し、抱えていたルミアを下ろす。

「はぁ、はぁ……ったく面めん倒どうなことになっちまったぜ……」

　路地裏の壁かべに背を預け、グレンは荒い息を吐はきながら汗あせを拭ぬぐった。

「さて、どうしたもんかな……」

　息を整えながら次に打つべき手を考えていると、ルミアがグレンに問いかける。

「先生……どうして……？」

　ルミアの顔は苦く渋じゆうの色に満ちていた。

　グレンを巻き込んでしまったことを心底悔くいているのだろう。

「わかってるんですか？　このままじゃ、先生まで……」

「いや、だって、お前を見捨てたら白しろ猫ねこに叱しかられちゃうだろ？　あいつの説教は耳にキンキンうるさいから嫌なんだよ」

　この状じよう況きようで、まだ茶化すようなことを言うグレンに、流石さすがのルミアも苛いら立だちを覚える。

「ふざけている場合じゃありません！　これからのことを真しん剣けんに考えないと、本当に先生まで国家反逆罪で殺されてしまいますよ!?」

「うん、まずいよなぁ……俺の過去の功績でチャラにしてくんねーかなぁ……？　無理かなぁ……？　無理だよなぁ……はぁ……」

　こんな状況だというのに、グレンの調子は普ふ段だんとまったく変わらない。このふてぶてしさと図太さにはもう、いっそ清すが々すがしさを覚えるくらいだ。

　なんだか一人だけ気を立たせるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって、ルミアは嘆たん息そくした。

「ねぇ、先生。一つだけ正直に答えてください」

　諦あきらめたように、ルミアが問う。

「なんだ？」

「なぜ、私を助けたんですか？　今、先生は本当に危あやうい立場なんですよ？　いつ殺されてもおかしくないんです。どうして先生は私のために、こんな無茶を……？」

　その理由次し第だいで情状酌しやく量りようの余地があるかもしれない。

　だから、なんとしても、そこははっきりさせておかなければならないのだが──

「あー、ひょっとしたら俺、お前に惚ほれちゃってるのかもな？　ほら、男が惚れた女のために後先かえりみない馬鹿やんのは古今東西のお約束だろ？　わかったか？　わかったなら黙だまっててくれ。今、色々考えてる」

「先生！　私は真ま面じ目めに聞いてます！」

　まるで他人ひと事ごとのようにそんなことを言って茶化すグレンに、ルミアは声を荒あらげる。

　肩かたを微かすかに怒いからせ、真まっ直すぐに見つめてくるルミアの真剣な顔を、グレンはちらりと横目で一瞥し、そして、ばつが悪そうに頭を搔かきながら、ぼそりと呟つぶやいた。

「……約束、だからな」

「約束？」

　グレンの意味不明な台詞せりふに、ルミアがおうむ返しに問い返す。

「いや、なんでもねーや」

　そう投げやりに言い捨てるが、確かに今、グレンは約束と言った。

　誰だれと、何に対して立てた約束なのか。気になったルミアは、さらに問い詰めようとするが、グレンはルミアの頭にぽんと手を置き、ルミアの言葉に被かぶせるように続けた。

「まぁ、心配すんなって。まったくなんのアテもなく、こんな無む謀ぼうな真似したわけじゃないさ。……アテがなくてもやったかもしれんが」

「先生……」

「大丈夫だ。女王陛下……お前のお袋ふくろさんは、お前を裁判もなしに処分するなんて、絶対できやしない。この突とつ然ぜんの抹まつ殺さつ命令には……必ず何か裏がある。俺を信じろ」

　なぜ、そこまで断言できるのか、ルミアにはわからない。

「勝利条件は結構単純だ。親衛隊の連中の目をくぐり抜けて、女王陛下に会うことができれば、俺達の勝ちだ。陛下にさえ会えば全すべての誤解が解けるはずだ」

　なぜ、そんなことを言い切れるのか、やはりルミアにはわからない。

　しかし、ルミアの疑問を知るよしもなく、グレンは一人、思し索さくを続ける。

「問題はどうやって陛下に会うか、だが……」

　女王はフェジテ北地区の魔術学院内にいる。今、グレン達がいるのは西地区だ。今いま頃ごろ、東西南北の市し壁へき門は閉へい鎖さされ、フェジテ全地区に追つい跡せきの王室親衛隊が展開しているはずだ。女王陛下の周囲にも当然、護衛の親衛隊がついているだろう。

　逃げ回るだけならまだしも、この状況で女王陛下に謁えつ見けんするのは至難の業わざだ。

「……あれ？　詰んでね？　これ」

　冷静に考えて、自分が縋すがるべきアテのあまりの綱つな渡わたり加減に、グレンが脂汗を流す。

「って、別に俺達が直接会わなくてもいいじゃねえか！」

　ようやくそれに思い至る自分の愚ぐ鈍どんさに辟へき易えきしながら、グレンがポケットから半割れの宝石を取り出した。

「先生、それは？」

「遠えん隔かく通信の魔導器だ。一ひと粒つぶの宝石を二つに割って魔術的処理を施ほどこしたもので、この二つの宝石間で音をやりとりして話ができる。これの片割れはセリカが持ってるから、これを使えばセリカと話ができるわけだ」

　もちろん、セリカの作である。グレンの腕うで前まえではこれほど高度な魔ま導どう器きは作れない。

「まぁ、とにかく、今、セリカは女王陛下と一いつ緒しよに貴き賓ひん席せきにいるはずだ。セリカを通して女王陛下に話をつけて、王室親衛隊の暴走を止めてもらうよう進言すればいい」

　さっそく、グレンは呪文を唱え、通信の魔導器を起動した。

　金属の共鳴音のような音が、耳に当てた宝石から鳴り響ひびく。

　そして。

『……グレンか』

　宝石ごしにセリカが応じた。

「お、セリカ！　よーしよし、今回は一発で応じてくれたな！　こないだみたいに通信に応じなかったらどうしようかと思ったぜ」

『…………』

　なぜかセリカは無言だった。少々嫌いや味みな物言いに気を悪くしたのだろうか。

「……セリカ？　まぁ、いいや。なぁ、セリカ。頼たのみがある。実は俺、非情に厄介な事態に巻き込まれちまってな。それで──」

　グレンがことの次第を説明しようとした、その時だった。

『私は何もできない』

「──っ!?」

　即そく座ざに返ってきたのは、感情の読めない突つき放すような言葉だった。

「おい、待て。まだ俺は何も──」

『すまない。私は何も言えない。グレン』

「はぁ？　なんでだよ？　ふざけんな、この馬ば鹿か！　俺は真面目──」

　流石に苛立ったグレンが、矢や継つぎ早ばやに文句をまくし立てようとするが。

『もう一度言うぞ、グレン。いいか？　私は何もできないし、何も言えないんだ』

「──ッ!?」

　グレンはようやくセリカの様子が、どこかおかしいことに気付いた。

　どうもこの一連の事態は、グレンの予想以上に一ひと筋すじ縄なわじゃいかないものだったらしい。

「……なぁ、セリカ。答えられることだけ答えてくれ。お前は俺が置かれているこの状況を知っているのか？」

『……大体、知っている』

「知ってて何もできない、と？」

『ああ』

「女王陛下と一緒にいるのか？」

『……ああ』

「何が起きた？　どうして王室親衛隊の連中が暴走している？」

『…………』

　無言だった。

「なぜ、女王陛下は表向きルミアを討うつ勅ちよく命めいを下したことになってる？」

『…………』

　これも無言。

　どうやらそれらは『言えない』らしい。

　一体、どんな状況なのか。何が起きたというのか。セリカは大陸屈くつ指しの第七階梯セプテンデの魔ま術じゆつ師しなのだ。そのセリカにこれほどまでの制約ギアスをどうやって課したというのか。

（くっそ、わけわかんねぇ……どうなってやがるんだ……？）

　グレンが渋しぶい顔で頭を押さえて悩なやんでいると。

『一つだけ、言っておく。グレン、お前だけだ』

「なんだと？」
















『お前だけがこの状況を打破できる……そう、お前だけがな』

「それは一体、どういう……？」

『グレン、この意味、よく考えろ。そして、なんとかして女王陛下の前に来い。来たなら取り巻きの親衛隊くらいはどうにかしてやる……これ以上は危険だな。切るぞ』

「あ、おい!?」

　意味不明なことばかりを押しつけて、セリカは一方的に通信を切ってしまった。

　もう何度、呪じゆ文もんを唱えて宝石を起動してもセリカが応じる気配はない。

「わけわかんねぇ……それに来いっつったって……俺一人でどうやって女王陛下の所まで行けばいいんだよ……くそ！」

　確かに王室親衛隊は個々の武力・技量は非常に優すぐれているが、主な任務は護衛のため、実戦経験は然さ程ほどでもない。習得している魔術も軍用の攻性呪文アサルト・スペルや治ち癒ゆ呪じゆ文もんなどが主だ。かつて帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団の一員として数多くの実戦を経験し、一応の魔術師として幅はば広ひろい魔術を知るグレンならば、逃にげに徹てつする限り、あの手この手でなんとかあしらえるだろう。

　だが、自ら攻せめ入いることになるなら、また話は別だ。

　その人数差、戦力差が絶望的な壁となって立ちはだかる。

　おまけに、最も女王陛下の近くで護衛を務めているだろう王室親衛隊の総隊長ゼーロスは四十年前の奉神戦争で、聖エリサレス教会聖堂騎き士し団だん総長『剣けん聖せい』ヨハネスと互ご角かくに渡わたり合ったとされる歴戦の古ふる強つわ者ものだ。他の衛士連中とは根本的に格が違ちがう。

（どう考えても俺の手に余る。仲間が……せめて、あと一人か二人、仲間がいれば──）

　焦しよう燥そうも露あらわにグレンが壁かべを殴なぐりつけた、その時だ。

　ぞくり、と。背中を駆かけ上る、氷の刃やいばで斬きりつけられたような悪お寒かん。

「──殺気!?」

　かつて慣れ親しんだその感覚に、グレンは脊せき髄ずい反射で殺気を感じた方向へ目を向けた。

　すると、通りの向こうの建物の屋根の上に、二人の男女が立っていた。その二人組は紛まごうことなく、グレンのことを真まっ直すぐに見下ろしている。

　その身にまとう特とく徴ちよう的な衣い装しようと、背格好には見覚えがあった。

　記き憶おくの底から、ぶくりと泡あわのように浮うかび上がってきた、その二人の正体は──

「リィエル!?　それにアルベルトまで!?　どうしてここに──まさか、王室親衛隊だけじゃなく、宮廷魔導士団も動いていたのか!?」

　グレンが二人の存在を認にん識しきした瞬しゆん間かん。

　リィエルが弾はじかれたように屋根を蹴けり、建物の壁を駆け下りた。

　着地の瞬間、リィエルは何事かを口走りながら両手を地面につく。

　すると魔力が紫し電でんとなって爆はぜると共に、リィエルの手には十字架型の大剣クロス・クレイモアが瞬時に生み出され、代わりにその場にあった石いし畳だたみがごっそりと消えた。

　石畳を鋼はがねの大剣に作り変えたリィエルは、そのまま剣を担かつぐように構え、グレンに向かって弾だん丸がんのように突とつ進しんしてくる──

「ちぃ!?　錬れん金きん術じゆつ──【形質変化法】と【元素配列変へん換かん】を応用した、お得意の高速武器錬成かよ!?　しかも早はえぇ！」

　相変わらずその見事な手並みに驚おどろいている暇ひまなどない。

　もう疑う余地もない。今のリィエルとアルベルトは──グレンのかつての戦友は──敵だ。王室親衛隊と同じように、敵として自分達を狩かりに来たのだ。

　絶望的な焦しよう燥そう感がグレンの身を焦こがす。まさか、よりにもよって、あの二人が──

「くそ、止まれッ！　止まらねーなら、撃うつ！」

　だが、そんなグレンの鋭するどい一いつ喝かつにもまるで怯ひるまずリィエルは突進してくる。

　みるみる彼ひ我がの距きよ離りが消し飛んでいく──

「──《白銀の氷ひよう狼ろうよ・吹雪ふぶき纏まといて・疾駆かけ抜ぬけよ》ッ！」

　迷わずグレンが三節ルーンで呪文を括くくった。

　次の瞬間、グレンが突き出した左ひだり掌てから凍気が吹雪となって吹ふき荒あれ、周囲一帯の気温が一気に氷点下を振ふり切った。

　放たれた圧あつ倒とう的な凍気の渦うずが空気中の水分を瞬時に凍こおらせ、大量の氷ひよう礫れきとなって、リィエルに殺さつ到とうする。

　軍用の攻性呪文アサルト・スペル、黒魔【アイス・ブリザード】。この呪文によって発生した吹雪を有効射程内で魔術的防ぼう御ぎよなしに受ければ、あっと言う間に全身の血が凍りつき、心臓の鼓こ動どうすら止められる。さらに続く無数の氷の礫弾に凍りついた身体からだが粉々に破は壊かいされる。

　普ふ通つうなら、この術を前にしたら足が止まる。戦せん闘とう慣れした魔術師ならば、瞬時に魔術的な防ぼう壁へきを張るか、その有効射程から撤てつ退たいするか、いずれにせよ足が止まる。

　止まるはずなのだが──リィエルは止まらない。凍気をものとせず、全身を打ちつける氷礫にまるで怯まず、腕うでで目だけを守り、ひたすら猛もう進しんしてくる。

「あの、猪いのししが──ッ！」

　確かに凍気そのものは黒魔【トライ・レジスト】の付呪エンチヤントで耐たえられるが、物理的な打だ撃げき攻こう撃げきである氷の礫弾までは防げない。それを耐えきっているのは、リィエルの見かけによらない並外れた屈くつ強きようさと、馬鹿さ加減に他ならない。

「ルミアッ！　下がっていろッ!?」

　グレンは舌打ちしながら肩かたにかけたローブを放ほうり捨て、さらにルーンで呪文を唱えた。

　唱えたのは、黒魔【ウェポン・エンチャント】。魔力を付呪エンチヤントして拳こぶしを強化する。あの少女と白兵戦をするのに、ただの素す手ででは自殺行こう為い過ぎる──

「いいいいやぁああああ──ッ！」

　グレンの呪文が完成するのと、暴風のように飛び込んで来たリィエルがグレンを一足一刀の間合いに捕とらえ、頭上に大剣を振りかざしたのは、ほぼ同時だった。

　リィエルが剣を打ち下ろす。

　稲いな妻ずまのように閃ひらめく剣けん閃せん。

　なんの迷いもない、どこまでも真っ直ぐで、荒あら々あらしくも華か麗れいですらある一撃。

「ちぃ──ッ!?」

　グレンはその苛か烈れつな剣撃を、頭上で交差した拳で受け止める。

　そのリィエルの細ほそ腕うでの、どこからこのような膂りよ力りよくがひねり出されるのであろうか。

　グレンが剣を受けた瞬間、圧倒的な衝しよう撃げきがグレンの全身を叩たたき潰つぶすように突き抜け、踏ふみしめた大地が割れ砕くだけた。

「が──あぁ──ッ!?」

　血を吐はきながら、グレンは押し潰されないように必死に耐えきった。

「先生ッ!?」

「このときを待ってた！　グレン！」

　即座にリィエルが大剣を切り返す。とてつもない重量を持つはずの大剣が、まるで柳やなぎの小枝のように振り回され、二閃、三閃と間断なくグレンに襲おそいかかった。

　びゅごお、と剣先が轟ごう風ふうと共に空気を引き裂さく音が響き渡る──

「ち、ぃ──ッ!?」

　右へ左へ後ろへと体を捌さばいて、剛ごう刃じんの暴風を避け続ける。魔力を灯ともした手の甲こうで斬ざん撃げきを受け流すたびに盛せい大だいな火花が爆ぜ、その殺しきれない衝撃に身体が泳ぎ、巻き起こる剣圧が嵐あらしとなって四方に逃げ場を求めて吹き荒れ、グレンの身体を嬲なぶる。

「いいいいやぁああああああ──ッ！」

　獅し子しのごとき咆ほう哮こうと共に、リィエルがさらに剣を振るう、振るう、振るう。

　その余波で周辺の壁は斬きり倒たおされ、割れ砕け、粉ふん砕さい、石畳はめくれ上がり、爆ぜ、吹き飛び、あっと言う間にその路地裏は地じ獄ごくもかくやの悲ひ惨さんな空間と化す。

　リィエルの姿はまるで理り不ふ尽じんなる圧倒的暴力の体現、竜たつ巻まきのようだった。

「ぐ、う──ッ!?　ま、待てッ！　リィエルッ！　話を聞いてくれッ!?」

「問答無用！　斬るッ！」

　グレンが何を言おうが、これが答えだとばかりに返ってくるのは熾し烈れつな斬撃だ。

（やばい……やばいぞ……ッ!?　こいつの後ろには、アルベルトが──ッ!?）

　遥はるか遠く建物の屋根の上から鷹たかのような鋭い目でこちらの様子を窺うかがう青年の姿に、グレンの焦燥は際限なく昂たかぶっていった。

　アルベルトは魔術狙そ撃げきの名手だ。いかなる混戦にあっても味方を避け、敵だけを正確無比に狙撃する神かみ業わざを持っている。さらに一度の呪じゆ文もん詠えい唱しようで二度の魔術を起動する二反響唱ダブル・キヤストと呼ばれる超ちよう高等技法まで習得している。

（くそ、こいつらには俺の固有魔術オリジナル【愚ぐ者しやの世界】がまったく役に立たねえし──ッ！）

　帝国宮廷魔導士団特務分室、執しつ行こう者ナンバー17『星』のアルベルト。

　同、執行者ナンバー７『戦車』のリィエル。

　愚者の世界の効果範はん囲い外がいからの狙撃を可能とする天才魔導士アルベルト。

　愚者の世界の意味がない肉弾戦を得意とする天才魔導剣士リィエル。

　グレンが執行者ナンバー０『愚者』の名を冠かんしていた宮廷魔導士時代、組めば最も頼たよりになった二人で──同時に、相手取れば相あい性しよう最悪の二人だった。

「どう、グレン!?　わたしの魔術の威い力りよく！」

「てか、お前のそれ、魔術って呼んでいいの!?」

　壁を完全に倒とう壊かいさせた横よこ薙なぎの一撃を転がって避けながら、グレンがわめく。

「断じて魔術！　錬金術で錬成した剣だからッ！」

　捨て身同然の飛び込みと共に、リィエルが大上段から大剣を一気に振り下ろす。

　とっさに飛び下がったグレンを外した大剣は、石畳を盛大に叩き割って爆ばく砕さいさせ、半瞬前グレンがいた場所にクレーターを作った。

「その解かい釈しやくには俺、断固異議を唱えたいんですけどッ!?」

　軽口を叩きながらもグレンに余よ裕ゆうはない。

　視界の端はしで、アルベルトが指をこちらに向けて構えているのが見えた。

　無理だった。リィエルの相手をしながら、二反響唱ダブル・キヤストで放たれるアルベルトの魔術狙撃を回かい避ひするなど不可能だ。もはや、それは人間業じゃない。

　そして、猟りよう犬けんのように追いすがるリィエルの動きは微み塵じんたりとも衰おとろえない。

　完全に詰つみ、だった。

（くっそ、すまねえ、ルミア──ッ！）

　吹き荒れる破壊の嵐をかい潜くぐる中、どうにもならない状じよう況きようにグレンが歯は嚙がみして──

　ついにアルベルトの指から黒魔【ライトニング・ピアス】の呪文が放たれて──

　超高速で飛来する稲妻の力線が、真まっ直すぐこちらを目指して飛んできて──

（く──ッ!?）

　それを回避する余裕などあるわけもなく、グレンは身を固くして──

「きゃん!?」

　黒魔【ライトニング・ピアス】が、リィエルの後頭部に刺ささっていた。

　途と端たんにリィエルはどさりと倒れ伏ふし、地面でぴくぴくと痙けい攣れんし始める。

「……え？」

　先ほどまで吹き荒れていた破砕音が噓うそのような静せい寂じやくが、不意に訪おとずれた。

　呆ぼう然ぜんとするグレンの前へ、屋根伝いに駆け寄よってきたアルベルトが足音軽く着地した。

「久しぶりだな、グレン」

「あ、あぁ……」

　どこか、咎とがめるような冷たい声こわ色いろで挨あい拶さつしてくる元・同どう僚りように、グレンは戸と惑まどう。

「場所を変える。俺について来い」

　アルベルトはリィエルを引きずりながら路地裏の奥へと歩いていく。

　状況が読めず、グレンとルミアは顔を見合わせて、素す直なおに頷うなずくしかなかった。




　そして──

「このお馬ば鹿か！　お前、一体、何考えてるんだ!?」

　フェジテ西地区にある路地裏の、さらに奥まった場所で、グレンの叫さけびが響ひびき渡わたった。

「俺が現役時代のときにお預けになった勝負の決着つけたかっただとぉ!?　時と場合と状況を考えろ、このアホ！　脳筋！　おかげで死ぬトコだったわ！」

「……むぅ」

　受けた【ライトニング・ピアス】の威力が相当、手加減されてあったことや、生来の頑がん丈じようさも手伝ったのだろう。もうすっかり回復したリィエルが感情の起き伏ふくに乏とぼしい表情を、ほんの少しだけ、しょんぼりさせていた。

「せ、先生……その方達は……？」

　ルミアは少し離はなれた場所で、不安と戸惑いの表情をリィエルとアルベルトに向けている。

「あー、こいつら俺の帝てい国こく軍時代の同僚だ。信しん頼らいできる連中だから安心……できるはずねーよな、さっきの光景見た後じゃな……」

「そうね、町中でいきなり軍用の攻性呪文アサルト・スペルを撃つなんて。うかつよ、アルベルト。どうやらあなた、その子に怖こわがられ──」

「オ　マ　エ　だ　よ！　お前ッ！」

　グレンはリィエルの頭を両手で鷲わし摑づかみし、がくがくと激しくシェイクする。

「……ったく、お前はちっとも変わらんな……はぁ……」

　その眠ねむたげな無表情を微塵も崩くずさず、ゼンマイ仕じ掛かけのメトロノームのように左右にふらふら揺ゆれるリィエルを尻しり目めに、グレンは深いため息を吐ついた。

「……話の続き、いいか？　状況はとても深刻なんだがな」

「す、すまん。頼たのむ」

　アルベルトの態度は久方ぶりに再会した仲間へ向けられるものとしては、どこか冷ややかだ。グレンは気まずさを覚えながらそれに応じた。

「俺が遠見の魔術や使い魔によって収拾した情報によると、王室親衛隊は女王陛下を自分達の監かん視し下に置き、そこの娘むすめ──ルミア嬢じようを始末するために独断で動いている」

「んなのわかってるよ。連中、絶対にありえない命令でっち上げてるからな。で？　女王陛下の身の回りは今、どんな感じだ」

「陛下自身は普通に競技場の貴き賓ひん席せきに居る。但ただし、その周囲一帯を王室親衛隊の上位幹部陣じんを中ちゆう核かくとした精せい鋭えいが、隙すき無く完全に取り囲んでいる。身動きは取れない様だ。おまけに今はその周囲はいかなる者も近づけさせない厳げん戒かい態勢……突とつ破ぱは至難の業わざだな」

「セリカはどうしたんだ？　ほら、元・特務分室のナンバー21」

「女王陛下の傍かたわらに居る。だが、何も行動を起こす心算つもりは無いように見える」

「わっかんねーなぁ。セリカなら、いくらでも女王陛下を守って切り抜ぬけられるはずなんだけどなぁ……王室親衛隊がルミアを特に狙ねらう理由、わかるか？」

「詳しよう細さいは不明だ。只ただ、お前の話の通りそのルミア嬢が、あの噂うわさの『廃はい棄き王女』だとするなら……何処どこかでそれを聞きつけた王室親衛隊が、王室の名めい誉よを守るために、忠誠心を暴走させ、その娘を始末しようとしている……と、考えられなくもない、がな」

「だが、それは無理があり過ぎだ。人の口には戸は立てられんと言うから、漏もれたその機密情報をどっかで得たというのはアリだとしても、女王陛下がいる、今、このタイミングで、不敬罪を犯おかしてまでコトを起こす意味がまったくわからん」

「確かにな。やるなら、密ひそかにやればいいだけの話だ」

　事の真相を考察し、難しい顔で考え込むグレンと、冷れい淡たんな表情を貫つらぬくアルベルト。

「もういい。考えても仕方ないこともある」

　思し索さくの膠こう着ちやく状態にしびれを切らしたのか、突とつ然ぜんリィエルが二人の間に割って入る。

「……いや、お前はもう少し、考えような？」

「だから、わたしは状況を打破する作戦を考えた。グレンがいるなら、もう少し高度な作戦が可能」

「ほう？　言ってみろ」

「まず、わたしが敵に正面から突つっ込こむ。次にグレンが敵に正面から突っ込む。最後にアルベルトが敵に正面から突っ込めばいい。……どう？」

「お前はいい加減、その脳筋思考どうにかしろっての!?」

「痛い」

　呆あきれたグレンはリィエルの脳天を鷲摑みし、ぎりぎりと万力のように力を込こめた。

「お前が居なくなった後の俺の苦労、少しは理解したか？」

　淡たん々たんと放たれるアルベルトの言葉の端はし々ばしには、どこか確実に棘とげがあった。

「……うん、ごめん。マジごめん」

「お前が何も言わずに俺達のもとから去った理由、今は聞かん。帰って来い、とも言わん。だが……いつか話せ。それがお前の通すべき筋だ」

「……ああ」

　グレンを一いち瞥べつすることもなく一方的に投げ放たれるアルベルトの言葉に、グレンは珍めずらしく神しん妙みように頷いた。

「そして、いつかわたしと決着をつけること。それがあなたの通すべき筋」

「嫌いやだよ!?」

　諦あきらめないリィエルに、グレンはうんざりしながら突っ込みを入れた。

「そう。いつか決着をつけるのは嫌、と。なら、今──」

「なんでそうなるんだ、勘かん弁べんしてくれ!?　ひぃいいっ!?　よ、寄るな!?」

　リィエルが錬れん金きん術じゆつで錬成した大たい剣けんを構えて、無表情でじりじりにじり寄ってくる。

　グレンは冷ひや汗あせを滝たきのように流しながら、戦せん々せん恐きよう々きようと後ずさりしていた。

「ええい！　大体、お前、なんでそんなに俺との決着に拘こだわるんだ!?」

「魔ま術じゆつ師し同士の決けつ闘とうは勝者が敗者に要求を一つ通せる……そう聞いた」

「ああ、そんなカビ臭くさい伝統があったな！　それがどうした!?」

「……それは」

　やけくそ気味に投げられたグレンの問いに、リィエルは一いつ瞬しゆん、言葉に詰まって。

「……グレンに、……どうしても、帰ってきて欲しかった、……から」

　常に一いつ切さいの感情の色を見せなかったリィエルの表情が、消え入るような声でそう呟つぶやいたその時だけ、微かすかに憂うれいに彩いろどられた……ような気がした。

「……ちっ、このバカ。それで俺が死んだら本末転てん倒とうだろうが……」

「グレンがあの程度の攻こう撃げきで死ぬわけない」

「お前なぁ……」

　そんなグレン達の様子を見守っていたルミアがくすりと笑った。

「アルベルトさんに、リィエルさん……でしたっけ？　ふふ、良い方達なんですね？」

「はぁ？　良い奴やつ？　こいつらが？　冗じよう談だん……」

　もはや、グレンはため息しか出ない。

「まぁ、いい。とにかく、女王陛下に直接面会すれば、それがこの状況の突とつ破ぱ口こうになるはずだ。俺はなんとか上手うまく、陛下の前に立たなければならない」

「その根こん拠きよはなんだ？　グレン」

「さあな？　ただ、セリカがそうしろって言った。アイツはケチで意地悪だが、意味のないことは絶対言わない。俺が女王陛下の前に立つことには必ずなんらかの意味があるはずだ。どの道、このままじゃ物量差でジリ貧ひん、それに賭かける」

「信じて良いのか？」

「少なくとも、俺は信じられるね」

「……わかった。お前がそう言うのなら、俺も信じよう」

　アルベルトが静かに目を閉じて頷いた。

「お前達二人を女王陛下の前に立たせるとして……俺達はどう動けばいい？」

「そうだな──」

　グレンが少し、考え込んで……アルベルトとリィエルにとある提案をした。








第五章　白熱する表、激動する裏









　魔術競技場はいまだ衰えぬ熱気に包まれている。中央の競技フィールドでは一喜一いち憂ゆうのドラマが次から次へと生まれていき、そのたびに観客達は熱ねつ狂きように包まれていく。

「……遅おそいなぁ」

　そんな活気に満ちた周囲の観客達とは裏腹に、システィーナは不安げに呟いていた。

「ルミア、まだ見つからないのかな……？」

　午後の部が始まってかなりの時間が経たっていた。グレン不在の中でも二組の生徒達は奮ふん闘とうし、総合順位は上がったり下がったりで現在四位。優勝を狙うならば少し厳しい状じよう況きようになってきている。やはり地力の差がここで現れ始めたのだろう。

「やっぱり、先生がいないと……」

　皆みなの士気が落ちかけている。やっぱり、だめかも。いや、俺達にしては上出来じゃないか？　……そんな弛し緩かんした空気が流れ始めている。システィーナ自身も、もう充じゆう分ぶん楽しんだ、よく頑がん張ばった……そんな思いに囚とらわれ始めている。

「本当にどこに行ったのかしら、あの二人……まさか、あいつ、ルミアに何か邪よこしまなことしてるんじゃないでしょうね？」

　システィーナが理由もわからない焦あせりと怒いかりに駆かられた、その時だった。

　背後にふと、覚えのある気配を感じ、システィーナは振ふり返った。

「やっと帰ってきたの!?　遅いわよ、先せ──あ、あれ？」

　つい、グレンとルミアかと思ったが、そこにいたのは見知らぬ男女だった。

　長ちよう髪はつ、鷹たかのように鋭するどい目つきの青年。

　帝国では珍しい青あお髪がみ、感情と表情の死し滅めつした人形のような少女。

　二人とも黒を基調とした上下のスーツにクラバット、白い手て袋ぶくろ、と帝国式の正装に身を包んでいる。この場においては少々堅かたい服装ではあるものの、別段珍しくもない出いで立ちではあるが、なぜかどうにも違い和わ感が拭ぬぐえなかった。

「お前達が二組の連中だな？」

「そ、そうですけど……あ、貴方あなた達は一体……？」

「俺は、グレン＝レーダスの昔の友人、アルベルト。同じくこの女はリィエルだ」

「…………」

　システィーナの問いにアルベルトと名乗る青年が答え、リィエルと呼ばれた少女が無言で微かに頭の角度を下げた。挨あい拶さつのつもりらしい。

「今日は、魔術競技祭の後、旧交を温めようとグレンの奴にこの学院へ招待されてな。この通り、正式な入院許可証もある」

　アルベルトは懐ふところから、学院の校章たる梟ふくろうの紋もんが銀で箔はく押おしされたカードを取り出して見せた。それは学院の正式な来客へ厳正な審しん査さの下もとに発行され、結界で守られた学院への出入りを可能にする鍵かぎとなる魔術符ふだ。

「だが、奴は今、突然の用事に少々取り込んでいるそうだ」

　突然の来訪者に、ざわざわと顔を見合わせる二組の生徒達。

「……で、だ。唐とう突とつなことで戸と惑まどうと思うが、あの男は今しばらく手が離はなせないらしい。ゆえに俺はこのクラスのことをグレンに頼たのまれた。今から俺が奴の代わりにこのクラスの指揮を執とる。そして──」




　魔術学院とは大きく離れた町の一角にて。

　金きん髪ぱつの少女を横よこ抱だきに抱かかえた青年が、一心不乱に駆けている。

　その脳のう裏りに思い起こされるのは先ほど、昔の同どう僚りようと交かわした言葉だ。

『ルミアは感応増ぞう幅ふく者だが、この状況を打破するために、ルミアの能力を使うことは絶対にできない』

『知っての通りだが、異能というのは人にバレたらただじゃ済まない。迫はく害がいされ、忌いみ嫌きらわれ、下手すりゃ殺される。異能者と聞けば、神の名の下に粛しゆく清せいしたがる非公式の狂きよう信しん的武装修道会があるの知ってるだろ？　万が一、連中に目をつけられたら終わりだ』

『ルミアの素す性じようを隠かくし通さなければならない大前提がある以上、状況打破のための能力行使は厳禁だし、事情を誰だれにも説明できない。こんな詰つんだ状況で、誰にも邪じや魔まされず女王陛下に近づくには、まず俺のクラスが魔術競技祭で優勝する必要がある』

『優勝すれば、今回だけは女王陛下が表ひよう彰しよう台だいに立ち、クラスを代表して担当講師が勲くん章しようを賜たまわることになっている。これが、現在、厳げん戒かい態勢で女王陛下の周辺を固めている王室親衛隊を出し抜ぬいて、陛下に接せつ触しよくする唯ゆい一いつのチャンスだ』

『なぜなら、競技祭の終わりに陛下がこの表彰台に立つ瞬間だけは、王室親衛隊は陛下に対する徹てつ底ていマークを一時的に外さざるをえないからだ。女王の名において下しも々じもの者に勲章を下か賜しするこの瞬間に、女王陛下を自身らの監かん視し下において拘こう束そくし、それを妨さまたげるならば、それは女王陛下の威い光こうと面子メンツを潰つぶすことになるからだ。右派筆頭たる王室親衛隊の誇ほこりにかけて、そんなことできるはずがない』

『そして、その時、怪あやしまれずに俺が陛下の前に立つ方法を考えた。それは──』

　────。

　──正直、分ぶの悪い賭けだと思う。

　だが現状、この状況を打破しうる手はそれくらいしかないのも事実だった。

「いたぞ──ッ!?」

　と、その時、背後で怒ど声せいが上がった。

　駆ける速度を緩ゆるめず、ちらりと背後を振り返れば──

「あそこだ──ッ！　追え──ッ!?」

　遥はるか後方の十字路の辺りで、自分達の姿を発見した王室親衛隊の群れが見えた。

　こんな所で捕つかまるわけにはいかない。

「……ふん、やれやれだ」

　鼻を一つ鳴らして、駆ける速度をさらに速める──




「監かん督とくを代わるって……そして、優勝してくれって……なんで？」

　システィーナはもちろん二組の生徒達全員が、このアルベルトという、グレンの旧友を名乗る男のわけのわからない申し出に戸惑いを隠せなかった。

　そもそも、この男はなんなのだろう？　学院には部外者や招かざる客を排はい除じよする結界が張ってある。ゆえに、この男が学院の正式な許可証を持って学院内に立ち入っている以上、まず信しん頼らいのおける人物であることには間ま違ちがいないはずなのだが……

　どう判断したら良いかわからずシスティーナが戸惑っていると、アルベルトと名乗る青年の隣となりにいた小こ柄がらな少女がシスティーナの前に出て、その手を取った。

「……お願い。信じて」

　システィーナは、互たがいの吐と息いきも感じられる距きよ離りで、その少女の瞳ひとみを深く覗のぞき込んだ。

　そして、隣の青年と少女を交こう互ごに見比べる。

「貴方達は……」

　システィーナはしばらくの間、何かを考え込むかのように押し黙だまり、そして言った。

「……わかったわ。うちのクラスの指揮監督をお願いするわ、アルベルトさん」

　そんなシスティーナに、クラス中の困こん惑わくの視線が集まった。

「大だい丈じよう夫ぶよ、この人達は多分、信頼できるわ。それに誰が総指揮を執ろうが、どうせ私達のやることは変わらないでしょ？　皆で優勝するんだって」

　そりゃそうだ、と生徒達が顔を見合わせる。

「グレン先生が今、どこで何をやってるのか知らないけど……」

　ちらりと、システィーナは意味ありげにアルベルトを一いち瞥べつし、そして仲間達を振り返って堂々と宣言した。

「せっかくだから、皆で勝とう！　先生のおかげで皆、ここまで来れたのよ!?　後、もう少しじゃない!?　諦あきらめるにはまだ早いわ！」

「そ、それは……」

「そうだけどさ、システィーナ……」

「やっぱ、先生がいないとさ……俺達……」

　弱気なクラスメイト達に、システィーナは焚たきつけるように言葉を放つ。

「あのさ……先生がいないときに私達が勝手に負けたらアイツ、『ぎゃははは！　お前らって俺がついてないと全っ然ダメダメなんだなぁ！　あっ、ゴメンねぇ、キミ達ぃ、途と中ちゆうでボク抜けちゃって～、てへぺろっ！』とか言うわよ、絶対……」

　むかっ。いらっ。かちんっ。

　そのいかにも『ありそうな』展開予想に、クラスの生徒達の心に火が点ついたらしい。

「う、うざいですわ……それは、とてつもなくうざいですわ……」

「あのバカ講師に、んなこと言われるのだけは我が慢まんならないな……」

「ああ、もう、くそ！　考えただけで腹立つ！　わかったよ、やってやるよ！」

　鎮ちん火かしかけていた雰ふん囲い気きに再び熱気が戻もどってくる。

「……こんなものかしらね」

　上手うまくクラスの皆を焚きつけることに成功したシスティーナが、アルベルトへ再び意味ありげな視線を送る。

「さて、お手並み拝見させてもらおうかしら？　ア　ル　ベ　ル　ト　さん？」

　挑ちよう発はつするようなシスティーナの物言いに、男はしかめ面つらで頭を搔かいた。




『さぁ、魔ま術じゆつ競技祭もいよいよ酣たけなわ！　午前の部では大だい健けん闘とうを果たした二年次生二組、後半になって遂ついに失速か──ッ!?』

　競技場に相変わらず威い勢せいの良い実じつ況きようの声が響ひびき渡わたる。

『そして、この「変身」勝負──これを落としたら、まさかの二組優勝はもう絶望的でしょう！　さぁ、どう出る二組──ッ！』

「う、うぅ……」

　中央の競技フィールドに敷ふ設せつされた変身魔術実演用の円形舞ぶ台たい、そのかたわらの選手待機用のテント内にて。

　制服のスカートの裾すそを握にぎりしめながら、リンは緊きん張ちように震ふるえていた。

「私が負けたら……私達の優勝は……優勝、は……」

『おおっ──とぉおおおおッ!?』

　突とつ然ぜん、張り上げられた実況の声と観客席の歓かん声せいに、リンはびくりと背を震ふるわせる。

『ハーレイ先生の一組、セタ選手！　見事な竜りゆうに変身した──ッ!?　これは凄すごい！』

　リンがテントから恐おそる恐る顔を出して実演舞台に目を向ければ──そこには黒光りする鱗うろこ、雄お々おしく広がる翼つばさ、凶きよう悪あくに光る爪そう牙がに、見る者を圧殺せんばかりの巨きよ軀く──本物と見み紛まがうほどの迫はく力りよくに満ちた竜が出現していた。

「ひっ!?」

　その再現度の高さと言ったら、リンが思わず怯おびえて後ずさってしまうほどだった。

『これは各審査員の先生方も高評価！　９、９、10、９点……合計37点！　これはいきなり決まってしまったか──ッ!?』

「あ、あわわ……ど、どうしよう……」

　と、その時。

　頭を抱えて青ざめるリンの肩かたを、ぽんと叩たたく者がいた。

「ぐ、グレンせんせ──」

　とっさに振ふり返るが──

「じゃなくて……あ、アルベルトさん……」

　そこにいたのは、グレンの友人を名乗る謎なぞの青年、アルベルトだった。

「あ、……そ、その……ごめんなさい……人違いで……」

「イメージトレーニングは、ずいぶんと積んだようだな」

　アルベルトはリンが胸むな元もとに抱だきかかえている聖画集に目を向け、言った。

「え？　あ、はい……グレン先生がそう言ったので……」

「なら、問題ない」

　アルベルトが力強く頷うなずいた。

「リンと言ったか。お前なら大丈夫だ。お前はお前が思っている以上に優ゆう秀しゆうなはずだ。恐らく、少し自分自身に自信がないだけだろう。グレンの奴やつからいつも聞いていたが、お前の力は折り紙つきだ」

「アルベルト……さん？」

「失敗しても気にするな。優勝しろとは言ったが、どうせ祭りだ。誰も死なないし、文句も言わない。もし負けて、そのことを責めるような輩やからがいたならば、俺がそいつらを仕置きしてやる。だから、気楽に行け。わかったか？」

　それはどこかで誰かが言っていたような台詞せりふだ。おかげでリンはその言葉を初めてかけられた時に感じていた、あの安あん堵どと落ち着きを思い出す。
















　一つ深呼吸して──

「わかりました！　精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばってきます！」

　決意を固めたように頷いた。

『さぁ、次は変身魔術なら学院内でもちょっと有名人、二組のリンちゃんの登場だ！　さて、彼女はどんな変身を見せてくれるのか──ッ！』

「行ってきます」

　アルベルトは黙って頷き、リンは舞台に向かって歩いて行く。

「へぇ、優勝狙ねらうなら、ここで何よりも勝ちたいのに負けていい、だなんて」

　にやにや、と。システィーナがそんな様子を見て意味深に笑っていた。

「アルベルトさん、なかなか剛ごう毅きじゃない？」

「……上に立つ者が余よ裕ゆうを見せねば、下は力を発揮できん。特に彼女のような性格であればな。叱しつ咤たも激げき励れいも人と状じよう況きようによりけりだ」

「なるほど、よく見てるのね。まるで、いつも見てるみたい」

「…………」

　そして──

『て、天使様だぁああ──ッ!?　魔術学院に聖画から抜け出てきたような天使様が降臨したぁあああ──ッ!?　これは美しい！　二組のリンちゃん、なんとも見事な変身を見せましたぁ──ッ！　さぁ、注目の評価点は──ッ!?』

　時計の文字盤ばんを模した光輪を背に、純白の三対つい六翼よく、揺ゆれ流れる純銀の髪かみ、ふわりとたなびく薄うす絹ぎぬの衣。その華きや奢しやな身体からだにはゆるりと無数の金色の鎖くさりが巻き付き、その細ほそ腕うでには時の天使を象しよう徴ちようする巨きよ大だいな黄金の鍵かぎが携たずさえられ、自身の鎖と繫つながっている。

　その全造形がまるで彫ちよう像ぞうのように精せい緻ちかつ美び麗れい。

　時の天使ラ＝ティリカ。

　宗教神話上の存在に過ぎない天使の実在を証明するような、その神こう々ごうしい御お姿すがた。

　滝たきのように轟とどろく拍はく手しゆと大だい歓かん声せいの渦うず巻まく中心に、敬けい虔けんなる者ならば思わず跪ひざまずいて聖印を切ってしまわんばかりに荘そう厳ごんなる天使が降臨していた──




「くそ、ちょこまかと……ッ!?」

　王室親衛隊のベテラン衛士、クロス＝ファールスは焦あせっていた。

　今回、崇すう高こうなる女王陛下のフェジテ行幸における護衛任務に駆かり出され、誇ほこりと共に職務へ専心していたら、なんの前まえ触ぶれもなく、いきなりとある少女の抹まつ殺さつ命令がゼーロスから下った。ご丁てい寧ねいにその少女の姿を射しや影えい機で撮さつ像ぞうしたモノクロ写像画すら用意してあった。

　ゼーロスはいつの間にそんな物を用意していたのだろうか？　おまけに少女を捕ほ獲かく次し第だい、その場で討うてというのもおかしい。いくら少女が不敬罪を犯おかした国家反逆者だったとしても、その不自然さは際きわ立だち過ぎている。

　どうにも後味の悪い任務に、それでも己おのれが責務を果たそうと、クロスがその少女と少女と共に逃とう亡ぼうする男を追い始めて、すでにかなりの時間が経過している。

　今、クロス達は数名を一単位とする何十単位もの班に分かれ、フェジテの市街を駆けている。そして、クロスの指揮する班が駆けるその前方には、件くだんの少女を抱かかえて逃亡する男の姿があった。

　すでに各管区の警備官に通達が行き、フェジテの東西南北の市し壁へき門は封ふう鎖さされている。

　あの二人組はフェジテという大きな籠かごの中に囚とらわれた小鳥に過ぎない。

　実際、クロス達はその姿をすでに現在進行形で捕ほ捉そくしている。

　捕とらえるのは時間の問題。

　そう、時間の問題だったはずなのだが──

　捕つかまらない。捕まえられそうで、さっきから全然、捕まえることができない。

　通信の魔ま導どう器きでフェジテ中に散らばる各班と連れん絡らくを取り合いながら、包ほう囲い網もうを敷しきつつ追っているのに、あの二人は包囲網の弱い所を的確に突つき、突とつ破ぱして、北地区、東地区、中央区、南地区、西地区──縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回り、自分達を引っかき回している。

　まるで、空からフェジテの都市を見下ろし、都市構造と自分達の挙動を完全に掌しよう握あくしているかのような的確さだ。そもそも、こちらの連れん携けいのための通信連絡すら、なんらかの手段で傍ぼう受じゆされているかのように筒つつ抜ぬけな気がしてくる。

　さらに不可解なことに──こちらが連中の姿を見失いそうになると、あの二人は自分達の前にひょっこり現れるのだ。まるで遊ばれているかのようだった。

「くそっ……なめやがって……ッ！」

　同どう僚りよう達共々、クロスは躍やつ起きになって数十足歩を駆ける男の背中を追い続ける──




　──。

　────。

『さぁ、「変身」の競技で最高得点を叩き出し、勢いを盛り返した二組！　続く「使い魔操作」、「探査＆解かい錠じよう」でも結果を出し、現在三位！　再び優勝が射程に入りました！　いやぁ！　今回の魔術競技祭は本当に面おも白しろい！』

　大おお番ばん狂くるわせはやはり勝負事の華はななのだろう。観客席の人々も勢いを取り戻し始めた二組の姿に、再び熱ねつ狂きように火が点つき、沸わき立ち始めていた。

『そして、今、魔ま術じゆつ師しの伝統遊ゆう戯ぎ「グランツィア」の試合の真っ最中！　今、ハーレイ先生の一組チームとグレン先生の二組チームの、血を血で洗うような陣じん取どり合戦が行われております！』

　楕だ円えん形に敷設されたグランツィア・フィールド上を、制服の上からつけたビブスによってチーム分けされた選手達が必死に呪じゆ文もんを唱えて霊れい点てんを設置し、陣じん地ち結界を構築していく。青い光の点とそれを結ぶ青い光の線と、それに沿って立つ光の壁かべが、競技場を色いろ鮮あざやかに切り分けていく──

『が、二組、どうしたことでしょう!?　先ほどからまったく結界を構築する気配がありません！　一組チームの構築した陣地結界を壊こわしてばかりだ！』

　実況の通り、二組のチームは一向に結界を構築して自分達の陣地を作ろうとはせず、全員がひたすら一組のチームの作った結界を壊す妨ぼう害がい工作ばかりをやっている。

「小こ癪しやくな……ッ！　おのれ二組！　引き分け狙いだな!?　自分のクラスに得点は入らないが、それでも実力差を考えれば大金星ということか！」

　競技場の外で自分のチームに指示を飛ばしていたハーレイが歯は嚙がみする。

　場は膠こう着ちやく状態と化していた。二組チーム──アルフ、ビックス、シーサーの三人は、実力的には一組チームに劣おとるくせに、なぜか結界を壊す手て際ぎわだけは妙みように良いのだ。

　ゆえに双そう方ほうにまったく得点が入らない。

　一時的に一組に得点が入ってもすぐゼロに戻もどされてしまう。

　得失点差がクラスの得点になるこの競技。このまま終われば二組はともかく、一組は他のクラスに大きく差を詰つめられてしまうことになる。

　そんな状況に焦ったハーレイは苛いら立だって指示を飛ばした。

「ええい、くそ、時間がない！　こうなったら──アブソリュート・フィールドだ！　アブソリュート・フィールドを張れ！　その雑魚ざこ共と貴様らとの根本的な実力差を思い知らせてやれ！」

　指示を受け、一組チームの選手達は赤い光で結界を構築し始める。

　これで結界を成すには通常の結界より工数がかかるが──これを打ち消したらペナルティで得点が大きく引かれてしまう。

『ああーっと、一組、アブソリュート・フィールドの構築に入ったぁ！　これが成れば引き分け狙いはできない！　二組選手陣じん、慌あわててノーマル・フィールドの構築に取りかかったが──流石さすが、一組、対応が早い！　一組のディフェンダー、ノール君、二組のフィールドをあっと言う間に潰つぶした──ッ！』

　二組の三人が必死に結界を張って、アドバンテージを保とうとするが、一組のディフェンダーにことごとく潰されていく。こうしている間にも、一組の構築するアブソリュート・フィールドは着々と完成に近づいていく。

「ふははははッ！　二組めッ！　散々、小こ賢ざかしい真似まねで手こずらせてくれたが、これで詰みだ！　そして、この勝利で我々の総合一位は確定！　終わりだッ！」

　場外でハーレイが高々と勝利宣言した瞬しゆん間かん、一組のアブソリュート・フィールドはとうとう完成し──同時に一組の敗北が確定した。

『こ、これはぁあああああああああああああああ──ッ!?』

　そのあまりにも予想斜ななめ上の結末に、会場は割れんばかりの怒ど号ごうに満たされる。

　一組の赤いフィールドが成立するのと同時に、それを切きつ欠かけとして突とつ如じよ、それを大きく取り囲むように黄色の光のフィールドが出現したのだ。

『サイレント・フィールド・カウンターだ──ッ!?　なんと一組のアブソリュート・フィールド成立を条件にしたサイレント・フィールドを二組が仕込んでいた──ッ!?』

　グランツィアのルール上、完全に囲まれてしまったフィールドには得点価値がなく、最も外側のフィールドを構築したチームの得点に加算されてしまう。つまり──

「ば、馬ば鹿かな……」

　そのあまりにもあんまりな展開に、ハーレイが茫ぼう然ぜん自失する。

「サイレント・フィールドだと……ッ!?　グランツィアの名人でも、めったにやらない高等戦術を……あの雑魚共がやっただとぉ!?　しかも、この規模のアブソリュート・フィールドに対する条件起動なんて……い、一歩間ま違ちがえれば日の目を見ることすらない役立たず術式じゃないか……ッ！　こ、こんな出で鱈たら目め──」

　フィールドでは一組の選手達が狼狽うろたえていた。格下と思っていた相手が、こんな高等戦術を場に仕込んでいたなどとは夢にも思わず、しかもいきなり特大の点差をつけられ、混乱と共に思考停止に陥おちいっているようだった。

「──ッ!?　馬ば鹿か者もの！　何をやっておるかッ!?　つ、潰せッ！　潰せぇッ!?　少しでもいい！　そのフィールドを潰──」

　その時、審しん判ぱんの無情な笛が響ひびき渡わたり、ハーレイは頭を抱えた。

『ああっと、ここで時間切れ──ッ！　まさかの大逆転だぁあああッ！　これで二組は現在首位を走る一組に大きく追いついた──ッ！　わからなくなってきた！　確実だと思っていた一組の総合一位が、これは、わからなくなって来たぁ──ッ!?』

「……よし」

　ハーレイと同じく、場外でチームの様子を見守っていたアルベルトが小さく頷うなずく。

「凄すごい、本当に勝っちゃった……」

　その隣となりで、記録と時間を計っていた補ほ佐さ役のシスティーナが目を丸くした。

「十回やれば九回は負ける勝負だ。残り一回を最初に引いただけだがな」

「そうだとしても……アルベルトさんって、本当に凄いんですね」

「凄い？　俺が？　凄いのはお前のクラスの連中だろう。あの格上相手によくやった」

「いえ、それもそうですけど……アルベルトさん、競技中、うちの選手達にサインで細かく指示出していたじゃないですか。私、時間を見ながら記録取っていたからわかるんですけど、あれびっくりするくらい完かん璧ぺきな指示でしたよ？」

「……そうか？」

「はい、うまくカウンターが決まったのって、ほとんどアルベルトさんのおかげですよ」

「違うな」

　システィーナの賛美を、アルベルトは堅かたく否定した。

「カウンターを成立させるために、お前達のクラスは一丸となって協力して、選手達が少しでも使いやすいように結界構築の術式を調整したらしいな」

「あれー？　どうしてそれ知ってるんですか？」

「…………グレンの奴やつから聞いた。とにかく、お前達の勝利はお前達だけのものだ。俺は、ほんの少し後押ししただけに過ぎん」

「ふーん、まぁ、アルベルトさんがそう言うなら、そういうことにしておきますけどね」

　システィーナは髪かみをかき上げながら、意味ありげに笑った。

「さて、競技祭もいよいよ大おお詰づめ！　次は注目の『決けつ闘とう戦』、私の出番ね！」

「そうか……期待しているぞ」

「……っ！　はい、期待しててください」

　アルベルトの言葉に、システィーナは一瞬きょとんとして、それから不敵に笑った。




「はぁ……はぁ……ッ！　やった！　とうとう追おい詰めたぞッ！」

　クロスは息を切らせて駆けながら、ようやく勝利を確信した。

　狭せまい路地裏、自分達の駆ける先には、まったく衰おとろえない勢いで少女を抱えて逃にげ回る、あの憎にくき男の背中が見える。恐おそらく白魔【フィジカル・ブースト】の呪文で身体能力を底上げしているのだろうが、戦闘訓練を受けた自分達を相手にここまで走るペースを保てるのは、驚きよう愕がくに値あたいすることである。

　だが、それももうここまでだ。

　男が走るその先には、今、仲間の衛士達が先回りして陣じん形けいを組んで待ち構えている。

「挟はさみ撃うちだ！　今までは上手うまく包囲網を抜ぬけられたが、今回ばかりはさせんッ！」

　やがて、逃げる男の前方に、数名の衛士達が待ち構えているのが見えてくる。

「止まれッ！　止まらないならば、我らが魔導の威い力りよくを知ることになるだろうッ！」

　待ち構えていた衛士達が警告を上げる。

　クロスはようやくこの追つい跡せき劇げきが終わることを予感するが──

「な、何ィッ!?」

　男の足は止まらない。

　少女を抱かかえたまま、待ち構えていた親衛隊に向かって愚ぐ直ちよくなまでに突とつ進しんする──

「け、警告はしたぞッ！」

　待ち構えていた衛士達が一いつ斉せいに呪文を唱え始める。

「《紅ぐ蓮れんの獅し子しよ・憤ふん怒ぬのままに・吼ほえ狂くるえ》！」

　黒魔【ブレイズ・バースト】。熱エネルギーを圧縮凝ぎよう集しゆうした火球を投げつけ、着ちやく弾だんと共に爆ばく炎えんを広こう範はん囲いにわたってまき散らす軍用の攻性呪文アサルト・スペル。魔術的防ぼう御ぎよなしに直ちよく撃げきを受ければ、人間など消し炭すら残らない、強力な面制圧魔術である。

　この狭い路地裏で数発分の【ブレイズ・バースト】など捌さばけるわけがない。黒魔【トライ・レジスト】を唱えられても、その防御を貫つらぬいて確実に葬ほうむり去れる。三属エネルギーを基底状態に戻して打ち消す黒魔【トライ・バニッシュ】の呪文では手数が足りない。強固な魔力障しよう壁へきを展開する黒魔【フォース・シールド】の呪文で防げば足が止まり、今度は二人を追うクロス達の剣けんの生いけ贄にえだ。

　衛士達の誰だれもが終わりを確信し、向かい来る男に向かって火球を投げ放った。

　だが、その時──路地裏の固い石の壁が突如、粘ねん土どのように形を変えながら素す早ばやく動き、男と呪文を放った衛士達の間に分厚い壁を作り出す。

　その刹せつ那な、石壁の質感は瞬時に変化し、石の壁が水の壁と変質した瞬間、数発の火球が大量の水で構成された壁に着弾。

　火球を飲み込んだ水壁は一瞬で沸ふつ騰とう、蒸発、膨ぼう張ちよう、凄すさまじい量の水蒸気と化して爆散し、路地裏を白い暴風となって疾しつ走そう、衛士達の視界を白一色に埋うめ尽つくした。

「ぐわぁぁああああ──ッ!?」

　視界の悪さと、蒸気を孕はらんだ熱風で衛士達の誰もが身動きを取れなくなる。

　やがて、視界が晴れ──当然のように男と少女の姿はなかった。

　ただ、最初の石壁の材料になったであろう路地裏の壁が、ごっそりと消えていた。あの二人は恐らく、この穴から脱だつ出しゆつしたらしい。

「くそ、なんだ今のは？　……まさか錬れん金きん術じゆつか？　そんな馬鹿な……ッ！　なんなんだ、あの錬成速度の速さは!?　人間業わざじゃないぞ!?」

　まだまだ、この追跡劇は続きそうだ。

　辟へき易えきしながら、クロスは男の後を追う──




　──。

　────。

『さあて、いよいよ魔術競技祭、二年次生の部も大詰め！　とうとう本日のメインイベント「決闘戦」の開かい催さいですッ！　ルールは例年通り三対三の団体戦、十の参加チームによるトーナメント！　見事、頂点に輝かがやくのは果たしてどのクラスか──ッ!?』

　競技場の中央には円形の決闘場が構築され、その周囲に参加チームが集まっている。

『集つどうのは各クラス最強の三人！　皆みな、クラスの名めい誉よを背負って正々堂々と戦ってくれることでしょう！　なお、皆様ご注目のグレン先生率いる二組は、この「決闘戦」で見事最後まで勝ち残れば、現在総合一位のハーレイ先生の一組に逆転勝利が可能です！　さぁ、どうなる──ッ!?』

　これで全すべてが決まる。

　全員で個々の長所を生かして戦うのが強いのか？　それとも一部の強者のみで全て戦い抜くのが強いのか。

　良くも悪くも注目を集めた、魔ま術じゆつ競技祭二年次生の部、その全てがここで決まる──

『さぁ、いよいよ開始です。まず、トーナメント第一回戦！　六組対四組！　両チーム、先せん鋒ぽう選手、前へ──ッ！』




　一方、女王陛下のいる貴き賓ひん席せき周辺は、会場の盛り上がりとは裏腹に、ひたすら慌ただしかった。

　先ほどから貴賓席の回りには衛士達が忙せわしく行き交かい、怒ど声せいが飛び交っている。

「まだか!?　まだ、捕つかまらないのかッ!?」

　報告に来る衛士を、ゼーロスは苛いら立だち紛まぎれに怒鳴りつけた。

「で、ですが……標的の逃とう亡ぼうを手助けしている者がおりまして、先ほどから申し上げているとおり、その男が予想以上に手て強ごわくて……ッ！」

「馬鹿者！　件くだんの魔術講師だろう!?　たかだか、魔術師一人に後おくれを取るなど！　貴公らはそれでも誇ほこり高き王室親衛隊の一員なのか!?」

「も、申し訳ございません！」

「追え！　なんとしてもルミア嬢じようを抹まつ殺さつするのだ！　でないと……わかるだろう!?」

「はっ！」

　すると、控ひかえていた別の衛士がゼーロスに進言する。

「しかし、閣下。敵が手強いのは事実です。もはや我々のみの手に負えることではないのかもしれません。ここはもう真実を明かし、学院側にも応おう援えんを要よう請せい──」

「ならぬ！」

　だが、ゼーロスは怒声でその意見を切り捨てる。

「それだけはならぬぞ！　貴公、忘れたのか!?　それをやれば我々はともかく、女王陛下が──それだけは絶対に避さけねばならぬ！」

「そ、そうでした……申し訳ありません！」

「ことが終われば、わしが全ての責任を負って自害する！　わしは陛下に仇あだをなした反逆者としての汚お名めいの下もとに果てよう！　だが、陛下は！　陛下だけは我々がお守りしなければならぬのだ！　だから──」

　がくり、と。若い衛士が頭こうべを垂れる。

「閣下はそこまで……わかりました。ルミア嬢とその逃亡を助ける男の捕ほ捉そくを急ぎます」

「すまぬ……嫌いやな役目を押しつける。陛下の護衛の一部をそちらの増ぞう援えんに回す。貴公達は一刻も早く目標を捕とらえるのだ。そう、全ては陛下のために──」




　突とつ如じよ、路地裏を埋め尽くすように紅蓮の爆炎が巻き起こり、衝しよう撃げきが周囲に吹ふき荒あれた。

「ぐぁあああああ──ッ!?」

　それに巻き込まれた衛士が火だるまになってその場に転がる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　クロスは炎に包まれて転がる仲間に、慌あわてて駆かけ寄った。

「だ、大丈夫だ……炎の威力はそれほどでもない……だが爆ばく発はつの衝撃で腕うでが……」

　身体を包む火をなんとか消し止めた衛士が起き上がって、悔くやしそうにうめく。どうやら腕を痛めたらしく、苦く悶もんの表情で腕を押さえていた。

「くそ……黒魔【バーン・フロア】……また、魔術罠マジツク・トラツプか！」

　敵が無数に仕し掛かけてきた魔術罠マジツク・トラツプは、装備に【トライ・レジスト】が付呪エンチヤントされている自分達にとっては致ち命めい傷しようにはならないが、無視できるダメージでもない。回復にいちいち治ち癒ゆ魔術を使っては魔力も人員も時間も食ってしまう。ゆえにクロス達は魔術罠マジツク・トラツプをどうしても常に警けい戒かいせざるをえず、先さきほどから追つい跡せきは遅ち々ちとして進まない。

　しかも敵は無む闇やみやたらに罠わなを張るのではなく、延々と続く追跡劇の最中、こちらの罠に対する警戒が緩ゆるんだ瞬しゆん間かんを狙ねらいすましたかのように仕掛けてくる。そのさじ加減は実に巧こう妙みようかつ絶ぜつ妙みようで、それゆえにクロス達は、あるとわかってる罠に何度も引ひっ掛かけられてしまうのだ。

　このままならない展開に、クロスは地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「なんだ？　俺達が追っている奴らはなんなんだ？　あまりにも戦い慣れている……先ほどからいいようにあしらわれているばかりだ！　しかも、こちらをまったく殺さずに……なんなんだ!?　手助けしているのは、ただの魔術講師じゃなかったのか!?」

「クロスさん！　それよりも第三班から連れん絡らく入りました！　現在、連中は東地区二番街、トルト通りを南進中とのことです！」

「わかった！　よし、皆、行くぞ！」




　──。

　────。

　決けつ闘とう戦は続く。

　電でん撃げきの力線が、炎の矢が、冷気の風が、決闘場の上で飛び交っている。

　第五回戦、二組対四組──

「《大いなる風よ》──ッ！」

　システィーナの黒魔【ゲイル・ブロウ】の呪じゆ文もんが、対抗呪文カウンター・スペルを唱えようとする相手よりいち早く完成し、放たれた猛もう烈れつな突とつ風ぷうが相手を殴なぐりつけた。

「う、うわぁああ──ッ!?」

　抗あらがえず、相手の選手は吹き飛ばされていく。

『ああっと!?　リドリー選手、【エア・スクリーン】の呪文、間に合わなかったぁああああ──ッ！　場外負け！　二組、三タテ勝利で四組を下したぁ──ッ！　強い！　先鋒を務めたカッシュ君がややネックかと思われたが、普ふ通つうに強いぞ、このチームッ！』

　上がる歓かん声せいの中、システィーナとカッシュがハイタッチする。

「さすがシスティーナ、圧勝だな！　泥どろ仕じ合あいでなんとか勝たせてもらった俺とは違ちがうや」

「何、言ってるの、カッシュ。勝ちは勝ち。貴方あなたも見事なものだったわ」

　笑いながら健けん闘とうを讃たたえ合うシスティーナとカッシュ。

「ふん。まぁまぁだね、システィーナ。だが、ぬるいんじゃない？　相手の怪け我がとか気にしなければ、君ならもっと楽に勝てたんじゃないかい？」

「アンタは本当にブレないわね、ギイブル……」

　クラスが一体となって盛り上がる中、唯ゆい一いつちっともその皮肉げで冷めた態度が変わらないギイブルに、システィーナは呆あきれながら嘆たん息そくする。

「お喋しやべりしている暇ひまはないぞ、お前達」

　そんな浮うき足立ったチームにアルベルトが鋭するどく水を差す。

「次の決闘戦が始まる。見ておけ。他の選手の戦い方を見ながら、自分ならどう立ち回るかイメージしろ。そして、見ながら聞け」

　アルベルトがカッシュに向き直り、今、決闘の舞ぶ台たいに立った選手を指差しながら語る。

「七組のアイザック。恐おそらくお前の次の相手だ。見る限り【ショック・ボルト】の連唱速度は目を見張るものがある。お前の技量ではバニッシュしきれまい。確実に【トライ・レジスト】と【フォース・シールド】を張り直すばかりの防戦一方となる」

「そ、そうですよね……やっぱ、俺じゃ……」

「そこでだ、カッシュ。お前は【フォース・シールド】を使うのをやめろ。【トライ・レジスト】の付呪エンチヤントも最初の一回だけだ。重ねがけは厳禁と心得ろ」

　その言葉に驚おどろきを隠かくせず、カッシュは目を大きく見開いた。

「ふん。また、無茶な指示を……防御を捨てる魔術戦なんて聞いたことないですね」

　ギイブルがかたわらで鼻を鳴らして呆れたように肩かたをすくめるが、アルベルトはそれを無視して指示を続ける。

「カッシュ。お前はこの三人の中では一番運動能力が高いし、体格に恵めぐまれ屈くつ強きようだ。その運動能力と体力を利用して、体たい捌さばきとやせ我が慢まんだけでなんとか【ショック・ボルト】の呪文を耐たえてかわしてみせろ。アイザックは五連唱した後、マナ・バイオリズムを大きく崩くずして必ず隙すきができる癖くせがあるようだ」

「！」

「先の四発を【トライ・レジスト】のみで耐え、五発目をなんとしても回かい避ひしろ。それができれば、お前の勝ちだ。お前も男だろう？　多少の痛みには耐えてみせろ」

「……わ、わかりました。やってみます！」

　勝利の目を教えられ、カッシュが神しん妙みように頷うなずく。

「次、ギイブル。お前の相手だが……」

「ふん、余計なお世話ですね。僕に助言は要らないよ」

「いいから聞け。次のお前の相手は──」

　けんもほろろにあしらわれても辛しん抱ぼう強づよくギイブルに助言するアルベルト。

「……ふうん」

　システィーナはそんなアルベルトの横顔を、やはり何か意味ありげに見つめていた。




　様々な露ろ店てんブースや商業店てん舗ぽが密集するフェジテ南地区にて。

　往路を行き交う無数の人々をかき分けながら、クロス達は他二班と合流していた。

「くそ、夕方の商店街……人ひと混ごみに紛れたかッ！　そっちはどうだ!?」

　クロスの叫さけびに応じ、仲間の衛士が駆け寄ってくる。

「いや、見失った！　申し訳ない！」

「仕方ない、今すぐこの一帯に戒かい厳げん令れいを敷しくんだ！　市民達を排はい除じよして──」

　クロスが周囲の仲間達に指示を飛ばそうとした、その時だ。

「ぎゃあっ!?」

　寄り集まった仲間の衛士の一人が突とつ然ぜん、体を震ふるわせ、悲鳴を上げて倒たおれた。

「何!?　一体、どうした!?」

「そ、狙そ撃げきですッ！」

「なんだと!?」

　驚きよう愕がくに震えるクロスの目の前で、【ライトニング・ピアス】の雷らい閃せんが、どこからか弧こを描えがいて二閃、三閃と飛来し、周囲の仲間達を一人また一人と撃うち倒していく。

「ぎゃああっ!?」

「ぐあぁああああッ!?」

　バヂ、と紫し電でんが爆はぜる音に衛士達の絶ぜつ叫きようがアンサンブルする──

「馬ば鹿かな、正気か!?　こんな人混みの中で魔ま術じゆつ狙撃だと!?　くっ！　固まるな、散れッ！　近場の物もの陰かげに隠れろッ!?」

　狙われていると知った衛士達が慌てて散開し、路地裏や建物の物陰に飛び込んだ。

「ちぃ、どうなってる!?　我々の装備には【トライ・レジスト】が強固に付呪エンチヤントされているはずだ……一撃で倒されるなんて、そんなはずは……ッ!?」

「そ、それが、この辺り一帯に【ディスペル・フォース】がかかる結界が張られていたようで……いつの間にか【トライ・レジスト】の付呪エンチヤント効果が中和されてしまっています！」

「まさか、誘さそいこまれたというのか……ッ!?　くそっ！　被ひ害がい、報告しろ！」

「四人です！　しかし威い力りよくは手加減されているようです！　倒された者は足を射い貫ぬかれて気絶していますが、命に別状はありません！　巻き添ぞえを食らった住民もゼロです！」

「くっ……本当に俺達だけを狙って……しかも殺さずに……なんて奴やつらだ……」

　おまけに魔術によって倒された衛士達の姿を前に、今、広場は大混乱に陥おちいっていた。方々に人々が奔ほん走そうし、人ひと垣がきの大波が激しくうねっている。しばらくの間、こちらの身動きは激しく制限されてしまうだろう。

　これらを狙ってやっているのだとしたら──クロスは敵の超ちよう絶ぜつ的な魔術狙撃技能と、その計算高さに戦せん慄りつを禁じえなかった。

「やむをえん！　三、四班は周囲の住民達の避ひ難なん誘ゆう導どうと戒厳令を急げ！　二班は倒された仲間の治ち癒ゆを！　五班、今の狙撃で奴らの居場所がわかった！　連中を追い詰つめるぞ！」

「了りよう解かい！」

　指示を受け、己おのれの役目を果たさんと王室親衛隊の面々が散開する──




　──。

　────。

『五組を下し、八組も打だ倒とうし、とうとう二組が決勝戦に進出だぁああああッ！』

　上がる大だい歓かん声せい。会場の熱気はもはや、最高潮だ。

『決勝戦の相手は──これが運命というものでしょうか、なんと因いん縁ねんの相手、ハーレイ先生率いる一組！　真っ向勝負！　この勝負を制した方が今競技祭の優勝者！　なんともまぁ、わかりやすい構図となりましたぁあああ──ッ！』

　誰だれもが心の底のどこかで待ち望んでいた展開が、とうとう現実になった瞬間だった。

　だが、会場の盛り上がりとは裏腹に、とある一角だけは重苦しい空気が渦うず巻まいていた。

　魔術競技場、貴き賓ひん席せき。

　その周囲を精せい鋭えいの衛士達に囲まれながら、アリシアは祈いのるような面おも持もちで呟つぶやいていた。

「どうか、主よ……お願いします……あの子を……あの子を守ってください」

　憔しよう悴すいしきった顔のアリシアに、隣となりのセリカは心底申し訳なさそうにうめく。

「すまん。私がついていながら、こんなことになるとは……くそ」

「……セリカ、貴女あなたのせいでは……元はと言えば、私が……」

「だが、まだ望みは残っている」

　セリカは眼下の舞台をちらりと一いち瞥べつする。その視線の先には、舞台の一角で最後の戦いに向けてシスティーナ達三人の生徒に戦術指導を行うアルベルトの姿があった。

「……グレンを信じてくれ。あいつなら……きっと、なんとかやってくれる」

「グレンを……ですか？」

「あぁ、あいつは昔からそういう奴だったろう？」

　アリシアはしばらく沈ちん思しし、そして力強く頷いた。

「そうでしたね。彼なら……彼ならきっと……」




　決闘戦、決勝。

　その試合内容は決勝の名に恥はじない内容だった。

　先せん鋒ぽう戦、二組カッシュ対一組エナ。互たがいに死力を尽つくした大接戦の末、エナの唱えた錬金【痺ひ霧む陣じん】がカッシュを行動不能に追い込み、カッシュは惜せき敗はい。これで０‐１。

　続く中ちゆう堅けん戦、二組ギイブル対一組クライス。当初、一見互ご角かくのように見えたが、時間が経過するにつれ徐じよ々じよに地力の差が現れた。ギイブルの召しよう喚かん【コール・エレメンタル】の呪文によって召喚されたアース・エレメンタルがその両りよう腕うででクライスを完全に捕とらえ、クライスが投とう了りようを宣言。これで１‐１。

　全すべては大将戦、二組システィーナと一組ハインケルの双そう肩けんにかかることになった。

「……やるわね、ギイブル」

　システィーナは余よ裕ゆうの表情で控ひかえ席に戻もどってきたギイブルに、一応の賞賛を送った。

「ふん、この僕がタイに戻してやったんだ。無む駄だにして欲しくはないね」

「後は任せた……の一言もなし。貴方って本当にブレないわね」

　呆れたようにシスティーナがこめかみを押さえた。

「……すまん、システィーナ。さっき俺が勝ってれば、これで勝負がついたのに……」

　悔くやしそうにカッシュがこぼす。

「ま、劣れつ等とう生の君にしては、よくやった方さ。後は我らが大将に任せればいい」

「はいはい。ったく、貴方って人は……」

　口の減らないギイブルに、システィーナは軽く毒どく突づきながら舞台に向かって歩き出す。

　そんなシスティーナの背中にアルベルトが短く言葉をかける。

「……任せたぞ」

　システィーナは振ふり返らず、右手を横に伸のばし、親指だけを立てて答えた。

　そして、システィーナはクラスの期待を一身に背負って、決けつ闘とう場に立った。

　観客席にいる自分のクラスの生徒達の応おう援えんがここまで届いている。

　目の前には大将戦の相手、ハインケル。

　システィーナに負けず劣おとらず優ゆう秀しゆうな生徒であり、システィーナと常に学年首席の座を争っている強敵だ。正直、勝率は五分と五分といったところだ。

　──優勝してくれ、頼たのむ。

　アルベルトの言葉を思い出す。

　──信じて、お願い。

　リィエルの言葉を思い出す。

「……まったく、回りくどい……まぁ、いいわ。一つ、やってやりますか！」

　ぱん、と掌てのひらと拳こぶしを合わせ、気合いを入れて、システィーナは左手の手て袋ぶくろを外した。

　魔術師の伝統的な決闘礼式に従い、互いに一礼。そして──

『それでは、大将戦──始めッ！』

　試合開始合図と共に、システィーナとハインケルが同時に動いた。

「《雷精の紫電よ》ッ！」

　ハインケルが最速の詠えい唱しようで【ショック・ボルト】を放つ。

「《災さい禍か霧む散さんせり》！」

　システィーナがすかさず【トライ・バニッシュ】の呪じゆ文もんを唱え、それを打ち消す。

　中央で、ぱぁんと音を立てて魔力の残ざん滓しが散さん華げする。

　その刹せつ那な、両者、一定距きよ離りを保って円を描くように横へ駆かけ出す。

「《大いなる風よ》──ッ！」

「《大気の壁かべよ》──ッ！」

　駆けながら呪文を唱え続ける。システィーナが放った【ゲイル・ブロウ】の突とつ風ぷうが、ハインケルの張った空気の障しよう壁へきに衝しよう突とつし、空圧が逃にげ場を求めて四方に吹ふき荒あれる。

　互いに初手はほぼ互角──

「頑がん張ばれ──ッ！　負けるな、システィーナッ！」

「頼む！　頑張ってくれ──ッ！」

　上がるクラスメイト達の声せい援えん。

「おのれ、ここまで食い下がるとは二組ッ！　ハインケル、勝て！　雑魚ざこの寄せ集め共に負けたとあっては魔術師として一生の恥はじだぞ！　とにかく勝て──ッ！」

　ヒステリックなハーレイの怒ど声せい。

「うぉおおおおおお、どっちも頑張れ──ッ！」

「いいぞぉおおおッ！　やれぇええええええ──ッ！」

　初手から熱い魔術戦に、沸わきに沸き立つ観客達。

　いよいよ、波乱に満ちた魔術競技祭も大おお詰づめにさしかかっていた──

「《紅ぐ蓮れんの炎えん陣じんよ》──ッ！」

　ハインケルが【ファイア・ウォール】を唱え、放射状に爆ばく発はつ的に広がる炎ほのおの壁を放つ。

「《守もり人びとの加護あれ》──」

　システィーナが【トライ・レジスト】を唱えて、それをいなす。身体からだを撫なで抜ける炎えん嵐らんが、システィーナの髪かみを、羽織るケープ・ローブを激しくはためかせる。

「《力よ無に──」

　即そく座ざにハインケルが対応し、【ディスペル・フォース】を起動してシスティーナの【トライ・レジスト】を無効化しようとし──

「《光あれ》！」

　それより一いつ瞬しゆん早く、システィーナが【フラッシュ・ライト】の呪文を完成させる。

　閃せん光こうが爆はぜ、場が白く染め上がる。

　目をやられぬよう、ハインケルはとっさに目を逸そらし──そのせいで【ディスペル・フォース】の起動は間に合わず、システィーナは炎嵐をいなしきり──

「《白き冬の嵐あらしよ》──ッ！」

　黒くろ魔ま【ホワイト・アウト】を唱えた。相手の四し肢しの感覚を奪うばい、行動不能に追い込む冷気の衝しよう撃げきが吹き荒すさぶ。その冷気で、視界が真っ白に染まる──

「《大いなる風よ》──ッ！」

　だが、ハインケルもさるもの、黒魔【ゲイル・ブロウ】を唱え──冷気の衝撃を突風で迎げい撃げき、威力で競せり勝った突風がシスティーナの身体を攫さらいかけ──

「くっ……《天てん秤びんは右う舷げんに傾かたむく》──」

　激風で浮うきそうになる身体を、システィーナは黒魔【グラビティ・コントロール】の呪文で重力を操作し、自身の体重を一時的に増加させ、必死に地面へ縫ぬい止めた。

　腕うでをかざして目を庇かばい、体勢を低くして暴風に必死に耐たえる。自じ慢まんの長い銀ぎん髪ぱつが風に嬲なぶられ、激しく後ろに煽あおられる──

　──強い。

　システィーナはハインケルの呪文詠えい唱しよう速度や魔力、判断力に内心舌を巻きながらも、呼吸と共に自身のテンションとマナ・バイオリズムを慎しん重ちように整え──

「《雷らい精せいの紫し電でんよ》ッ！」

　白い視界を左右に割って姿を現したハインケルを指差し、システィーナはすかさず電光を撃うち込む。放たれた紫電が、風を貫つらぬいて真まっ直すぐ走る──

『よ、予想はしていましたが、これは凄すごい勝負だ──ッ！　両者一歩も退ひきませんッ！』

　攻性呪文アサルト・スペルと対抗呪文カウンター・スペルが数限りなく飛び交かい、入り乱れ、交こう錯さくする。

　この決闘戦で使用を許されている呪文は、学士生が習得可能な殺傷能力の低い呪文のみだとはいえ、その攻こう守しゆの立ち回りの巧うまさは二人とも間ま違ちがいなく学生離ばなれしている。このような名勝負、めったに見られるものではない。

「《来たれ・翼つばさ持つ炎の下僕・契けい約やくを果たせ》──ッ！」

「《還かえれ・在るべき場所へ・契約は棄き却きやくされたし》──ッ！」

　呪文の応おう酬しゆうは果てしなく続いていき──

　誰もが興奮と大歓声と共にその試合の行く末を、固かた唾ずを吞のんで見守り──




「今まで散々てこずらせてくれたが──もう、後がないぞッ！　賊ぞく共めッ！」

　クロスは仲間の衛士達と共に狭せま苦くるしい路地裏を猛もう速度で駆け抜ぬけながら、とうとう勝利が目前まで迫せまってきていることを確信していた。

「貴様の魔術行使手しゆ腕わんや狙そ撃げき技能が図ず抜ぬけていることは認めてやる……だが、我々に狙撃射線を見せたのは失敗だ！　貴様の位置は割れた！　今度こそ追い詰めたぞ！」

「クロスさん！　一班と七班、そして八班、九班も先ほど示し合わせたルートで件くだんの地点に進行中だそうです！」

「そうか！　いいぞ！　これで件の狙撃地点からの逃とう走そうルートは全て潰つぶした！　今の奴やつらは──袋ふくろの鼠ねずみだッ！」

　やっと終わる。今度こそ、本当に終わる。

　そんな確信と共に、クロス達は入り組んだ路地裏の奥の奥、四方を建物の高い壁に囲まれた空き地へ、意気揚よう々ようと踏ふみ込んで──

「な……」

　愕がく然ぜんとした。

　誰だれも居ない。薄うす暗ぐらい、雑草がぼうぼうと茂しげる荒あれ地ち。町の雑ざつ踏とうから遠く切り離はなされ、しんと静まり返るそこには人っ子一人、猫ねこの子一いつ匹ぴきの影かげすら見当たらない。

「む!?　クロス達の五班!?」

「どうした!?　敵はどこだ!?」

　その時、慌あわただしい足音を立てながら、この空き地に続く四方の路地から親衛隊の他の班の連中が続々と集まってくる。

「馬ば鹿かな!?　逃げられたのか!?」

「そんなはずは──ッ!?　逃走ルートは全部塞ふさいでいたはず──」

　この場に敵の姿がまったく影も形もないことに動どう揺ようする衛士達。

　そんな同どう僚りよう達の慌てぶりを尻しり目めに、クロスはふと、気付いた。

　空き地を囲む、四方の壁。

　そのあちらこちらに──妙みような物がへばり張り付いている。

「……鏡？」

　魔力の残滓を感じる。恐おそらくこれは錬れん金きん術じゆつの応用だろう。

　物体の形状を変化させる術、錬金【形質変化法】で壁の一部を凹へこみ一つない平面に変え、物体の性質を変化させる術、錬金【元素配列変へん換かん】でその平面に銀鏡反応処理を施ほどこして鏡に作り変えたのだろう。鏡面にはなぜか魔力処理まで施されている。

　そんな謎なぞの鏡が色々な角度で、この空き地の壁のあちらこちらに配置されている。

　間違いなく、敵の仕し業わざだ。

　問題は──連中はなんのために、こんなことをしたのか。

「そんな……馬鹿な……ッ!?」

　いや。わかっている。

　クロスは敵の意図をもうとっくに理解している。

　だからこそこの悪お寒かん、だからこそこの戦せん慄りつ、全身の血が引いていく不快な感覚。

　この時、クロスの思考が数秒間停止し、周囲への警けい鐘しようが遅おくれてしまったのは、ただひとえに『そんな馬鹿げたことを可能とする人間がこの世にいる』などという悪夢のような現実を、信じたくなかっただけ。

　そう、連中の狙撃は。今まで散々、自分達を翻ほん弄ろうしてきたあの狙撃は。

　自分達を直接狙ねらったのではなく──どこか遠い別の場所から、この場所の鏡に【ライトニング・ピアス】を撃ち込んで反射兆ちよう弾だんさせ、自分達の手足を正確無比に撃ち抜いたものだったわけで──

「皆みんな、ここから逃げろぉおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?」

　クロスが絶ぜつ叫きようし。

　その場に居合わせた一同が、その絶叫にぎょっとした瞬間。

　空き地に続く路地の一つ、その奥の奥、真っ直ぐ続く通路の遥はるか彼方かなた──

　きらり、と何かが光って。

　暗くら闇やみを切り裂さいて飛来する幾いく条じようもの雷らい閃せんが──次から次へと無防備なクロス達へ──




　──。

　──そして、決闘開始から四半刻。

　やはり、先の事件で生死をやり取りする本物の魔術戦を目まの当たりにしたシスティーナに一いち日じつの長ちようがあったらしい。

　互たがいに手の内の呪文を尽つくし、魔力が底そこを尽きかけた、その時。

「《拒こばみ阻はばめよ・嵐の壁よ・その下か肢しに安らぎを》──ッ！」

　マナ・バイオリズムによって生じる呪文の間かん隙げきに、巧たくみに時間を盗ぬすんだシスティーナが切り札として残しておいた独自の改造呪文、黒魔改【ストーム・ウォール】を通した。

「な──ッ!?　なんだ、この呪文は──ッ!?」

　まったく見覚えのない呪文に不意を突かれたハインケルは、とっさに【エア・スクリーン】を張るが、広こう範はん囲いを埋うめ尽くす風の壁に身動きを封ふうじられ──焦あせりが次なる呪文の取捨選せん択たく時間を奪い──

　そこへ駄だ目め押おしと言わんばかりに、システィーナが最後の魔力を振ふり絞しぼり、渾こん身しんの【ゲイル・ブロウ】を唱えた。

「そこッ！　《大いなる風よ》──ッ！」

　黒魔改【ストーム・ウォール】に上乗せされた【ゲイル・ブロウ】の威い力りよくは、ハインケルが展開した強固な【エア・スクリーン】の守りを、ぎりぎりでぶち抜いて──

「う、うわぁああああああ──ッ！」

　とうとう、ハインケルの身体を場外へと弾はじき飛ばしたのであった。

　…………。

　一瞬の静せい寂じやく。そして──

『き、決まった──ッ!?　場外だぁあああああああああああ──ッ！　なんと、なんとぉおおおお──ッ!?　二組が、あの二組が優勝だぁああああああああ──ッ！』

　次の瞬間、会場は総立ちで拍はく手しゆと大だい歓かん声せいを送っていた。

　もはや敵も味方も、勝者も敗者も、学年次の違いすらない。物もの凄すごい決けつ闘とうを演じた両者に対する純じゆん粋すいな賛美の嵐だった。

　ただ一人、ハーレイだけが、無念そうにがっくりと肩かたを落としていた。

「はぁ──はぁ──か、勝った……」

　辛かろうじて勝利を拾ったものの、その激しい消しよう耗もうと疲ひ労ろうから、システィーナがぐったりと脱だつ力りよくして、その場に片かた膝ひざをついていると。

「やったぁああああああ──ッ！」

「よっしゃぁああああああああああああああああ──！」

　二組生徒達が観客席から飛び出し、次々とシスティーナのもとに駆かけ寄って来る。

「え!?　その、きゃあッ!?」

　大おお騒さわぎする友人達に、胴どう上あげされるシスティーナ。宙で目を白黒させて慌てるシスティーナにお構いなく、二組の生徒達は歓かん喜きのままにシスティーナの健けん闘とうを讃たたえる。

「……よくやった」

　アルベルトはそんなシスティーナ達の様子を遠目で見守りながら、誰にも聞こえない小声で一人呟つぶやくのであった。

『いや、当初、誰が予想したでしょうか、この結末を！　今回の魔術競技祭は展開が二転三転する非常に劇的な試合となりました！　そしてこの「決闘戦」の終しゆう了りようをもって、本日の魔術競技祭、二年次生の部、全競技が終了した事を会場の皆みな様さまにお伝え申し上げます。ご来らい賓ひんの皆様方、本日は遠方からはるばる御ご足そく労ろうありがとうございました！　生徒諸君、本当にお疲つかれ様でした！　それではこの後、閉会の式と表ひよう彰しように移ります。実じつ況きようは私、実行委員会のアースがお送りしました──』




　興奮冷めやらぬ競技場とは裏腹に、通つ夜やのように消しよう沈ちんしきった貴き賓ひん席せきにて。

「競技祭、終わりましたね」

　アリシアがかたわらで目を光らせるゼーロスに言葉をかける。

「……そのようですな」

「私はこれから優勝したクラスの代表者に礼賛と勲くん章しようを授さずける役目があるのですが……それはさせてもらえるのでしょうか？」

「……むろん、構いません。その代わり私の同席をお許しください。私が陛下の御お身み柄がらをお守りしますがゆえ。……セリカ殿どの」

「なんだ？」

「貴公も陛下に同行願えますかな？」

「……ふん。言われずとも」

　物もの憂うげな表情でセリカが席を立った。

　そして、アリシアは懇こん願がんするように言う。

「ねぇ、ゼーロス」

「なんでありましょうか？」

「貴方あなたの忠誠はよくわかります。けれど……もう、やめませんか？　こんなこと」

「なりません」

　だが、ゼーロスは堅かたく断った。

「陛下はこの国になくてはならない存在。そのために他のあらゆる者を犠ぎ牲せいにしていただかなければならないのです」

「……ですが」

「陛下のお気持ちは痛いほどわかります。ですが……聞けません。私は陛下のために、この国のために、御息女を……エルミアナ王女殿でん下かを討うちます」

「……ッ！」

　辛つらそうに、アリシアは目を伏ふせた。

「さぁ、行きましょう陛下。帝てい国こくの未来を支える若者の健闘に、陛下の礼賛を授けに」

　黙だまってうつむくアリシアに、その隣となりに立っていたセリカがそっと耳打ちする。

「行くぞ、アリス」

「！」

「……グレンを、あいつを信じろ」

　力強く叱しつ咤たするようなセリカの言葉に頷うなずいて、アリシアは席を立った。








第六章　真相、暗あん躍やくする悪意









　──魔ま術じゆつ競技祭閉会式は粛しゆく々しゆくと進んだ。

　競技場に学院の生徒達が整列し、開式の言葉から始まり、国こつ歌か斉せい唱しよう、来賓の祝辞、結果発表……つつがなく、なんの滞とどこおりもなくその行程を消化していく。

　実にいつも通りで毎年恒こう例れいの焼き直しだ。ただ唯ゆい一いつ違ちがうのは盛せい大だいな番ばん狂くるわせのため、いまだ生徒達が興奮気味なのと、今日は女王陛下がこの式に立ち会っていることだ。

　いよいよアリシアが表ひよう彰しよう台だいに立った。その背後にゼーロスとセリカが控ひかえる。王室親衛隊の総隊長と学院が誇ほこる第七階梯セプテンデ魔術師。護衛としては申し分ない。この瞬間、アリシアを害せる者などこの世界で誰だれ一人ひとりいやしないだろう。

『それでは、今大会で顕けん著ちよな成績を収めたクラスに、これから女王陛下が勲章を下か賜しされます。二組の代表者は前へお願いします。生徒一同、盛大な拍手を』

　拍手が上がる。

　各クラスの担当講師達から羨せん望ぼうのため息が漏もれた。女王陛下から直じき々じきに勲章を賜たまわる栄えい誉よなど、一生の内に一度有るか無いかの名めい誉よだ。それもよりにもよって、あの二組のグレン＝レーダスが。ルールに則のつとり、正々堂々と戦って破れたとはいえ、流石さすがに嫉しつ妬とややっかみの気持ちは隠かくせないようだった。

「ぐぬぅうううう……ッ!?　なんてことだッ！　この私が……第五階梯クインデの魔術師たるこの私がぁ……ッ！　第三階梯トレデのグレン＝レーダスごときに……ッ！　魔術師としての誇りも分別の欠片かけらもない、あのような男の後こう塵じんを拝することになるとは……ッ!?」

　ハーレイも悔くやしそうに歯は嚙がみしながら、頭をガリガリと搔かき毟むしっていた。

「ハーレイ先生……そんなに頭を搔き毟られては毛根にダメージがいきますよ？　ただでさえ先生は、歳としのわりにはもう生え際ぎわが──」

「やかましいッ！　余計なお世話だッ！」

　心配そうに結構酷ひどいことを言ってくる生徒を一いつ喝かつし、ハーレイは今後のことを考える。

　確かに敗北は屈くつ辱じよくだが、賭かけによる三ヶ月分の給金の喪そう失しつ、これも痛い。

　自分はいずれ第六階梯セーデ、あわよくば第七階梯セプテンデに至るべき傑けつ物ぶつなのだ。位階昇しよう格かくのために必要なのはとにかく成果。今、魔術研究の足を止めるわけにはいかない。

　だが、研究資金はこの賭けの敗北によって致ち命めい的に不足していて──

「くそ……シロッテの木、この学院のどこかに生えてなかったか？　あの枝があれば食費を浮うかせて……って何を考えているのだ私は!?　誇り高き魔術師たるこの私が、そんなさもしい真似まねできるかぁ!?　ええい、くそ！　なぜ私がこんな目にッ!?　おのれぇえええッ！　許さん、許さんぞぉおおおッ！　グレン＝レーダスぅううう──ッ！」

　と、その時だ。

　拍手が疎まばらになっていき、次し第だいにざわざわと会場が沸わき立ち始めた。




「……あら？　貴方達は……？」

　表彰台に立ったアリシアは、生徒達の間を縫ぬって自分の前に現れたその人物達を、目を瞬しばたたかせながら見つめていた。

　現れたのはグレンではない。しかし、アリシアが見知っている男女である。

「アルベルト……？　それに、リィエル……？」

「……来たか」

　戸と惑まどうアリシアをよそに、セリカはぽつりとそんなことを漏らしていた。

　かたわらに立つゼーロスが不ふ審しんに思い、アリシアに耳打ちする。

「……陛下。そやつが二組の担当講師グレン＝レーダスとやらなのですか？」

「いえ、違います……けど」

　と、その時だった。

「なぁ、そこのおっさん」

　厳いかめしい面つら構がまえのアルベルトが突とつ然ぜん、似合わないくだけた口調で言い放った。

「いい加減、馬ば鹿か騒さわぎも終しまいにしようぜ」

「なん、だと……ッ!?」

　そして、アルベルトらしき男が、ぼそりと呪じゆ文もんを唱える。

　すると、男女の周囲が一いつ瞬しゆんぐにゃりと歪ゆがんで──

　再び焦しよう点てんが結像し、そこに現れたのは──

「き、貴様らは──ッ!?」




「き、貴様らは一体、誰だれなんだ!?」

　その時、クロスは狼ろう狽ばいも露あらわに叫さけんでいた。

　あれから紆う余よ曲折あって。

　不ふ屈くつの魂たましいと、王室親衛隊の意地をかけて、粘ねばり強く追つい跡せきを続けて。

　一人、二人と戦せん闘とう不能に追い込まれても足を決して緩ゆるめずに、追って、追って──

　そして。

　ようやく、やっとのことで、今度こそ本当の本当に、標的を追い詰つめたと思ったのだ。

　ここは狭せまい路地裏の行き止まり。

　周囲の建物の屋根の上にも先回りした衛士達が待機している。

　追跡に参加していた王室親衛隊の、ほぼ全戦力がここに集結しつつある。今の今まで散々してやられたが、今度の今度こそ逃にげ場はない。

　何度も取りこぼした勝利をようやく摑つかんだと思った──その時だった。

　行き止まりに追い詰めた二人が突然、姿を変え、まったくの別人になったのだ。

　そのわけのわからない事態に、クロスはもう心底発はつ狂きようして泣き叫びたい気分だった。

「もう、いいの？　アルベルト」

「ああ。どうやら、上手うまく接せつ触しよく出来たらしい」

　その諸悪の根源共は、何かよくわからないことを口走っている。

「くそぉおおおっ！　き、貴様らは一体、何者なんだぁあああああッ!?」

「答える必要は無いな」

「帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団、特務分室所属、執しつ行こう者ナンバー７『戦車』のリィエル」

「……………………」

「……………………」

　ぼそりと零こぼれたリィエルの呟きに、その場に会した全すべての人間が沈ちん黙もくした。

「……お前、わかっているのか？　俺達、お忍しのびの任務なのだが？　そもそも俺達の隊は帝国軍の中でも特に秘ひ匿とく性を重視する隊であって……」

「そう。わたしにはよくわからないけど」

　変な漫まん才ざいを展開する二人を前に、我に返ったクロスが拳こぶしを震ふるわせる。

「宮廷魔導士……道理で……くそ、一いつ杯ぱい食わされたッ!?　二班、三班、四班！　こいつらを取り押さえろッ！　残りはいったん総隊長へ報告して、本物の標的の追跡を──」

「しなくていい」

　刹せつ那な、二閃せんの雷らい光こうが奔はしった。

「ぎゃぁああああ──ッ!?」

「ぐぁあああッ!?」

　アルベルトが呪じゆ文もん詠えい唱しようなしに放った雷閃に、撃うたれた衛士達が倒たおれ伏した。

「い、今のは詠唱済み呪文の時間差起動デイレイ・ブート……しかも、二反響唱ダブル・キヤストで!?」

「安心しろ。手加減はした。お前達にはしばらくの間、俺達と遊んでもらう」

　指を突つき出した格好でぴたりと静止し、冷れい酷こく淡たん々たんとアルベルトが告げた。

「き、貴様……この状じよう況きようで……この戦力差で抵てい抗こうするというのか!?」

「抵抗？　違う。わたしはあなた達を全員、倒──」

「倒さなくていい」

　アルベルトが、やたら好戦的なリィエルの髪かみを引っ張る。

「流石にこの戦力差は、正面からやり合うには分ぶが悪い。それに俺達の役目は陽動だ。連中を適当にあしらい、なるべく長く引きつければ、それでいい」

「わかった、任せて。全員、叩たたき斬きる」

　顔色を変えず、表情を微み塵じんも揺ゆるがさず、アルベルトは諦あきらめたように目を閉じた。

「……せめて殺すな。連中は派は閥ばつこそ違えど、仲間だ。寝ね覚ざめが悪い」

「行く！　敵を……倒す！　いいいいやぁあああああ──ッ！」

　リィエルが身を屈かがめて爆はぜるように突とつ進しん、地面に手を触ふれ、瞬時に大たい剣けんを錬れん成せいする。

「…………」

　話を何一つ聞かず敵中へ突とつ貫かんする相方を冷ややかに見送りながらも、アルベルトは淡々と援えん護ごの呪文を唱え始めた。




　魔術競技場の中央、表彰台前に設けられた広場にて。

　突然、現れたルミアとグレンの姿に、ゼーロスはただただ狼狽するしかなかった。

「馬ば鹿かな!?　ルミア殿どの、貴女あなたは今、魔術講師と共に町中にいるはず──」

　居合わせた観客席の来らい賓ひん客や、整列している大勢の生徒達も、一体何が起きたのか、さっぱり読めず、遠巻きにその様子を眺ながめながら困こん惑わくにざわめいている。

　そんな中、グレンが得意げに種明かしをした。

「俺の仲間と途と中ちゆうですり替かわったんだよ。【セルフ・イリュージョン】でな。こんな単純な手に引っかかるなんてお前、もうちょっと部下の教育した方がいいんじゃねーの？」

「くっ！　親衛隊ッ！　何をしている!?　賊ぞく共を捕とらえろッ！」

　ゼーロスがアリシアを背中に庇かばいながら指示を飛ばすと、会場を警けい邏らしていた衛士達が我に返って一いつ斉せいに抜ばつ剣けん、グレンとルミアの二人を取り押さえようと殺さつ到とうする。

「セリカ、頼たのむ──ッ！」

　だが、グレンが叫んだ瞬間、無数の光の線が猛もう速度で地面を走った。

　表彰台を中心に、グレン、ルミア、アリシア、ゼーロス、セリカの五人を取り囲むように、結界が瞬時に構築され、そびえ立つ光の障しよう壁へきが結界内界と外界を切り離はなす。

　今や、グレン達に迫せまる衛士達は結界の外へ完全に締しめ出されていた。

「～～～～～～ッ！　～～～～ッ!?」

　締め出された衛士達が結界の障壁面を叩きながら何事かを叫んでいるが、その声は結界内にいるグレン達のもとには届かない。

「ほう？　音も遮しや蔽へいする断絶結界か。ずいぶんと気が利きくな、セリカ」

　グレンの賛辞に、セリカがにやりと笑った。

　いつの間にその結界を構築していたのか。前に突き出されたセリカの左ひだり掌ての先には、光の線で構築された五ご芒ぼう星せい法ほう陣じんが浮かび、鈴すず鳴なりのような音を立てて駆く動どうしている──




（……やっぱり）

　その周囲の誰もが、女王陛下の御ご前ぜんで繰くり広げられたその光景に、困惑と混乱を隠かくせない中、唯ゆい一いつシスティーナだけはこの展開を予測していたようだった。

（何か様子がおかしい……とは思ってたのよ）

　女王陛下の貴賓席周辺が、ルミアがいなくなってから、どうにも慌あわただしいと思っていた。それだけならシスティーナも特に気に留めることはなかった。

　しかし、システィーナの前に、あえて姿と声を変えて現れたグレンとルミアの二人。頑かたくなに正体を隠して接しようとする二人。ルミアの素す性じようと事情を知るシスティーナには、何か異常事態が起きていると容易に想像がついた。

（黒くろ魔ま【セルフ・イリュージョン】は変身したように見せかける幻げん影えいをまとう術。直接触れればその違い和わ感はわかるし……それにあの子の手をこの私が間ま違ちがえるはずはない）

　だが、ここで一つ、迷いが生じる。強ごう引いんに事情を聞き出すか、否いなかだ。

　ルミアは姉し妹まい同然の親友だ。何かに巻き込まれているようなら、何がなんでも力になってあげたい。頼まれなくたって力になる。そんなの当たり前だ。

　だが……彼女はこう言ったのだ。

　──信じて、と。

　助けてでもなく、関かかわるなでもなく……ただ、信じて、と言ったのだ。

　ならば──信じる。

　それが、彼女の親友を自負する自分の友情の形だった。

（でも、ルミアが私よりもあいつを頼たよっているのが、なんか気に入らないんだけど……）

　どうにも心が自分でもよくわからない感情でもやもやするが、それはさておいて、システィーナは結界の向こう側──女王陛下達に対たい峙じする二人の姿を遠目に見つめた。

　システィーナには今、何が起きているのか、いまだ具体的にはわからない。結界で音を遮蔽されてしまっては、事態を把は握あくすることもできない。

　何一つ、わからないが──

（先生……どうか、ルミアを助けてあげて……お願い……）

　ぐ、と。システィーナは胸むな元もとで祈いのるように、固く手を組んだ。




「セリカ殿……貴様、この期ごにおよんで裏切るのか!?」

　結界を忌いま々いましそうに睨にらんでいたゼーロスが、怒いかりに燃えてセリカに吠ほえかかる。

「…………」

　だが、セリカは飄ひよう々ひようとした表情で沈黙を守る。

「くそ、なんてことだ……」

　ゼーロスは憤ふん怒ぬと焦しよう燥そうをない交ぜにしながら歯は嚙がみするしかなかった。

　事態を飲み込めない結界の外の者達は、呆ぼう然ぜんと目の前で起きていることを眺めるだけだ。

「さて、脇わき役やく共にはご退場願ったところで……」

　グレンは指を鳴らしながらゼーロスに向き直る。

「おい、おっさん。なんでこんなことをした？　自分が何やったかわかってんのか？」

「ぐ──」

「陛下、僭せん越えつながら上じよう申しんさせてもらうぜ。そのおっさんは陛下の名を不当に騙かたって、罪もない少女を手にかけようとしていた──そうだ、このルミアを、だ」

「…………」

　アリシアが、グレンをじっと見つめている。

「陛下、安心してくれ。もう終わりだ。ルミアは無事に保護したし、陛下を拘こう束そくしていた親衛隊の連中もこうして結界の外。陛下を力で押さえつける不ふ埒らちな連中はもういない。そのおっさんがアホみたいに強いのは知ってるが、流石さすがに俺とセリカを同時に相手にはできねーだろ」

「お、おのれ……逆賊共め……ッ！」

「ばーか。逆賊はどっちだっつーの。とにかく、後は陛下が一言、下げ知じすれば終わりだ。おっさんも、この状況で陛下直じき々じきの勅ちよく命めいなら聞かないわけにいかねーだろ？」

　ようやく終わった──グレンはそう思った。

　結局、なんでこのような事態になったのかはさっぱりわからないが、とにかく、この騒そう動どう自体は終わる。真相は後でゆっくり吐はかせればよいし、そもそも、それは自分の仕事じゃない。

　グレンが、漠ばく然ぜんとそんなことを考えていたら。

「ゼーロス」

「はっ……なんでしょうか？　陛下」

「その娘むすめを……ルミア＝ティンジェルを、討うち果たしなさい」

　アリシアの口から予想外の言葉が突いて出た。

「……は？」

「────ッ!?」

　グレンが固まる。ルミアが青ざめる。

　構わず、アリシアは冷れい酷こくな氷の表情で淡々と続ける。

「その娘は、私にとって存在してはならない者です」

「ちょ……陛下、何を言って……？」

　想像だにしなかったアリシアの言葉に、今度はグレンが狼狽うろたえる番だった。

「いなければ良かった。愛したことなど一度もなかった。どうして、その子がこの世に存在してしまっているのか……我が身の過あやまち、悔くやむに悔やみきれません」

「そ、そんな……」

　そんな母親の言葉に、流石のルミアも耐たえきれなかった。

「まさか……ほ、本当にそう思っていたの？　それが、あなたの本音だったの……？　あの優やさしさは……？　あのぬくもりは……？」

　がたがたと肩かたを震ふるわせ、後ずさりしながら、それでも縋すがるように問う。

「ええ、全部、噓うそです。政務に疲つかれた時、気分転てん換かんに興じた戯たわむれですよ？　だから、私に逆らった愚おろかさを悔いて死になさい」

　突きつけられる残ざん酷こくな言葉に、がくり、とルミアがうな垂れて涙なみだを浮うかべる。

「い、いや、ちょっと待ってくれよ、陛下！　なんでそんな心にもないことを……？」

　焦燥に身を焦こがすグレンとは裏腹に、ゼーロスは力を取り戻もどしていく。

「ふ、ふは、ふはははっ！　やっとわかってくれましたか、陛下！　どうだ、下郎!?　これが陛下の真意だ！　大義は我らに有り！」

「ち──ッ!?」

　完全に誤算だ。女王と直接会えば、この状じよう況きようを打破できる。セリカの言を信じて、そう踏ふんでいたのだが、女王がまさかこんなことを言うとは完かん璧ぺきに想定外だった。

「なるほど、考えてみればセリカ殿は裏切ってなどいなかったわけだ……逆賊共をこうして結界の中に閉じ込めたのだからな！　もう、逃にげられぬぞ？」

「くっそ……」

「さて、後は逆賊共の始末だ……私が直々に引導を渡わたしてくれよう！」

　そして、ゼーロスが全身に殺気を漲みなぎらせ、剣を抜ぬいた。

　左右の手に一ひと振ふりずつ、二刀細剣レイピアがゼーロスの剣術スタイルらしい。

　微塵の隙すきも感じさせない足取りで、一歩、また一歩とグレンににじり寄ってくる。

「おい、セリカ!?　何がどうなっている!?　なんか言えよ、セリカ!?」

「…………」

　だが、グレンの呼びかけにセリカは何も応じない。目を閉じ、聞こえぬとばかりに結界維い持じに専念するだけだ。あまりのもどかしさに歯嚙みするしかない。

（くそ、セリカの奴やつ、なーにが陛下と会えば解決する、だよ!?　解決どころか絶体絶命のピンチじゃねえか!?　こいつ、マジで俺達を嵌はめたんじゃねえだろうなッ!?）

　グレンが、打ちひしがれてその場でうずくまるルミアを庇うように前に立つ。

（……どうする!?　……どうしたらいい!?　ゼーロスは他の実戦経験が浅い衛士連中とは格が違う！　四十年前の戦争を生き抜いた本物だぞ!?）

　脂あぶら汗あせがグレンの額を伝う。

　ゼーロスが一歩、また一歩と近づいてくる。一歩近づいてくるたびに死の気配が濃のう霧むのように強くなってくるのを背筋で感じる。その有様はまるで、死神の行進だ。

（大体、なんなんだ、これ!?　一体、何が起きてんだ！　なんで陛下は絶対にありえないことを言ったんだ!?　しかも、言わされたとか、脅おどされたとか、操あやつられたとかじゃねえ、自分の意思でだ！）

　もうすぐ、ゼーロスが一足一刀の間合いに入る。

　そうなれば次の瞬間、グレンは斬きり捨てられる──死ぬ、殺される。

（くそッ！　俺があのゼーロスのおっさんと、この間合いでやり合えるわけがねえ！　呪じゆ文もん一つ唱える間もなく殺されちまう……ッ!?）

　彼ひ我がの距きよ離りはすでに白兵戦の間合いだった。一節詠えい唱しようですら厳しい状況なのに、グレンの三節詠唱が一体、なんの役に立つというのか。しかも結界のせいで退けないし、そもそもルミアを背に庇っている以上退くわけにもいかない。

（……やるしか、ないのか……ッ!?）

　悲ひ壮そうな覚かく悟ごを決めて、グレンは古式拳けん闘とうの構えを取った。

　無論、グレンとて拳闘を主体とした格闘術にはかなりの自信がある。

　どっちかと言えば魔ま術じゆつよりも得意だと思うくらいだ。

　だが、果たしてそれが、この化け物相手にどこまで通用するのか……？

（ルミア……すまない。お前に、こんな思いをさせるために連れてきたんじゃなかったのに……）

　ルミアはもう観念してしまったのか。胸元のロケットを握にぎりしめて目を固く閉じ、祈りを捧ささげるように、うつむいていた。

　近づいて来る死神の姿、際限なく加熱する焦燥の業ごう火かに背中を焦がされ、それから逃のがれようと衝しよう動どう的に、グレンが破れかぶれの突とつ撃げきに足を踏み出しかけた──その時。

　────ふと。

　グレンは、それに思い至った。

（そう言えば……なんで陛下は、今、このタイミングであんなことを言ったんだ？）




　──その娘は、私にとって存在してはならない者です。

　──いなければ良かった。愛したことなど一度もなかった。どうして、その子がこの世に存在してしまっているのか……我が身の過ち、悔やむに悔やみきれません。




（だって、どう考えても変だろ。陛下が万が一、本当にその気だったのなら『殺せ』の一言でいい。なんで、わざわざ、ルミアを傷つけるような……そんな余計なことを言ったんだ？　しかも、全部、噓ばかり……この状況で？）

　そして、グレンはアリシアの首元と、ルミアの手元をちらりと見比べる。

（変と言えば……あのお揃そろいのロケット・ペンダントについてもそうだな。陛下があんなに大切にしていたロケットを、なぜか今日は身につけてない……）

　そして、グレンの思考が高速回転していく。

（陛下があえて本音と逆のことばかり言っているのは間ま違ちがいない。なら、なぜそんなことをする？　公おおやけの場で本音を言えないのはわかるが、わざわざ本音と逆のことを言う意味、噓をつく意味はなんだ？　陛下が意味のない無む駄だなことをするような人間か？　あえて噓をつかなければならない……本当のことを言ってはならない、理由が、ある？）

　さらに、思い出す。

　それはセリカの言葉だ。




　──もう一度言うぞ、グレン。いいか？　私は何もできないし、何も言えないんだ。

　──お前だけがこの状況を打破できる……そう、お前だけがな。




　今思えば、セリカがこうして口を噤つぐみ、頑かたくなに維持し続ける音声遮しや断だん隔かく壁へきも、なんらかのヒントのような気がする。何かを伝えたい、そんな意思をなんとなく感じる。

　外部と切り離はなされた結界のおかげで、今なら何を言っても許されるはずなのに、何も言わない。ひょっとして話し伝える行動……それ自体がまずいことでもあるのだろうか？

　そして、セリカにはできなくて、俺にはできること……それは一体、なんだ？

　まさか……ひょっとして──？

　それはもう、ほとんど直感だった。

　脳のう裏りを走った閃ひらめきのままに、グレンは言葉を口走っていた。

「陛下。その首のネックレス……綺き麗れいですね、似合ってますよ？」

　グレンが発した意味不明の言葉に、ゼーロスが硬こう直ちよくし、ルミアが目を瞬しばたたかせてグレンを見つめる。セリカが目を開いてニヤリと不敵に笑い、アリシアがぱっと微笑ほほえんだ。

　ルミアはともかく、皆みな、明らかに反応がおかしい。

「そうでしょう？　私の『一番のお気に入り』です」

　今までの冷たい表情が一変、アリシアは嬉き々きとして朗ほがらかに言った。

「『一番のお気に入り』……なるほど、ね。でも、それちょっと派手過ぎますね。肩かた疲つかれません？　外した方がいいんじゃないんすか？」

　おどけたように、グレンが肩をすくめてみせる。

「ふふっ、だめですよ。私はこれ、外したくありませんから。全然」

　なるほど。この妙みような言い回し……間違いない。

「……了りよう解かいだ、陛下」

　ようやく、ようやくグレンは理解した。

　このわけのわからない事件の真相、この意味不明の状況を作った悪意の正体を。

「何をする……つもりだ、貴様……ッ!?」

　不敵に笑い始めたグレンを不気味に思い、ゼーロスが恫どう喝かつするように問う。

「決まってるだろ？　陛下のネックレスを外してさし上げるのさ」

「なん……だと？」

「なぁ、おっさん。剣けんを納めてくれねーか？　俺ならアレ、外せるんだけどな」

　ゼーロスの眉まゆが吊つり上がる。

「はったりも大たい概がいにしろ、魔術師ッ！　余計な真似まねをするならば斬るッ！」

「ま、そういう反応だよなぁ……ちょい気付くのが遅おそかった。もう、剣の間合いに入られちまったし、こりゃ説得する暇ひまもなさそうだわ……だがな……なぁ、ルミア」

　なんの前まえ触ぶれもなく名前を呼ばれて、ルミアが顔を上げる。

「やっぱ、お前のお袋ふくろさんは……お前のこと、愛しているよ──」

　そう言って。

　グレンがゼーロスの向こう側にいるアリシアに目配せする。

　アリシアが、しっかりと頷うなずく。

　それを見て取ったグレンが、不意に素す早ばやく左ひだり腕うでを動かした。




　時間が──極限状態の意識が、刹せつ那なの時間を無限に引き延ばす。

　魔術師が魔術を振ふるう心臓に近い左腕。

　それが動作を始めたのを察知したゼーロスは、迷わず疾しつ風ぷうのように飛び込んで来た。

「させん──ッ！」

　それは残像すら置き去りにする、人の身にありえない神速の踏み込みだった。

（ちっ……やっぱ速はえぇ──ッ!?　間に合え──ッ！）

　ゼーロスの踏み込みの想像を絶する速さに、グレンは冷ひや汗あせをかいて──

　ゼーロスの電光石火の動きに比べ、あまりにも鈍どん重じゆうな左腕を必死に動かして──

　──次の瞬しゆん間かん、盛せい大だいに血ち華ばなが咲さいた。

「何を狙ねらっていたかは知らぬが……遅いぞ、魔術師」

「が──ッ!?　ぁぐ──ぅ……ッ!?」

　ゼーロスの振るった右の剣が、グレンの左腕を突つき刺さしていた。

　グレンの左手は──なんの魔術現象も引き起こしてない。

　そして、ゼーロスの左手には、もう一振りの剣がある。

　その剣でグレンの心臓を一ひと突つきすれば、それで詰つみ──グレンは、死ぬ。

「終わりだ、魔術師ッ！」

「い、嫌いやッ──先生────ッ！」

　ゼーロスが左手の剣を引き絞しぼり、ルミアが悲鳴を上げて──

　剣の切っ先が、風切る音。

　真まっ直すぐと[image: 迸]ほとばしる銀光。

　剣がグレンの心臓に突き立つ────その直前。




　ゼーロスの視界の端はしに、緑色の光が上から下へ、過よぎった。




「な──」

　なぜか、ゼーロスは、その緑の光を目で追っていた。

　緑色の光はゆっくりと地面に落ち、ちゃりん、と音を立て、一度、二度、跳はねる。

　その正体は、アリシアが身に着けていた翠すい緑りよくの宝石のネックレス。

　次の瞬間、驚きよう愕がくに表情を凍こおらせたゼーロスが剣を止め、アリシアを振り返り──

　何かを投げ放った格好のアリシアの姿を認めて──

「陛下、なんてことを──ッ!?」

　絶望に歪ゆがんだ表情で叫さけび──

　──それが、ゼーロスとグレン、両者の趨すう勢せいを分かつ。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　旋せん風ぷう一いつ閃せん。

　その一瞬の隙すきに、すかさずグレンが弾はじけたバネの挙動で上段回し蹴げりを放った。

　全力で容よう赦しやなく、ゼーロスの側頭部に鞭むちのようにしなる右みぎ脚あしを叩たたき込み、振り抜ぬく。

「──っがぁあああああああああああ──ッ!?」

　その威い力りよくでゼーロスが猛もう烈れつに蹴り倒たおされ、地面を激しく転がっていく。

　極限意識が引き延ばしていた時の流れが正常に戻もどる──




「へっ……決まったぜ……痛てて……」

　グレンが血に濡ぬれた左腕をだらりと下げながら、己おのが勝利を宣言する。

「いくらアンタがあの戦争を生き抜いた正しよう真しん正しよう銘めいの化け物だとしても、人間である以上しばらく起き上がれねえさ……」

「わ、わしのことなど……どうでもいいッ！」

　剣を杖つえ代わりに立ち上がろうとして、それでも足あし腰こしに力が入らず失敗し、地面にくずおれながら、ゼーロスは焦しよう燥そうと絶望も露あらわに叫んだ。
















「そ、それよりも！　陛下ッ!?　陛下は──ッ!?」

「私は大だい丈じよう夫ぶですよ、ゼーロス」

「な……」

　鬼き気き迫せまる表情のゼーロスだったが、アリシアが朗らかにたたずむ様を見て取ると、呆ぼう然ぜんと言葉を失った。

「私はもう大丈夫。……大丈夫、ですから。だから、もういいんです……」

　アリシアはゼーロスに、優やさしく微笑みかける。

　呆あつ気けに取られるゼーロスをよそに、グレンは地面に落ちた翠緑のネックレスを忌いま々いましげに見やりながらセリカに問う。

「条件起動式……条件起動型の呪いカース、だな？　そのネックレスは呪殺具だったんだな？」

　にっと口の端はしを笑えみの形に吊つり上げるセリカの表情から、グレンは自分の憶おく測そくが正しかったことを確信し、さらに続けた。

「とある条件が成立したら死の呪いカースが起動……そんな条件起動型の呪いカースは、魔ま術じゆつ史上、散々使い古された古典的な手だ。で、大方、そのクソったれなネックレスには『勝手に外したら装着者を殺す』、『装着から一定時間経過で装着者を殺す』、『呪いカースに関する情報を新たな第三者に開示したら装着者を殺す』──信しん頼らいと伝統の三点式、条件起動型呪法が組み込まれていたんだろうよ。そして、その解かい呪じゆ条件は恐おそらく『ルミアの殺害』……」

　やれやれとグレンは肩かたをすくめた。

「つまり、ルミアを狙う何者かが、陛下の命を人ひと質じちに仕組んだ事件だったというわけだ。どうだ？　当たらずとも遠からず、じゃねーか？」

「呪いカースの条件に細かい差異はあるが……ま、ご名答。大体、そんなとこだ」

　ようやく言葉を発したセリカが、くっくと含ふくむように笑った。

「で、女王陛下を救うために、ルミアを殺そうと王室親衛隊は暴走。そしてセリカ、お前は大方、この事件の黒幕にルミアの手助けをするなと、陛下の命を盾たてに釘くぎを刺されていたんだろ？　だから一見、俺達を嵌はめたとも取れるような結界の張り方をしたんだな？」

「グレン、お前ってさ。普ふ段だん、鈍にぶくて馬ば鹿かのくせに、なんかいざとなると冴さえるよな。やっぱ、お前は私の自じ慢まんの弟で子しだよ」

　気が抜けたようにグレンはその場にへたり込んだ。

「はぁ……お前、もうちょっとマトモなヒントよこせよ……こっちは危あやうく死ぬとこだったんだぞ……ったく……」

　嬉うれしそうなセリカに、グレンは毒突き、呆あきれ顔で頭を搔かいた。

「でも、わかったんだからいいだろ？　私はお前を『信じていた』ぞ？」

「ったく、白々しい……てか、わかったのはお前のおかげじゃないからな？　さっき陛下があえてありえない噓うそばかりついてくれたおかげだからな？」

「え……？　噓……？」

　そんなグレンの言葉に、ルミアがはっとしてアリシアを見る。

　アリシアはルミアの視線を受け、まるで悪いことを見つけられて叱しかられた子供のように、あいまいに微笑み返した。

「貴様……一体、何を……何をした……？　なぜ、呪いカースが発現しなかった……？」

　ただ一人状じよう況きようが飲み込めないゼーロスがグレンに問いかける。

「悪いな、ゼーロスのおっさん。左手はフェイク、本命は右手のこっちだったのさ」

　グレンが右手に持っている物をゼーロスに見せた。

　それは古めかしい一枚のカードだった。

「……アルカナ……？　『愚ぐ者しや』の……？」

「こいつは俺の魔導器。愚者の絵え柄がらに変へん換かんした術式を読み取ることで、俺は一定効果領域内における魔術の起動を完全封ふう殺さつできる」

「な……？」

「呪いカースも魔術に変わりない。俺の固有魔術オリジナル【愚者の世界】の影えい響きよう下じゃ条件満たしても起動できねーってことさ。ま、めでたしめでたしってことで」

「……ぐ、『愚者』だと……？　魔術の起動を……封殺……？」

　ゼーロスが何かに気付いたように目を見開いて、グレンを真っ直ぐ見る。

「う、噂うわさに聞いたことがあるぞ……宮きゆう廷てい魔導士団の……まさか、貴公があの……？」

「さぁな？　なんのことだか、俺にはサッパリ」

　ぷいっとグレンがゼーロスに背を向ける。

「さて、と。ようやくこの馬ば鹿か騒さわぎが終わって……ああいや、まだこの事件を起こした黒幕が残っているが……とりあえず、そいつは横に置いといて、だ」

　グレンは頭を搔きながら、周囲を見み渡わたす。結界の外に締しめ出された生徒達、講師達、衛士達が、何が起きているのかまるで理解できず、困こん惑わくにどよめいているようだった。

「さぁて、どう説明すっかな……てか、収拾つくの？　これ」

　事後処理の方法に、頭を悩なやますグレンであった。




　ほぼ、同時刻。

　混乱の渦うずと化した魔術学院から離はなれた、南地区にて。

　夕ゆう闇やみの帳とばりが辺りを包み始める閑かん散さんとした裏通りを、ひっそりと人ひと影かげが歩を進めていた。

「まさか、失敗してしまうとは思いませんでしたわ……」

　だが、その声こわ色いろに落らく胆たんはない。

　予定調和の遊びに想定外のことが起こって、やっぱり楽しかった、そんな響ひびきだ。

「せっかく陛下を人質に、セリカ＝アルフォネアという規格外の動きを封ふうじることができましたのに……流石さすがは第七階梯セプテンデ、中々の狸たぬきですわね。それにグレン＝レーダス……まったく、とんだジョーカーがいたものですわ」

　くすくすと楽しげに笑いながら歩いていた女が、ふと、足を止めた。

「なるほど……どうやら帝てい国こくもぼんくらばかりではないようですね……」

　いつの間にか。

　女の前方に二つの人影が現れていた。

「……俺達に与あたえられた任務は二つあった。一つは最近、過激な動向が目立つ王室親衛隊の監かん視し。そしてもう一つは……女王陛下側近の内ない偵てい調査」

　現れた人影の片割れが、淡たん々たんと告げる。

「最近、どうにも俺達の動きが読まれていると思った。まさか、一番可能性が低いと思われていた貴女あなただったとはな。女王陛下付き侍じ女じよ長、兼けん秘書官……いや、天の智ち慧え研究会所属の外げ道どう魔術師、エレノア＝シャーレット」
















　その瞬間、辺りを包み始めた闇やみがより一層濃こくなったような気がした。

「はっきりとした出自、あまりにも優すぐれた経歴、卓たく越えつした能力……今、思えば、その素性に何一つ傷が無いからこそ怪あやしいと疑うべきだった」

　アルベルトの淡々とした摘てき発はつに女──エレノアは薄うすら寒い笑みを浮うかべていた。

「考えてみれば、今回、王室親衛隊が動き始めたのは、女王陛下がエルミアナ王女に接せつ触しよくするために席を離れた後、お前がゼーロスとセリカに接触してからだ。当初は王室親衛隊が暴走したと先入観があったから不覚にも気付かなかったが……」

「あらあら、遠見の魔術で覗のぞき見ですか？　趣しゆ味みが悪いですわ」

「答えろ、天の智慧研究会。お前達は一体、何が目的だ？　ルミアが本当にあのエルミアナ王女だと言うならば……以前、学院で起きたテロ事件、そして今回の騒そう動どう……常に事件の中心に王女が居た事になる。しかも、以前は誘ゆう拐かいしようとしたが、今回は殺害しようとした……行動原理に一いつ貫かん性が無い。お前の組織は一体、何を企たくらんでいる？」

「……『禁忌教典アカシツクレコード』」

　意味不明のエレノアの返しに、アルベルトの眉まゆが微かすかに吊り上がる。

「そう、我々が目指すは大いなる天空そらの智慧『禁忌教典アカシツクレコード』……そのための王女……とでも言っておきましょうかしら？　……くすくすくす」

　大手を広げて空を仰あおぎ、陶とう酔すいしたように語るエレノア。

　そんなエレノアを前に、言こと葉ば尻じりに凍いてつくものを忍しのばせながら、アルベルトが凄すごむ。

「理解に苦しむな。その『禁忌教典アカシツクレコード』という謎なぞの代しろ物ものもそうだが、お前達の目的に王女の生死は問わない……そういう事か？」

「もちろん生きていらっしゃる方が良いのですが、急進派とでもいいましょうか……組織の中にはせっかちな方もいますので……ふふっ、今回、せっかく綿密な遺体回収ルートを苦労して用意したのですが、全部無む駄だになってしまいましたわ」

「成る程ほど。今回、自分達が直接手を下すのではなく、わざわざ王室親衛隊にやらせようとしたのは……その回収ルートの関係という事か」

「ご想像にお任せしますわ」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえむエレノアへ、アルベルトの隣となりにたたずむリィエルが、もう御ご託たくはいらぬと言わんばかりに錬れん成せい済みの大たい剣けんを無愛想に向けた。

「もういい。斬きる」

「待て、殺すな。捕とらえて組織の情報を吐はかせるべきだ」

「要いらない。斬る。悪者の言葉に耳を貸す必要なんかない」

「……………………」

　アルベルトが表情を微み塵じんも揺ゆるがさず押し黙だまり、リィエルは大剣を構えた。

　たちまち場に、戦場特有の張り詰つめたような殺気が満ちていく。

「あらあら、怖こわいですわね」

　だが、エレノアは動じず、余よ裕ゆうの表情で笑った。

「流石に特務分室のエース二人を同時に相手取るのは分ぶが悪いですわね……ここは一つ、逃にげの一手を打たせてもらいますわ」

「逃がさない、斬る！」

　リィエルが激風をまとい、弾だん丸がんのように突とつ進しんする。

　アルベルトが指を構えて呪じゆ文もんを唱え始める。

　同時にエレノアも舞まうような身み振ぶり手振りと共に呪文を唱え始め──

　フェジテの人知れぬ路地裏で、魔力と魔力が激げき突とつし、衝しよう撃げき音が響き渡わたった。








終章　三年前のあの人へ









　結論から言えば、騒さわぎは大事なく収まった。

　ゼーロスの投降宣言に伴ともない、暴走する王室親衛隊は沈ちん静せい化。

　そして、アリシアが身に降りかかった事件を学院生徒達の前で演説した。

　帝国政府に敵対するテロ組織の卑ひ怯きような罠わなに陥おちいったこと。そして、勇ゆう敢かんな魔ま術じゆつ講師と学院生徒の活かつ躍やくで事なきを得たこと。

　セリカの結界のおかげでグレンや女王達の会話が漏もれなかったのも幸いしたのだろう。国難に関かかわる危険な部分はさりげなくぼかし、華はな々ばなしい部分はあえて美化して強調する──世界を相手取る一国の女王の巧たくみな話術が、場にいた全すべての者達を見事に欺あざむいた。

　一時、居合わせた者達を不安と動どう揺ようが支配するが、それもすぐに落ち着いた。

　最後に一騒動あったものの、魔術競技祭はここに無事終しゆう了りようする運びとなった。

　そして──




「……ったく、やぁっと終わった。……俺が銀ぎん鷹よう剣けん付三等勲くん章しよう？　要らねってのに」

　とぼとぼと、グレンはすっかり夜の帳に包まれたフェジテの町を歩いていた。

　あの騒ぎの後、学院運営陣じんとの緊きん急きゆう会議やら、事件解決の功労者としての勲章授じゆ与よ式の日程調整やら、王室親衛隊との事情徴ちよう集しゆうやらで、すっかり時間が経たってしまった。

「ったく、俺らは被ひ害がい者しやだっつーの……しかも、また後日召しよう喚かん？　面めん倒どう臭くせぇなぁ、もう」

　不満を隠かくそうともせず、ぶつぶつ言うグレンの隣でルミアが苦笑いした。

「仕方ないですよ。私達が事件の中心人物であることには変わりないですもの」

「まぁ、そりゃそうなんだがな……」

「でも、なんか丸く収まりそうでよかったじゃないですか」

「……そうだな。なんだかんだで被ひ害がいはなかったわけだしな」

　結局、今回、不ふ手て際ぎわをした王室親衛隊に大きな咎とがめはなさそうだ。女王陛下直じき々じきの御ご裁定ならば仕方ない。そもそも、エレノアの裏切りは彼女を抜ばつ擢てきした人事院の失態だし、王室親衛隊の衛士達はゼーロスの命令に従っていただけということもある。

　総隊長であるゼーロスにはやはり建前上、厳しい懲ちよう戒かい処分が下されざるをえないが、全て女王陛下を守るために行ったこと、酌しやく量りようの余地は充じゆう分ぶんにあるとのことだった。

（とはいえ、万ばん事じが万事解決ってわけじゃない……）

　重要なのは、黒幕が女王陛下の侍女長兼秘書官たるエレノアだったことだ。アルベルトとリィエルが彼女を追ったそうだが、結局、逃げられてしまったらしい。

　女王陛下付きの侍女長……しかも四位下の官位を持つレベルにまで天の智慧研究会が入り込んでいたという事実は、今後、帝国政府に大きな波乱を呼びそうである。かの組織の手は一体どれだけ広いのか……今回の一件だけで想像するのもそら恐おそろしい。

（しかし……ルミア、お前は一体……？）

　グレンは横目で隣に並んで歩くルミアを見る。

　感応増ぞう幅ふく者。ルミアの異能。

　触ふれた相手の魔力と魔術を超ちよう強化する生きた魔導回路。

　確かに珍めずらしい、破格の力ではある。

　だが──

（天の智慧研究会ほどの魔術結社が、そこまでして掌しよう握あくしたい存在か？）

　詳しよう細さいは先ほど、戻もどってきたアルベルトから聞いた。どうも、天の智慧研究会は何がなんでもルミアの身み柄がらを確保したいらしい。それも、生死を問わずに、だ。

（……確かに感応増幅者は希け有うな能力だが、別にルミアだけに限った能力じゃない。探せば他にもいる。あの組織なら別の感応増幅者を見つけ出すのはそう難しいことじゃないはず。そもそも、単純に魔術を強化する儀ぎ式しき法や術式などはとっくに確立されている。希有ではあるが、それほど絶対的な魔術的価値がある能力ではないはずだ。だが、それでも連中はルミアに拘こだわっているらしい。ルミアが一体なんだっていうんだ？）

　おまけに生死を問わない、というのもわけがわからない。死んでしまったら、能力行使はできなくなってしまう。そんなの当たり前のことではないか。

　いずれにせよ、ルミアには何かがある。

　天の智慧研究会ほどの組織が、掌握したい何かがルミアにある。

　だが、それがなんなのか。……今、いくら考えてもわかりそうにない。

「……ったく、厄やつ介かいごとはまだまだ増えそうだな……」

「先生？　どうかしましたか？」

　ルミアが心配そうに見上げてくる。

「うんにゃ、なんでもねーよ。ま、面めん倒どうなことは後で考えればいいさ」

　とりあえず、今日は守ることができた。

　これからも守ればいい。それでいいではないか。

「あ、先生！　見えてきましたよ？　あの店ですね」

　気を取り直して前を見ると、ルミアの指差す先に店があった。

　魔術学院の生徒、御ご用よう達たしの飲食店だ。北地区学生街では結構名の知れた店で、よく生徒同士の宴えん会かいなどに利用されたりするらしい。生徒達の中には貴族階級や富ふ裕ゆう層出身の者も多いが、そんな彼らでもそこそこ満足できるそれなりの風格を備えた店のようだった。

「ああ、あの店でうちのクラスの連中は打ち上げやってるんだっけ？」

「ええ、システィーナがそう言ってましたよ？」

　最後でケチが付いたが、なんだかんだで優勝は優勝だ。グレンは特別賞しよう与よを手に入れたし、ハーレイとの賭かけにも勝った。温まった懐ふところに気を良くしたグレンは、俺が奢おごってやるからお前らで好きに打ち上げパーティーでもやれ、と通達しておいたのだ。

「流石さすがにもうお開きになって、皆みんな、家に帰ったんじゃないのか？」

「まぁ、一応、覗いてみましょうよ、先生」

「そうだな」

　グレンとルミアは連れだって、店の中へと入っていった。




「……賑にぎやかなこった」

　一歩、踏ふみ入れたその先は、そうとしか言いようがない光景だった。

　磨みがき抜ぬかれたオーク材がふんだんに使われた、品の良い内装の店内だ。木造の丸テーブルが所ところ狭せましと並び、奥に据すえられた渋しぶい趣しゆ向こうのカウンター席の向こうには、グラスや酒さか瓶びんが整然と並ぶ棚たなが見える。キャンドルの炎ほのおが揺らめきながら煌こう々こうと燃え、店内は明るくも暗くもない、独特の雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。

　グレンの生徒達はそんな店を貸し切り、食えや騒げやの大宴会を繰くり広げていた。

　最後にあんなことがあったとはいえ、やはり魔術競技祭に優勝した興奮は冷めやらぬものらしい。誰だれもが料理や飲み物を片手に、口々に今日の大会について語り合っていた。

「やぁ、先生！」

　グレンの登場に気付いたカッシュが、手を上げてグレンに声をかける。

「お先にやってまーす！　ねぇ、先生！　今日の俺の決けつ闘とうぶり、どうだった!?」

「やれやれ。君は決勝戦で無様に負けたじゃないか。評価に値あたいすると思うかい？」

　それを言うなよ……と、カッシュがテーブルの隅すみにすまし顔で腰こしかけるギイブルへ、苦々しい表情を向ける。まぁまぁ、とセシルがそんなカッシュを宥なだめる。

「あ、先生……今日は、どうもありがとうございました……」

「ま、一応感謝しておきますわ。その……貴方あなたの助言のおかげで勝てましたし」

　リンがはにかむような微び笑しようをグレンに向け、ウェンディがぷい、とそっぽを向く。

　他の生徒達も、口々にグレンに声をかけていく。講師を始めた頃ころに向けられていたものとは明らかに違ちがうその雰囲気に、思わずグレンの口元も綻ほころぶのだが……

「……………………」

　ふと、グレンがかたわらのテーブルに置いてあった瓶を手に取る。

　この古めかしいラベルには見覚えがあった。

　リュ＝サフィーレ。サフィーレ地方の厳選された特級葡ぶ萄どう棚からとれる高級ワイン。その味は上品で濃のう厚こう、かつ清純。お高くとまった貴族達も絶賛するほどで、まぁ、要するに高い。物もの凄すごく高い。

　そんな酒瓶が空になって無数に転がっている光景は、もはや悪夢以外の何物でもない。

「こ、これ……あの有名な凄すごく高いお酒……ですよね？」

　目まの当たりにしたルミアも若じやつ干かん引き気味だ。

「……おい、これ、なんでこんなアホなことになってる？」

　血の気が引いていくのを感じながら、グレンが絞しぼり出すようにうめく。

　生徒達が全員、さっと視線をあさっての方向にそらした。

「あ、あはは……きっと、誰かが間違って頼たのんじゃったのを、誰かが葡ぶ萄どうジュースか何かと間違って飲んじゃって、それで気分が高こう揚ようして、次々と……空けちゃったのかな？」

「あの、逃にげていいですか？　ねぇ、ボク逃げていいですか？」

　心臓が凍いてついていく感覚を堪こらえて、ゴロゴロ転がっている空あき瓶びんの数を数えていく。

　結論。グレンは今日出た特別賞与と、給料三ヶ月分を合わせたくらいの出費になると踏んだ。要するに今日一日、あれだけ苦労してプラスマイナス０。

　なんかもう、泣きたかった。

「ド畜ちく生しよう！　誰だ、ンな馬ば鹿か高たかいもん、カパカパ飲んだやつ!?」

　グレンが涙なみだ目めでガクブル震ふるえながら青ざめていた、その時だった。

「先生～ッ！」

「うおっ!?」

　突とつ然ぜん、脇わき腹ばらを襲おそった衝撃にグレンはよろめきながらも必死に耐たえる。

　脇腹に目を落とせば、そこにいたのはシスティーナだった。どうやら体当たりするかのように勢いよくグレンに抱だきついてきたらしい。

「あははッ！　やぁっと来たぁ……先生ぇ……うふふふふふ……」

　どうも、かなり酒気が入っているようだ。上うわ目め遣づかいで見上げるその目は潤うるみ、顔は真っ赤、足あし腰こしに力が入ってないらしく、完全にグレンに体重を預ける形になっていた。

「おま、酒臭くさッ!?　つーか、犯人お前か!?　この不良娘むすめ！」

　ざっと周囲を見み渡わたす限かぎり、酒気が入っているのはシスティーナ一人だけだ。

　もはや確定だろう。なんとも、まさかの事実である。

「もう……どこ行ってたんれすかぁ……先生ぇ……わらしぃ……先生ぇがいなくてぇ……寂さびしかったんれすよぉ……？　女の子をぉ……待たせるなんてぇ……ひどぃれすぅ……」

「ぁあ、もう!?　抱きつくな、しなだれかかんな、顔が近い!?　鬱うつ陶とうしい！」

　ここまでへべれけだと説教する気も失うせるし、説教する意味もなさそうだ。

　諦あきらめたようなグレンに、酒の勢いかシスティーナは甘える一方だ。

「わらしぃ……今日ぉ……先生ぇのことぉ……見直しちゃいましたぁ……」

「……はぁ？」

「先生ぇってぇ……思った以上にぃ……わらし達のことぉよく見れれくれてぇ……なんかぁよくわかんないけどぉ……まぁたルミアのことをぉ……助けれくれらみたいでぇ……ほらぁ……先生ぇ、変身してたでしょぉ……？　わたしぃ、最初からぁ、わかっちゃってんたんですよぉ……でもぉ……空気読んでぇ……気付かないふりしてぇ……偉えらい？」

「……はーいはい、偉い偉い」

　正直、グレンには、ちっとも呂ろ律れつの回っていないシスティーナが何を言っているのかさっぱり聞き取れない。適当に合わせておいた方が無難だろう。

「うふ、ふふふっ！　先生えらい！　私かぁ、ルミアをぉ、娶めとる権利をあげるわぁ……」

「……はぁ？」

「なるべくならぁ……そのぉ……私を選んれぇ、欲しいな……って、何言わせるのよぉ、もう！　ばか！　あはははははははははははっ！」

　どん、とグレンを突つき飛ばそうとして、その勢いで逆にシスティーナが床ゆかに転がる。

「……心底、ウゼェ」

　床で丸まって笑い続けるシスティーナを呆あきれたように見下ろすグレンだった。

「おい、ルミア。どうする？　コレ」

「私、とりあえずシスティを席に着かせますね。床で寝ねてたら風邪かぜ引いちゃいますし」

「じゃあ、俺は水を持ってくる。そいつの世話は任せたぞ？」

「はい、わかりました」

　頷うなずいて、ルミアは床で丸まっているシスティーナの脇腹に手を入れ、抱だき起こし、適当に空いている席へと連れて行く。

「あ……先生が遠くに行っちゃう……せっかく来てくれたのに……」

「はいはい、大だい丈じよう夫ぶ。先生は逃げないからね？」

「……本当に？　本当の本当に……？」

「もう、システィったら、甘えんぼさん」

　仲むつまじい姉し妹まいのようなやりとりを背に、グレンは店の奥へと歩いて行った。




　宴会の席のエネルギーはある瞬しゆん間かんを境にぱたりと尽つきる。

　それはグレンのクラスの生徒達も例外ではなかったようだ。

　宴うたげの後で。

「はぁ……やっと、静かになった……」

　グレンはカウンター席につき、頭を抱かかえながらため息をついていた。

　生徒達にはグループを組ませて適当に帰らせた。もはや店内は先ほどまでの喧けん噪そうが噓うそのように静まりかえっている。

　店側としてはもう閉店時間のようだったが、店のマスターは遅おくれてやってきたグレンに気を遣つかってくれたようだ。厨ちゆう房ぼうや食料庫、酒棚などの鍵かぎは閉めたまま、店を開放してくれたのだ。酔よい潰つぶれたシスティーナのために、毛布まで出してくれた。

　グレンがヤケ酒で頼んだブランデーボトル一本を空け次し第だい、裏口から適当に帰ってよいことになった。この対応の柔じゆう軟なんさは学生街に構えられた店ならではのことだろう。

　ちらり、とグレンが後ろを見る。

　システィーナが丸テーブルに突つっ伏ぷし、毛布にくるまって寝息を立てているのが見えた。何やら良い夢を見ているらしい。ぐっすりと眠ねむりこけながらも笑えみがこぼれている。

「……ふん」

　からん、と。グレンは手にしたロックのグラスを鳴らした。名前を覚える気にもならない安酒だが、まったく酔えない。今日の飲み食い代、諸経費、その他諸もろ々もろのことを考えれば無理もなかった。

「……お疲つかれ様です、先生」

　甲か斐い甲が斐いしくシスティーナの世話を焼いていたルミアが戻もどってくる。

「隣となり、いいですか？」

「ああ」

　グレンの許しをもらって、ルミアはグレンの右隣にちょこんと、腰こしかけた。

　カウンター席に置かれたランプが灯ともす穏おだやかな火が、ぼんやりと暗くら闇やみから二人の姿を浮うき上がらせている。

　ルミアは気を利きかせ、グレンの目の前にある酒瓶を手に取り、ちびちびと渋く飲んでいるグレンの酌しやくを務めた。

「お酒、美味おいしいですか？」

「……不味まずい」

　ふて腐くされたようなグレンの返答に、ルミアは苦笑いで応じた。

　静かな時間が、緩ゆるやかに過ぎていく。

　今日、色々ありすぎてささくれだった心を癒いやすような、優やさしい時間だった。

　ルミアは穏やかな笑みを絶やさず、黙だまってグレンの夜酒に付き合ってくれる。

　やがて。

「そういえば……母親へのわだかまり、少しは解けたのか？」

　くっとグラスをあおり、グレンはぽつりと呟つぶやいた。

「はい」

　ルミアはにっこりと微笑ほほえんだ。

「あの後、お母さんと色々話しました。不満に思っていたこと、ずっと言いたかったこと、全部……そしたら、なんだかすっきりしちゃいました。ふふ、私って馬ば鹿かですね。どうしてあんな意地を張っていたんでしょうか？」

「……誰だれだってそんなもんだろ」

　からん、と。

　グレンがグラスの中の氷をまた揺ゆらした。

「譲ゆずれないものなんて人それぞれだ。俺だってつい最近まで、くっだらないことにいつまでもいつまでも拘こだわって、ずっと思考を停止させてたよ……」

「そうでしょうか？　でも……私の問題が解決したのは、先生のおかげですね」

「俺は何もやってねーよ」

　突き放すように言って、グレンは空になったグラスをルミアに突き出す。

　ルミアは穏やかに微笑みながら、それに琥こ珀はく色の酒を注いでくれる。

　そして。

「ねぇ、先生……いつ思い出してくれたんですか？　私を助けてくれた……あの三年前の出来事を」

「……なんのことだか」

　今までちびちびやっていたグレンが、グラスの酒を一気にあおった。

「約束」

　そんなグレンに対し、ルミアはぽつりと呟く。

　グレンは空になったグラスを、静かにカウンターの上に置いた。

「あの時はなんのことかと思いましたが……一つ思い当たることがありました」

「…………」

　二人はこの瞬間、同様に三年前へと思いを馳はせていた。それは、ルミアが王家から放ほう逐ちくされ、フィーベル家に押しつけられ、そして……外げ道どう魔ま術じゆつ師し達に誘ゆう拐かいされたあの時だ。




　──頼む。敵はまだ残ってる。お前がそんな調子じゃとても切り抜ぬけられない。

　──俺のことをいくら怖こわがろうが、嫌きらおうが構わない。

　──だが、もし、お前が泣きやんでくれるなら……俺が、お前に味方してやる。

　──世界中が敵に回っても、お前を嫌きらっても、俺だけは絶対、お前に味方してやる。

　──いつだって、どこだって、ずっと、ずぅっと、だ。

　──だから、頼む……泣くな。




「まさか、私を泣きやますためのあの方便が、まだ生きているとは思いませんでした。先生ったら律りち儀ぎっていうか、不器用っていうか……」

「……約束は約束だろ」

　ぶすっと拗すねたようにグレンがそっぽを向いた。

「だがな、お前が思っているほど、たいしたことじゃないんだ」

　頰ほお杖づえをつきながら、グレンが再びグラスを鳴らした。

「お前が件くだんの誘拐事件に巻き込まれた当時、俺は宮きゆう廷てい魔導士団のちょっと特とく殊しゆな部署に所属しててな。お前の母親……女王陛下に泣いて頼たのまれたのさ。『娘を助けてくれ。私がそんなことを言える立場ではないのはわかっている。貴方あなたにこんな危険な役を押しつけるべきでないこともわかってる。それでも娘を助けてくれ』ってな。それを履り行こうしただけだ」

　そう。毅き然ぜんとした女王が、遠くに行った娘を思うがゆえに見せた、あの時の涙なみだ。

　だからこそ、グレンには女王陛下が噓をついていることがわかったのだ。

「お前は俺を何か勘かん違ちがいしているようだが……しょせん、仕事だよ。俺は正義の魔法使いでも勇者でも英えい雄ゆうでもなんでもない。ただの……ゲスな殺し屋だ」

「それでも」

　ルミアは憂うれいに曇くもるグレンの横顔を深く見つめて、言った。

「あの約束のおかげで、あの時の私は救われました。そして、今回も……」

「そうか」

「ふふっ、先生ってずるいですよね……色々と」

「わけわからんこと言うなよ……」

　呆れ顔でため息一つ、手て酌じやくでグラスに酒を注ぐ。

　そんなグレンに。

「ねぇ、先生」

　ルミアはそっと身を寄せ、グレンの肩かたに自分の頭をのせた。

「……ルミア？」

　グラスをあおる手を止め、寄りかかってくるルミアに訝いぶかしむような視線を送った。

「今夜だけ」

　ぽつり、と。静かに目を閉じたルミアが、囁ささやくように言った。

「今夜だけ……こうして、甘えさせてください……先生……」

「……好きにしな」

　静かで優しい時間が流れていく。

　揺れるランプの炎ほのお、ゆらめく陰いん影えい。

　少女の静かな吐と息いき、柔やわらかな体温。時折、からんと鳴るグラス。

　酒気が回ってきたのか、脳の奥がぼんやりと熱をもって痺しびれてくる。

　それはとても心地ここちよくて……これだけで今日一日、自分がやったことが何も間違いなかったと思えるような……重く疲れた身体からだを包む極ごく上じようの安あん堵ど感。




　こうして。

　その夜は静かに、緩やかに更ふけていくのであった──








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、ロクでなし魔ま術じゆつ講師と禁忌教典アカシツクレコード、第二巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そして第一巻を読んでいただき、支持・応おう援えんしてくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。どうもありがとうございました！

　ところで、第二巻の刊行にあたって、私が何よりもまず思うことは、

「相変わらずだなぁ、この主人公は……」

　自分で書いておいて呆あきれますが、第一巻の顚てん末まつで多少マシになったとはいえ、グレン君は相変わらずのダメ人間っぷりを遺い憾かんなく発揮しています。まぁ、人間ってそう簡単に変わらないよね。そういう意味ではとても人間らしい主人公なのかなという気もします。

　まったく、グレン君には、作者である私をもっと見習って欲しいものです。

　なにしろ、私は学生時代、学生の本分たる勉学に差し障るほど麻マー雀ジヤンに嵌はまっていたのですが、これではいかんと思い立ち、勉学に集中するため、スッパリと引退することに成功するほどの男なのです。それも三回も！　どうです？　凄すごいでしょう？

　このように、人間、本当に大切なものを見極める目と、それを実行する崇すう高こうで確たる意思の力があれば、たとえ今はダメでも、いずれいくらでも自分を変えられるものなのです。

　まぁ、グレン君は腐くさっても主人公、物語が進むにつれて色々と学んで精神的に成長してくれることでしょう。

　……と。この作品の主人公の行く末を、第二巻の原げん稿こうを書き上げて生まれた空きの時間に、私は職場の同どう僚りようと麻雀を打ちながら、ぼんやりと考えていました。

　え？　何？　ははは、もちろん、皆様の仰おつしやりたいことは、よぉ～くわかってます。

　大だい丈じよう夫ぶですって！　お金は一切賭かけていません！　ギャンブル、ダメ、絶対。

　さて、そんなどうでもいいことはさておき、今回の第二巻は、第一巻で語りきれなかった世界観の補足的な要素もあります。この世界にどういう文化・背景があって、どんな国があって、魔術学院にどういう人物がいて……魔術競技祭というイベントを通して、『ロクでなし』の世界を、より深く掘ほり下さげられたらな、と思います。

　大人になりきれない子供な青年の物語、第二巻、どうかよろしくお願いします。
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